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（午前９時30分 開議）

○議長（田中博晃君）おはようございます。

ただ今の出席議員は18人で全員であります。

○議長（田中博晃君）これより本日の会議を

開きます。

この際、報告いたします。

６月10日に開催されました広報広聴特別委

員会における正副委員長の互選の結果、広報

広聴特別委員会委員長に岡本喜好君、副委員

長に板橋真弓君がそれぞれ選任されました。

次に、市長から令和７年６月12日付、橋総

第196号をもって追加議案２件が提出されま

した。議案はお手元に配付いたしております。

これを今会期中にご審議願うことといたしま

す。

以上で報告を終わります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（田中博晃君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第88条

の規定により、議長において、６番 髙本君、

16番 土井君の２人を指名いたします。

日程第２ 一般質問

○議長（田中博晃君）日程第２ 一般質問を

行います。

今回の一般質問通告者は14人であります。

質問は会議規則第62条の規定により、別紙

の順序により発言を許します。

順番１、３番 岡本君。

〔３番（岡本喜好君）登壇〕

○３番（岡本喜好君）おはようございます。

今回の議会から、市の職員の１年から５年

目までの入庁された方が議会を傍聴していた

だくという新しい試みで、普通の会社と違っ

て、やっぱり役所行政というのは議会と市長

と二元代表制で成り立っていると。そういう

ところから、市民の声を伝えるのが我々の仕

事です。

それに対して行政としてどういうふうに施

策を行っていくか、これを答えるのが市長部

局になりますので、その辺の関係で、我々市

民の声をどういうふうに皆さんの上司が問わ

れているかというのをよくまた見ていただけ

ればなというふうに思います。

質問を通じて、これからの市政運営におけ

る考え方や各部の考え方を、議論を通じて知

ることができるよい機会だと思いますので、

今後、皆さまの本当に窓口業務における業務

の資としていただければというふうに思いま

す。

我々というのは10年後、20年後を考えて発

言しなくてはいけないとよく言うんですけど

も、30年後というのは、まさにここにいる人

って誰もいなくて、本当に市役所に今入られ

た方が必ずこっちに座って市政運営している

というのは確実なことなので、そういう目で
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見ていただければなというふうに思います。

橋本市ですけれども、「広報はしもと」、令

和７年４月末時点で２万7,547世帯、５万

8,509人、今、人口がいます。昨年の出生数、

令和６年１月から12月は267人、死亡された方

866人で自然減が599名です。

転入された方は1,453人、転出された方が

1,541人、社会減は88人ということで、毎年七、

八百人の人口が橋本市から消えているという

現状でございます。

一方、外国籍の市民の方、令和６年５月末

で548名でした。去年の５月です。そして、今

年５月末で656人、108名増えております。約

20％増えているような計算になります。

経済学的にいうと800人分の経済効果、よく

考えてほしいんです。皆さん市内で10万円１

人使うとしたら、800人って一月で8,000万円

使うわけです。１年間で９億6,000万円使うわ

けです。その方が毎年毎年減っていっている。

こういう現状が橋本市内にあるということな

んです。

だから、Ｈａｓｈｉ－Ｍｏで6,000万円入れ

て３億6,000万円の経済効果を出したといっ

ても、一方で毎年９億6,000万円の消費はどん

どん減っているという現状があるということ

です。

そういった中、議会も執行部も人口減少を

どうやって食い止めるかというのが喫緊の課

題となっています。そのために、移住・定住

に力を入れ、子育て支援に力を入れて、企業

誘致、観光に力を入れております。

そういった観点から、今回はそういった方

に対して今の橋本市がどういうふうに見えて

いるのかということを議題にして質問したい

と思います。

今回は３項目、看板から見えてくる橋本市、

橋本市の発展に必要なＳＮＳ政策、そして、

負担が増え続ける国民健康保険に関して質問

させていただきます。

１項目め、市内の看板について。

市制20周年を迎える中、市内の公園には遵

守事項等を示す看板に、いまだに旧行政区で

ある高野口町の表示のままの公園が存在しま

す。管轄する橋本市でなぜ旧町名のまま使用

しているのか、理由を伺います。

また、避難所や通学路の看板も整備が必要

と思いますが、整備計画について伺います。

２番、市外への情報発信ツールについて。

情報発信ツールが増えていく中で、市が保

有する各施設のアプリの種類とフォロワー数

を伺います。各ツールを運用する上で、投稿

技術の向上や再生数を増やすためのアルゴリ

ズム教育等はどのようにされていますか。

また、橋本市として総合的なプロモーショ

ン戦略はあるのか、伺います。

３項目め、国民健康保険税滞納解消への取

組みについて。

国民健康保険は市民の医療環境維持のため

必要な制度ですが、税率が今年度から9.2％と

過去最高となり、市民生活が苦しくなってい

ることも事実です。少しでも負担を下げ、不

公平感をなくすため、国民健康保険の滞納者

の状況と保険利用実績、滞納解消のための取

組みについて伺います。

以上３項目、よろしくお願いいたします。

○議長（田中博晃君）３番 岡本君の質問項

目１、市内の看板に対する答弁を求めます。

建設部長。

〔建設部長（石井隆博君）登壇〕

○建設部長（石井隆博君）改めまして、おは

ようございます。

市内の看板についてお答えいたします。

市内の公園には市民の安全や適切な利用を

促すため、注意看板や案内看板を設置してお

り、その内容を変更する必要性が生じた際に

は、その都度更新するよう努めてきました。
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合併当時においては、住民の地域への愛着

や地名の継承といった観点から、旧町名を含

む看板についても、直ちに全てを新市名に変

更するのではなく、一定期間そのまま活用す

るという考え方もあったと承知しております。

したがって、表示が現在の市民や来訪者に

とって分かりづらくならないよう、過去の経

緯も尊重しつつ、必要に応じた更新や表記の

見直しを進めてまいります。

次に、避難所や通学路の看板整備計画につ

いてですが、現在取り組んでいるものはござ

いません。

○議長（田中博晃君）３番 岡本君、再質問

ありますか。

３番 岡本君。

○３番（岡本喜好君）スライドをお願いしま

す。見ていただくのが一番かなと思いまして。

私も２年前に移住して、橋本市のいろんな

ところを回らせていただきました。そのとき

に回っていて、あ、高野口町なんや、ここ橋

本市とちゃうわと思って。分かっていて回っ

ているんですけど、ここ違うんやなと思って。

２年間耐えていたんですけど、あっちこっ

ち、高野口町教育委員会という看板があった

り、昔の町名を大事にされているのかなと思

いもありつつ、これって注意喚起なんですよ

ね。だから、車の乗り入れをお断りしますと

言っているのは役場なんですよね。高野口町

役場であって橋本市じゃないということで、

私、乗入れたろうかなと思ったんですけど。

言われて文句言われたら、やっぱり役場が

言うているだけで橋本市ちゃいますよねみた

いな。そういうことにもなりかねないなと思

って確認をさせていただきました。

管理という話ですので、しっかりやってい

ただければなと思うんですけれども、今、20

年たちましたけども、高野口町と合併して20

周年を迎えて、今までに部長、課長というの

は何人替わられていますでしょうか。

○議長（田中博晃君）建設部長。

○建設部長（石井隆博君）平成18年３月の合

併以降、建設部長は私で７人目、あと公園管

理関係の担当課長が、現在の課長で９人目と

なっております。

○議長（田中博晃君）３番 岡本君。

○３番（岡本喜好君）16人の方が入れ替わり

立ち替わり公園を管理されて、少なくとも管

理するべき人が何も思わずに、こういう状態

で管理してきたということでございます。

ちなみに、この公園の施設を管理する上で、

附帯構造物の台帳、各公園にこういうものが

ありますよというような台帳はございますで

しょうか。

○議長（田中博晃君）建設部長。

○建設部長（石井隆博君）公園台帳というの

がございますが、そこで整備されております

のは遊具とか照明といった公園の主な施設に

とどまっておりますので、例えば、日々の公

園管理を行っている中で随時設置したような

注意看板ですとか細かな附帯構造物に関して

は、台帳としては整備できておりません。

○議長（田中博晃君）３番 岡本君。

○３番（岡本喜好君）そうなんですね。役所

って、私も公務員だったから分かるんですけ

ども、これをやってこいと言うと、それしか

してこないんです。だから、遊具の安全点検

してこいと言うと、安全点検しかしてこない

んです。その遊具がちょっとペンキはげてい

るなとか、あ、あそこの倉庫ちょっと壊れか

けているなとか看板欠けてるなとか言っても、

私が言われたのは遊具の安全点検だけとなる

とそれしかやってこないというのが、それ特

性なんですけど、そういうことを考えると、

管理者が現場を回って指導していくというこ

とがやっぱり大事やと思うんです。

まずはやっぱり自分の仕事がどういうもの
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があるかと、やっぱり担当して人事異動にな

った際というのは当然確認されると思うんで

すけど、引継ぎする上で。部長は４月に人事

異動されて、こういう管轄する施設の現場施

設とか現場指導、行われましたでしょうか。

○議長（田中博晃君）建設部長。

○建設部長（石井隆博君）人事異動に伴う引

継ぎの際に現場視察を部長が行ったかという

ご質問ですけれども、何らかの課題のある現

場につきましては現場で確認をするというこ

とはありますが、全ての管理施設の現場確認

というのは私自身行っておりません。

担当者のほうでは日々業務の中で現場確認

を行っておりますので、先ほどの看板に旧町

名が記載されているのを認識している職員も

恐らくいたと考えられます。ただ、合併前の

名残と理解して、優先して対応が必要との認

識が低かったのかなというふうに反省をして

おります。

○議長（田中博晃君）３番 岡本君。

○３番（岡本喜好君）ありがとうございます。

恐らくそういう感覚なんだろうなと。分か

りますよ。職員の身にもなっても分かるし、

部長職になっても、いや、全部見るのは大変

やなというのは分かるんですけども、それを

やらないと、やっぱり管理職としての、そこ

を求められているというか。

担当職員では気づかない、もっと大きなと

ころを大きな目で見てあげるというのが大事

なのかなと。ほんで職場環境を見てあげると

か、そういうのが大事かなと思います。

今回は初め、このスライドだけ出そうかな

と思ったんですけども、待てよと。橋本市全

体どうなんやろうと思ったときに、これ言う

と、その看板だけ直しましたとなるんです。

ほんで、ほかの、うちの課は関係ないわと皆

さん思うからと思って、今回、特別にスライ

ドを用意しました。スライドをお願いします。

橋本市がまず外の人からどういうふうに見

えているかというと、ホームページを開けま

した。そうすると、橋本体感、橋本を楽しん

でくださいよと。いい写真を使っていますね。

ほんで「はぴもと」、子育て、すごい力を入れ

ています。「はしっこ暮らし」、移住・定住に

力を入れています。これ作ってくれている人

は本当に力入れて頑張ってくれています。や

ってくれています。

実際、私の知り合い、スライド、右のほう

ですけど、柿送ったら、久留米の方なんです

けど、「いやあ、橋本すごいいいまちですよね。

とても魅力的です」というふうなコメントも

頂いています。

じゃ、メタバースというかサイバー空間で

はすごく見える橋本市が、実際、じゃ、私、

住もうかな、移住しようかなと思ったときに

どうなるかというと。

これ城山台の状況なんですけど、看板は剥

げている、色は薄くなっている、もう支柱し

かない。これは警察管轄なので、これは警察

のほうに通報させていただいて、秋までに対

応してくれるということでした。

これが高野街道と国道24号沿い、交点。ま

さに橋本市の一番繁華街はどこといったら、

このかいわいちゃうのというところですよね。

右も左も分からんような状態になっていると

いうのが、現在の橋本市です。

子育て支援に力を入れていますと。ここに

住もうかなと思って、あ、ここに保育園ある

わと思ったら、ない。通学路はというと、こ

れ一番左はまさにこの前、４月に開園した紀

見こども園のすぐ目の前の看板です。すごい

汚れています。

真ん中は先ほどの原田の地区ですけど、一

番右、清水小学校の一番すぐ目の前の看板で

す。飛び出し坊やだけ頑張ってくれている感

じです。
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これ恋野橋のところです。信号がついたの

で、もうこれどうかなと思ったんですけど、

まず車の停止線から何書いてるか見えない。

何書いてるのかなと思うと、「小さい僕が見え

ますか」という。字が小さくて見えないのと

字が薄くて見えないという。どういうことを

言いたいのかなみたいな、そんな看板になっ

ています。

これは城山ですけども、城山小学校、紀見

東中学校へ行く道路です。薄くてちょっと見

えにくいと。これはちょっと、使えなくはな

いかなというところもあるので、どうしよう

かなと思ったんですけど、ただ、城山小学校

と紀見東中学校って住宅街の入り組んだとこ

ろにあって、なかなか一発で城山小学校に来

れましたという人が実は少ないから、だから、

やっぱりこういう看板というのは適切に更新

していただきたいなというふうに思います。

これは境原幼稚園。もうないですよね。い

つまでこれ掲示するんですかということです。

これは市が多分置いたものじゃないかなと思

うんですけども、市内にこういうものがたく

さんあります。こういうのを市としてどうい

うふうにこれから指導、区と連携してという

形になろうかと思いますけども、どうやって

いきますかということですね。

これ、電柱の危険表示も剥がれています。

地番表示、これも市ではないというふうには

伺っていますけども、こういうのも区と連携

していただきたいなというふうに思っており

ます。

これも、避難所への表示です。これも市道

上にあるので市が管理するのかなというと、

なかなかこれも市のものではないということ

で扱いが難しいんですけども、取り組んでい

かないと、これ１個はもう看板が落ちている

んです。これがもし金属劣化で落ちてきて人

が負傷したとか、そういうことになるとまた

どうなるんだという話になるので、更新する

のか撤去するのか、こういったことも検討し

ていただければなと思います。

もうこれはすごくいっぱいあるんですけど、

この「注意」という看板、もう茶色過ぎて見

えへんみたいな。こういうのもすごくありま

す。これはもう至るところにあります。

注意の看板が欠けている、そしてもうカー

ブミラーも欠けている、こういったものも見

られます。

こういうのは逐次通報したら換えてくれる

ということですので、ただ、それを、我々議

員も個人で動いているんですよね。言われた

らやりますと言われて、その看板だけやって

もらっても、いや、ほかの場所どうなってん

ねんという話になるので、やっぱりそれは行

政として組織的にやってほしいというのが

我々の認識で、重箱の隅つつくようなことを

見るのが議員の仕事じゃなくて、逆に皆さん

が組織的に動いてもらうようにやってくださ

いよと、その体制をつくってもらうのが我々

議員の仕事なので、そこをよく、これから考

えてもらいたいなというふうに思います。

もうカーブミラーがない支柱、上に注意と

書いてるんやけど上に何もないよという。た

だ、これ恋野橋と小峰台のラルゴの前ですか、

喫茶店の前なので、どっちも信号はもうつい

ているので逆に不要になっているのかなとい

うふうにも感じます。

住民の方にも聞いたけど、あ、そんなとこ

にそんなんあったんやという感じで、もし必

要でないなら、もう撤去していくべきなのか

なというふうに思っています。

消防です。消防はさすがで、僕、結構探し

たんですけど、点検しているんですね。台帳

も持っている。だから、きれいなんです、看

板。だからどうしようかなと思ったら、ちょ

っとポールがさびとったので、ここまで塗っ
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てくれたらありがたいなと思って、ちょっと

出させてもらいました。

あと右のほうは、各お店の中にある防火用

の設備です。これについては指導・監督する

という意味でちゃんとやっていただきたいな

というふうに思います。

これ市民病院の前です。これ駐車場の入り

口です。絶対、市民病院に車で来た人が100％

通る場所なんです。そこの場所の状態がこう

いう状態ですということです。

だから、もう一回ちゃんと、市民の目に触

れるところという観点でどうあるべきかとい

うのはもう見てもらいたいなと。これを見て、

ああ、子育てに力を入れているなとか、何だ

ろう、移住・定住に力入れているなとか思い

ますかね。ということなんです。住みやすい

と思いますかという話です。

これなんかもうすぐ、皆さん今日も通って

来られたのかなと思いますけど、そこの市脇

の高架の表示です。これ、言ったら次の日に

は直っているんです。皆さん通っているはず

なんです、毎日毎日。でも、言われたら直し

ます、言われたら直しますと。でも、気づく

力がないんですよね。

それを気づくような感性を持って、皆さん

がそういう感性を持つのか担当職員がそうい

う感性を持つのか、そういう指導をしていく

のがこれからなのかなと思います。

右のカーブミラーも、黄色いやつですけど

も、色が完全に抜けていますね。これ小原田

の交差点ですけど。

これサカイキャニングの目の前です。まっ

せ・はしもととか「すこやか橋本 まなびの

日」とか、いろんな方が県立体育館、市外の

人もいっぱい来る、その目の前の看板がこう

いう状況です。

これも本当にすぐ目の前の、100メートルも

離れてないようなところ、セブン－イレブン

の前とかですかね。国道24号沿いです。皆さ

ん言われます。「主要な幹線道路沿いは見てる

けど」と言ってるんですけど、主要な幹線道

路沿いがこういう状態です。

これもあります。明確に「橋本市」と書い

ていますね、ここ。こういうのもどうでしょ

う。「京奈和自動車道を実現する会」。言われ

たら、ああ、あそこにありますよねという感

じなんですけど、もう皆さんあるのは知って

いるけど、もう意識の中から消えている。そ

ういう状態なので、もう一回見てもらいたい

なと思います。

コミュニティバス、こういう状況です。農

免道路、これも恋野です。チューリップまつ

り、それでこれからあじさいまつりが始まっ

て、いろんな市外から観光客の方が来られま

すけど、それを迎え入れる入り口がこういう

状況です。もう何書いているか分からないと

いう。

こういう状態です。これも小峰台からサカ

イキャニングに至る道路ですかね。これはち

ょこちょこあちこちあると思います。

これ駅前です。観光プロモーションに力を

入れて、観光客を呼びますという、その窓口

です。一番力入れないかんところですよね。

色が抜けています。駐車禁止の文字も見えま

せん。

これＪＡの前です。３枚看板立っています。

もうぼろぼろです。もう判読するのが大変で

したけど、よくよく読むと環境美化のための

看板らしいんです。環境美化をしているのか

景観を汚しているのかよく分からないという、

こんな状況なので、よく管轄とかを確認しな

がら整備をしてもらいたいなと思います。

橋本市のホームページにこういう写真が載

っています。外から見たら本当に魅力的なん

です。これを現実社会にやっぱり実現してい

くというのをやっていただきたいなというふ
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うに思います。

今のスライドを見ていただいた上で質問さ

せていただきます。

所管する看板の現況を承知していますか。

劣化、破損に対する整備、または不要とな

った看板の撤去の予定はありますか。

台帳等の整備はされていますか。維持管理、

チェック機能、控えは部課内で保持していま

すか。

以上の観点から、市として維持管理政策の

答弁をよろしくお願いいたします。

○議長（田中博晃君）建設部長。

○建設部長（石井隆博君）後ほど各部長から

ご説明をさせていただきますが、まず建設部

からお答えをさせていただきます。

建設部としましては、公園や市道の管理者

として設置しております看板が適切で安全性

に問題がないか、また、占用を許可して他の

事業者によって設置されているものについて

も、それぞれ適切に維持管理されているかな

どについて管理をする必要があるというのが

基本になります。

ただし、議員おただしのとおり、現場の状

況を承知していない、あるいは承知していて

もほかに優先すべき業務があって対応が後回

しになっているというものは、実際、相当数

あるようには思います。

基本的には、職員が日常管理の中で気づい

た不具合ですとか、先ほど言われました、市

民からの通報があった場合は、その都度、現

場を確認して清掃や修繕、不要であれば撤去

といった対応を取るようにはしております。

一方で、所有者が誰か、また、いつ設置さ

れたのかも分からないといった看板も実際、

非常にたくさんあるという現状があります。

そうしたものについて、市で勝手に改変する

といいますか撤去するというのも難しい部分

がありますので、それらにつきましては、ま

ずは所有者の特定というところから手をつけ

るしかないのかなというふうに考えておりま

す。

看板等の台帳につきましては、本来は整備

しておくべきものかとは思いますが、先ほど

も申し上げましたとおり、現状としては十分

には整備できておりません。看板等、数が非

常に多過ぎるというのが理由になってこよう

かと思うんですが、これにつきましては人員

の問題等もありますので、現時点での課題で

あるというふうに認識しております。

あと最後の、現場のチェック機能につきま

しては、これからの話になるんですが、今後

は業務などで市内を回るときには看板等の状

況にも気を配って、設置された看板の目的が

きちんと発揮できるように、管理者として意

識をさらに高めた管理というものを心がける

ようにいたします。

以上です。

○議長（田中博晃君）危機管理監。

○危機管理監（大岡久子君）道路敷に設置さ

れております広告つきの避難所誘導看板につ

きましては、本市が設置したものではござい

ませんので、現況を把握しておりません。

しかしながら、記載されています情報が古

いものがございますので、一時滞在者を含む

市民の皆さまに誤った情報をお知らせするこ

とになりかねませんので、道路管理者のほう

には撤去等について働きかけてまいりたいと

思っております。

○議長（田中博晃君）市長。

○市長（平木哲朗君）もう時間の無駄やと思

うので。

早急に調査をして、汚いものについて、ま

た、分かりにくいものについて、支柱しか残

ってないものについても、できるだけ早く補

正予算で対応して、きれいにしていきます。

ただ、部長言いましたように、京奈和自動
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車道の看板なんかはどこが立てたか。協議会

が立てた看板ってありまして、一時、市脇の

あそこの天雫の下のところでも、誰が持ち主

かというのが分からないようなケースもあっ

て、最終的に市で撤去したこともあるので、

もうそこについてはできるだけ早く撤去でき

るようにしてまいりますので、ちょっと時間

を頂いた上で、これから管理体制もしっかり

つくって、その上で撤去したり、もう要らな

いところは完全に取っていくというふうにし

たいと思います。

健全育成会とか学校で立てたやつもあるの

で、そこは一度学校に相談して、これは残し

ますか、そうか新たに作ってくれますかとい

うような声がけもしながら、そこはきれいに

していきたいと思いますので、ご了解いただ

きたいと思います。

○議長（田中博晃君）３番 岡本君。

○３番（岡本喜好君）ありがとうございます。

各部長に答弁、活躍の場をちょっと準備し

ていたんですけど、すみません、職員が来て

いるのでね。でも、時間短縮して、ありがと

うございます。

京奈和自動車道もこの前は４車線実現お願

いしますという意見書を出したようなところ

もございますので、文言を変えて換えるとか、

そういったところは臨機応変にやっていただ

きたいなと思います。

１問目を質問終わります。

○議長（田中博晃君）次に、質問項目２、市

外への情報発信ツールに対する答弁を求めま

す。

総合政策部長。

〔総合政策部長（井上稔章君）登壇〕

○総合政策部長（井上稔章君）市外への情報

発信ツールについてお答えします。

まず、市が運営しているＳＮＳアカウント

の種類には、ＬＩＮＥ、インスタグラム、Ｘ、

ユーチューブ、フェイスブック、ＴｉｋＴｏ

ｋの６種類があります。

それぞれの６月５日時点でのフォロワー数

は、ＬＩＮＥでは秘書広報課の橋本市公式Ｌ

ＩＮＥのフォロワーが１万6,269人です。

インスタグラムでは、シティプロモーショ

ン課の橋本市インスタグラムが4,671人、消防

本部の橋本市消防本部公式インスタグラムが

2,425人、家庭教育支援室の橋本市家庭教育支

援チーム「ヘスティア」公式インスタグラム

が631人、建築住宅課の橋本市空家バンク公式

インスタグラム「はしもとイエスタ」が181

人、職員課の橋本市職員採用インスタグラム

が37人、生涯学習課の橋本市郷土資料館イン

スタグラムが92人です。

Ｘでは、シティプロモーション課のはしぼ

うＸが1,085人、危機管理室の防災はしもとＸ

が519人、職員課の橋本市職員採用Ｘが38人、

生涯学習課の橋本市郷土資料館公式Ｘが29人

です。

ユーチューブでは秘書広報課のユーチュー

ブ橋本市公式チャンネルが2,398人、フェイス

ブックでは秘書広報課の橋本市フェイスブッ

クが1,670人、ＴｉｋＴｏｋでは橋本市民病院

の「公式」橋本市民病院が119人です。

次に、運用する上での投稿技術の向上や再

生数を増やすためのアルゴリズムの教育は行

っているかとのおただしですが、ＳＮＳのア

ルゴリズムに関しては市では十分な知識を持

ち合わせておらず、現在、職員に対する周知

などは行えていません。

しかしながら、投稿技術の向上については、

本市の情報や魅力を戦略的に広報するための

広報戦略委員会を設置するとともに、その事

業の一つとして、令和２年度末から６年度に

かけて、職員の映像作成技術の向上を目的と

して映像研究部を設置し、外部講師を招いて

研修会を行うなど映像作成の研さんを行いま
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した。その結果、ユーチューブでの動画公開

数も年々増加しています。

そのほか、市町村国際文化研修所主催のＳ

ＮＳに関する研修資料を庁内で共有していま

す。また、シティプロモーション計画の一環

として、全職員を対象として情報発信に対す

る意識醸成の研修を行い、さらに具体的なチ

ラシ作成の知識や技術を習得する研修などを

実施しています。

今年度より橋本市インスタグラムにおいて

運用を外部に委託することから、専門的な知

識や手法を学ぶ機会を増やせると考えていま

す。また、写真撮影技術の向上を目的として

カメラ撮影研修も開催予定です。

最後に、市としての総合的なプロモーショ

ン戦略については、インナープロモーション

やアウタープロモーションの重要性を認識し

ながら、それぞれの業務をＰＲしているとこ

ろですが、市の取組みをより効果的に市民に

伝えていくための広報戦略を検討していく組

織として、今年度において若手職員を中心に

（仮称）広報戦略委員会幹事会を立ち上げて

いるところです。

幹事会では情報発信技術に必要な研究や知

識の共有を図るとともに、総合的なプロモー

ション戦略が行えるような体制を整え、さら

なる情報発信のレベルアップに努めてまいり

ます。

○議長（田中博晃君）３番 岡本君、再質問

ありますか。

岡本君。

○３番（岡本喜好君）ありがとうございます。

市外の前にＳＮＳの特性、市内への発信は、

広報紙、ホームページ、ＬＩＮＥ、市民に対

して積極的に発信されているなと思います。

この市内広報に関しては情報の確実性という

のが一番大事かなと思っておりまして、最近、

フェイクニュースとかデマとかがあったり、

災害時の情報とかに惑わされないように、や

っぱり確実性というものを重視してもらえた

らなというふうに思っております。

本題の市外への発信ですけれども、ＳＮＳ

の時代が主流となっています。この力を、発

信力と拡散力を強く持つということは、ふる

さと納税や観光、移住・定住政策に大きな影

響を及ぼすことが期待できます。

このＳＮＳが、じゃ、どういう運用をされ

ているかというと、アルゴリズムでリーチが

決まっていくということなんです。企業も企

業理念というのがあって、こういう社会をつ

くっていきたい、こういう人たちをつなげた

い、知り合い同士をつなげたいとか不特定多

数のことをつなげたいとか趣味の方をつなげ

たいとか、そういう理念でアルゴリズムを組

んで使っているので、そこに乗っかってうま

いこと載っけていかないと拡散せえへんよと

いう話です。

だから、若い職員に何回も更新させて投稿

させても、そこのアルゴリズムに合わないツ

ールを使っていたら、現場の職員がどんだけ

頑張っても広がっていかんよということを言

いたいので、しっかりやってよということで

す。

ということで、一番はじめに、ＳＮＳの各

特性を把握して、今後伝えたい人とか拡散し

た人の特性に応じたアカウントの整理・取得、

もう一回、市で見直したほうがいいと思いま

すが、いかがでしょうか。

○議長（田中博晃君）総合政策部長。

○総合政策部長（井上稔章君）確かに、アル

ゴリズムですか、にのっとった発信というの

が大事だというふうに感じております。

我々、年齢的にというとあれなんですけど、

割と高齢な職員よりも、どちらかといえば若

手職員のほうがこういうところは得意だと思

っておりますので、今回、（仮称）広報戦略幹
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事会というふうに申し上げましたが、その中

で情報発信技術に必要な研究ですとか知識の

共有を図るとともに、ＳＮＳで運用できる、

担当課の職員から、成功事例もたくさんあり

ますので、それらを共有するなどしてＳＮＳ

の運用がより効果的になるように、しっかり

レベルアップに努めていきたいなというふう

に考えております。

おただしいただきましたアカウントの整理

とか取得ですが、こちらに関しましては、担

当課において目的とか要綱を定めた上で、決

裁を今、得た上で運用を始めております。運

用を開始する前にそれらを、幹事会とか勉強

会などを実施していきますので、そこで整理

した上で情報を共有していきたいなというふ

うに考えます。

以上です。

○議長（田中博晃君）３番 岡本君。

○３番（岡本喜好君）ＳＮＳの運用の中で僕

が一番引っかかっているのが岡潔数学体験館

です。これは市内の方に見てもらうという目

的も当然あるんですけども、全世界の人にや

っぱり見てもらいたい、全国の人に知っても

らいたい、そういう外に向けて発信してほし

いアカウントなんですけれども、これがまだ

ＳＮＳが立ち上がってないということなんで

すけれども、その理由についてお伺いします。

○議長（田中博晃君）教育部長。

○教育部長（岡 一行君）お答えいたします。

岡潔数学体験館に関する情報発信や講演会

などの開催案内につきましては、本市ホーム

ページをはじめ、必要に応じて、橋本市公式

ＬＩＮＥを活用してきました。

数学体験館の職員によりますインスタグラ

ムへの情報発信は行っていましたが、現在、

非公式であるため、公式での単独でのアカウ

ントは設定しないところです。

現在の発信は本市公式ユーチューブチャン

ネルにて橋本高等学校の放送部の方が作成し

ていただいた岡潔先生と数学体験館を紹介す

る動画をアップロードしていますが、まずは

コンテンツづくりに力を入れる必要があると

考えており、情報発信の方法を選択していき

たいと考えております。

以上です。

○議長（田中博晃君）３番 岡本君。

○３番（岡本喜好君）そうなんですよね。Ｌ

ＩＮＥで発信されているんですよね。ＬＩＮ

Ｅというのは登録した方には100％届くんで

す。でも、逆に言うとそれ以外の人には絶対

届かないという仕組みのものなので、ＬＩＮ

Ｅに投稿して、それを受け取った方が、あ、

これ広めたいなと思って自分のＳＮＳアカウ

ントでまたシェアしてみたいな、そういうこ

とをしないと広がっていかないということが

あります。

だから、土日しか開いてないですよね、岡

潔数学体験館って。だから、リアルではなか

なか発信って難しいんです、来てもらってと

か。でも、ＳＮＳって24時間回っていますか

ら、だから、それを24時間ＳＮＳで働いても

らって、実際リアルでは土日だけしか開いて

いませんけど来てくださいねというやっぱり

プロモーションというのが大事なのかなと思

うので、その辺よく整理していただきたいな

と思います。

最終的に、とはいうものの、バズる動画と

埋もれていく動画ってやっぱり分かれていて、

投稿技術というのをやっぱり上げていかない

かんというのがあるんです。

投稿技術も、写真撮影、動画撮影、編集、

デザイン、レイアウト、様々な技術がありま

す。若手職員を活用していただくということ

で、よくやっていただければなと思います。

その中に外部のインフルエンサーも活用し

ながらということなんですけども、これから
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の橋本市において外部のインフルエンサーの

活用と内部の投稿技術の向上、この二つを育

てていかなくてはいけないと思いますが、い

かがでしょう。

○議長（田中博晃君）総合政策部長。

○総合政策部長（井上稔章君）確かに内部の

投稿者、我々職員も含めてというところだと

思うんですけれども、なかなか、若手職員は

得意なんですけど、我々のところでは難しい

というところもあります。

その辺の技術をどうやって取得していくか

というところなので、今回は外部のインフル

エンサーから知識を得て、その得た知識を広

報戦略委員会の中で展開していきたいという

気持ちも持っています。

そこら辺、成功事例とかをしっかりみんな

で共有しながら、自分たちで発信していける

ような雰囲気づくりというのもしっかりして

いくべきだというふうに考えています。

○議長（田中博晃君）３番 岡本君。

○３番（岡本喜好君）スライドをお願いしま

す。

これ参考資料です。各ＳＮＳの利用者数、

これ日本国内の利用者数ですから。こんなけ

のユーザーがいるということです。この人た

ちにどう発信していくかというのをこれから

考えていただきたいなと思います。

それぞれの適性というのは、企業理念とか

そういったことからどういうものに適性があ

るか、市内広報に適性があるのか市外とか国

外に発信するのに適性があるのか、これを考

えていただければなというふうに思います。

実際これが橋本市のフォロワー数を一覧表

にしたものです。ちょっと時間がないので飛

ばします。

先ほど岡潔先生の体験館の話を出したんで

すけど、橋本市の発信力というのはこれぐら

いです。８年間で3,800回、２か月で309回、

サマーボールでいうと９日で296回、これぐら

いの発信力なんです。

じゃ、そんなものかなと思うと、ほかの一

般の方が発信されているものを検索すると、

４週間で116万回視聴、１か月で5.1万回、９

か月で55万回、１年間で259万回とかあります

ね。325万回。これぐらいの発信力のある、岡

潔先生というのは価値のある方なんです。そ

のことをよく分かった上で今後運用してもら

わないと、もったいないんです。もう言いた

いのはそれだけです。

で、これからです。橋本市だけじゃなくて、

これを発信していくのが市民参画じゃないか

なと思っているんです。今、市長と議長と私

のフォロワー数を出させていただいたんです

けども、一個人でこうやって1,000人ぐらいの

人のフォロワーってやっぱりあるんですよね。

これを橋本市６万人の方が、みんな自分のそ

れぞれで橋本市の魅力を発信してもらったら、

すごいパワーになるはずなんです。

こういう動きを市民協働参画と位置づけて、

フォロワー数にしてもいいし視聴数にしても

いいんですけど、今後こういう市民協働参画

という観点からこの魅力発信を考えていただ

ければなというふうに思います。

２問目、終わります。

○議長（田中博晃君）次に、質問項目３、国

民健康保険税滞納解消への取組みに対する答

弁を求めます。

健康福祉部長。

〔健康福祉部長（犬伏秀樹君）登壇〕

○健康福祉部長（犬伏秀樹君）国民健康保険

税滞納解消への取組みについてお答えします。

国民健康保険税の滞納者の状況ですが、令

和６年度末時点で、過年度の滞納者も含め全

体人数で863人、滞納額１億3,557万8,010円、

うち令和６年度課税分の滞納者数は551人、滞

納額4,070万4,452円となっています。
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次に、保険利用の実績についてですが、国

民健康保険税の支払い状況と連動した管理は

行っていないため、滞納者のみの利用実績の

把握は困難ですが、特段の理由なく１年以上

納付の意思を示されない滞納者については、

窓口負担が10割負担となる特別療養費の支給

対象者としています。

医療費を医療機関の窓口で支払った後にご

本人から申請を頂くことで、通常医療費の７

割となる保険者負担分を返還することになり

ますが、滞納者に関しては返還金を税に充当

する措置を取っています。

次に、滞納解消のための取組みについてで

すが、滞納者には督促状や催告書など文書に

より納付を促し、それでもなお自主的な納付

がない場合、法令に基づき預貯金や給与など

の差押えを行い、滞納税額を強制的に徴収し

ます。

令和６年度における国民健康保険税の差押

え実績は、件数が256件、強制的に徴収した金

額が1,843万8,796円となっています。また、

高額な滞納者に対しては、和歌山地方税回収

機構と協力し、滞納整理の強化に取り組んで

います。

○議長（田中博晃君）３番 岡本君、再質問

ありますか。

３番 岡本君。

○３番（岡本喜好君）ありがとうございます。

国民健康保険の加入者世帯数、加入者数と

滞納世帯数、滞納者数、これを教えてくださ

い。

○議長（田中博晃君）健康福祉部長。

○健康福祉部長（犬伏秀樹君）本市国民健康

保険の加入者については、令和７年３月末現

在で8,060世帯、１万2,252人となっておりま

す。滞納者世帯数についてですけれども、既

に国民健康保険を脱退された方も含みますけ

れども、863世帯というふうになっております。

なお、人数についてですが、国民健康保険

税は世帯主への課税というふうになっており

ますので、世帯数と同じく863人というふうに

なります。

以上です。

○議長（田中博晃君）３番 岡本君。

○３番（岡本喜好君）市民の疑問に答えると

いうような意味なんですけど、滞納している

人というのは、高額療養費制度というのは利

用の適用ができるんでしょうか。

○議長（田中博晃君）健康福祉部長。

○健康福祉部長（犬伏秀樹君）ご利用いただ

けます。ただ、本人へ還付する医療費が発生

した場合は、基本的に滞納分のほうに充当い

たします。

以上です。

○議長（田中博晃君）３番 岡本君。

○３番（岡本喜好君）滞納者のうち特別療養

費の支給対象となっている世帯、何世帯、何

人おられますでしょうか。

○議長（田中博晃君）健康福祉部長。

○健康福祉部長（犬伏秀樹君）現在のところ

48世帯、61名というふうになっています。

○議長（田中博晃君）３番 岡本君。

○３番（岡本喜好君）ありがとうございます。

ということは、扶養というか同じ世帯に入

っておられる方があるということですので、

お伺いしますが、この世帯の中で児童がいる

場合というのはどのような措置になるでしょ

うか。

○議長（田中博晃君）健康福祉部長。

○健康福祉部長（犬伏秀樹君）高校生以下の

年齢の児童につきましては、特別療養費の支

給世帯であったとしても通常の負担割合で医

療のほうを受診いただけることになっており

ます。

以上です。

○議長（田中博晃君）３番 岡本君。
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○３番（岡本喜好君）では、次の質問に行き

ます。

市内の在住の外国人の方、昨年度530人程度

だったかな、現在656人と20％近く増えており

ます。今後も増えることが予想されます。

厚生労働省のデータで、日本人の加入者の

納付率が93％に対して、世帯主が外国人に限

った納付率、これ150市町村の平均で63％とい

うデータがございます。橋本市の日本国籍の

市民の滞納者の比率と外国籍の市民の滞納者

の比率について伺います。

○議長（田中博晃君）健康福祉部長。

○健康福祉部長（犬伏秀樹君）本市の令和６

年度課税分、こちらにおける滞納者の世帯の

比率ということでお答えのほうをさせていた

だきます。

まず、日本国籍の世帯につきましては、国

保加入世帯7,957世帯のうち滞納者の世帯が

528世帯、滞納者世帯の割合というのは約

6.6％というふうになっております。

一方、外国籍の世帯につきましては、国保

加入世帯103世帯のうち滞納者世帯が11世帯、

滞納者世帯の割合というのは約10.6％という

ふうになっております。

ただ、外国籍の世帯につきましては、令和

４年度、令和５年度課税分については滞納の

ほうはございません。令和６年度課税につき

ましても、これから滞納整理を行っていくこ

とで滞納のほうは解消されていくというふう

に考えております。

以上です。

○議長（田中博晃君）３番 岡本君。

○３番（岡本喜好君）ありがとうございます。

橋本市の方は令和４年度、５年度、皆さん納

税していただいているということで、ありが

とうございます。

私、実際このデータを見てどういう感情を

持ったかというと、これは一市民としてです

よ、65％の人しか払ってないということだけ

の情報だと、まちで外国人の方を見ると、い

や、この人払ってんやろかとか何かそういう

目で見てしまうんです、変な話。

だから、僕ちょっと調べていただいたら、

逆に橋本市の方は皆さん払っていただいてい

るということを逆に聞いて、ああ、橋本市の

外国の方は日本のちゃんと制度を理解してな

じんでいただいて生活していただいているん

だなと思って、すごく安心しました。

やっぱりこういう数字というのが、今後の

外国人、これから増えていって共生していか

なくてはいけない社会の中で、基盤となると

いうか土台となるか、住民間の分断を生じさ

せないような一つの大きな要因ともなると思

いますので、力を入れていただきたいなと思

います。

先日、厚生労働省に研修に行ったときに、

これから、今、技能実習制度ってあると思う

んですけども、それが40万人で、特別技能実

習制度が20万人かな、今、受け入れています。

それが育成就労制度になると82万人に枠が増

えていくと。ますますこれから外国人が増え

てくるよという中で、当然いろんな国籍の方

が入ってこられて、国籍というかいろんな言

語の方が入られてきますよね。

それに対応する要はパンフレットとか制度

の周知をするための準備ってありますかとい

うふうにすると、主要なものは準備していま

すというふうにするんですけど、来られる方

というのはどうしてもベトナムとかカンボジ

ア、タイとかバングラデシュとかそういう方

が、この前、指宿に行ったけど、ベトナム方

がすごい多いというふうに聞きました。

そんな中で、そういう方に対する周知のパ

ンフレットとかがなかったら、どうやって理

解してもらうんやろ、コミュニケーション不

足で知らんまま終わっちゃったとかそういう
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ことで未加入になったらちょっと申し訳ない

なと思って、外国籍の方への国民健康保険加

入への周知方法を教えてくださいということ

と、あと、何か国語、何語に対応して広報と

いうのができるでしょうか。

○議長（田中博晃君）健康福祉部長。

○健康福祉部長（犬伏秀樹君）外国籍の方へ

の制度案内の機会といたしましては、外国籍

の方が本市市民課のほうに転入届に来られま

して、住民登録を行った後、その流れで国民

健康保険の加入手続きということで保険年金

課の担当窓口に案内されるという流れになり

ます。

担当は日本の国保制度になじみのない外国

人の方にご理解いただけるよう、できるだけ

簡単な言葉で、分かりやすく表現しながら制

度のほうを説明するように心がけております。

また、通訳などの関係者が同行していただい

ているケースも多く、その方を介して制度を

伝えていただく場合というのもございます。

制度の説明に用いるパンフレットについて

でございますけれども、現在、外国語版のパ

ンフレットといたしましては、和歌山県が作

成している英語、中国語、韓国語の３か国語

のパンフレットしか現在対応のほうができて

ございません。

ただ、外国籍の方が今後増えるというのが

予想される中、ただ、一方で他の外国語版に

ついても市が単独でパンフレットのほうを準

備していくというのはなかなか難しいことで

ございますので、今後、県や国に対して作成

のほうを要望していきたいなというふうに考

えております。

以上です。

○議長（田中博晃君）３番 岡本君。

○３番（岡本喜好君）予想される社会を見越

してしっかり準備をしていくというのが非常

に重要なことでございますので、適宜しっか

り準備していただきたいなというふうに思い

ます。

ありがとうざいました。質問を終わります。

○議長（田中博晃君）３番 岡本君の一般質

問は終わりました。

この際、10時40分まで休憩いたします。

（午前10時27分 休憩）

（午前10時40分 再開）

○議長（田中博晃君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。

日程に従い、一般質問を行います。

順番２、７番 岡君。

〔７番（岡 弘悟君）登壇〕

○７番（岡 弘悟君）皆さん、こんにちは。

今回は大題２題です。

最初ちょっと、これ余談なんですけど、２

番目の質問にも日本人の感覚というか価値観

とか書いてあるんですけど、我々日本人、日

本食で海外の方から見て思い浮かぶものって、

日本人的に考えたら、一般的に考えたらおす

しとか、最近は焼肉とか、あとすき焼きとか、

昔からそういった感じでよく僕らも耳にして

いたんですけど、最近、本当に外国人のイン

バウンドの方が来られたら、もう中身が全然

変わってきているんです。

もちろんおすしとかすき焼きはもちろん入

っているんですけども、皆さん知っています

か。2022年の海外のとある有名なグルメの検

索エンジンかな、の中で、日本のカレーが世

界一になったんです。

日本人って言うたら、何かカレーと言うた

らインドのもの、それを日本風にアレンジし

ているんですけど、海外の方から見たらもう

日本のカレーとして別に独立しているものな

んですよね。

もちろん、ユーチューブとかをよく見られ

る方やったら、外国人の方はよく、固有名詞
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は出さないですけど、橋本市にもある、ある

チェーン店のカレー屋さん、しょっちゅう行

ってはりますよね。先ほどＳＮＳはお話もあ

りましたけど、ＳＮＳで拡散して、みんなが

行っておいしいと。日本のカレーを食べ歩き

する外国の方だとか。

だから、我々日本人が思っているのと海外

から見る日本というのは全く違っていて、そ

ういう価値観を理解しないと、これから日本

という国自体も外に、世界に出ていく中では、

その価値観を理解しないと世界に出ていって

も失敗するということがあるので。

今、インバウンドの方がたくさん来て、い

ろんな日本を見てくれています。その見方と

いうのを勉強して、学んで、海外にその考え

を持っていくというのはすごい大事やと思い

ます。

だから、日本人が持っていない気づきと言

うのかな、日本にとってそれが当たり前なん

やけども、海外にとっては、いや、それはす

ごく珍しくて、すごくすばらしいことやとい

うことが、今、多く、今の日本人にも気づか

されている。だから、すごくいい効果やと思

うんです。

逆に、日本にとってこういうところがやっ

ぱり外国の方が見て、いや、ちょっと理解で

きないよという部分もあるんですけど、僕そ

の部分というのはやはり、逆に日本固有のも

ので日本人にしか理解できないものであると

僕は思うんです。でも、それは大事にしてい

かなければいけないと思うんです、逆に。悪

いところは直していったらいいんですけども。

海外の人が見ていいものとか悪いものとい

うのを、それで決めつけるのではなくて、や

はり日本にとってそれがいいものか悪いもの

かというのは我々日本人が決めていく、そう

いう姿勢もこれからは大事になってくると思

います。余談でしたけども。

今回、大題二点です。

まず、一つ目は、ハラスメントの定義とは

です。

本市では積極的にハラスメント撲滅のため

に様々な試みを行っている。しかしながら、

ハラスメントそのものの定義を明確に示し、

その定義を理解した上で行うべき試みであっ

て、曖昧に「ハラスメントはありますか」と

聞いても、「ある」「ない」で答えた双方には、

理解度や感じ方の違いによって、同じ案件で

も答えが変わる。

このような場合どのようにも判断ができ、

本当にハラスメントが行われているのかを明

確にはできない。

もちろん、行政はその教育をしっかりと行

っていると思っているが、どうにも腑に落ち

ないため、ハラスメントの理解やハラスメン

トと認定され得る行為、その定義について、

行政が行っているハラスメント防止の施策全

般について問う。

二つ目です。世界の飲み水を考えれば答え

は見える。

日本は水が豊かな国であり、ふだんから川

や池を見て育ち、都会でも噴水や大小様々な

河川を見ることができる。日本人にとっては

当たり前の風景であるが、諸外国の方々には

また違ったように見える。

このような環境で育った我々は、水の重要

性は理解しているが、その価値はほとんど理

解していないのではないか。

現在80億の人口も2050年には90億に達し、

生活水の需要は20％から30％増えると言われ

ている。地球全体の水で淡水は僅か2.5％、そ

の中で我々人類が飲み水としてすぐに利用で

きるのは0.01％と言われている。

我々が当たり前に見ている水は世界的には

非常に価値があり、その水質は軟水で飲みや

すく、硬水が多い諸外国とは違う性質を持つ
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ものであり、しかも軟水は飲みやすいとされ

る。この硬水と軟水の違いを知らないという

人が多い日本は、水の重要性は理解している

が、価値は理解していない。

今後、我が橋本市でも水ビジネスについて

考えるときであり、世界的に見た水の価値を

考えれば、世界が水を求める動きは活発にな

ると予想できる。

前にも発信したが、どうも橋本市は木を見

て森を見ず、落ちるナイフはつかまないとい

った施策が多く、民間的発想に欠けていると

思われる。この質問は未来のビジョンとして

今から動くべきではないかと思い、質問いた

します。明確な答弁よろしくお願いいたしま

す。

○議長（田中博晃君）７番 岡君の質問項目

１、ハラスメントの定義とはに対する答弁を

求めます。

総合政策部長。

〔総合政策部長（井上稔章君）登壇〕

○総合政策部長（井上稔章君）ハラスメント

の定義とはについてお答えします。

本市では「ハラスメントをなくするために

職員等が認識すべき事項についての指針」を

策定しており、その指針により、パワーハラ

スメント、セクシュアルハラスメント、妊娠、

出産、育児または介護に関するハラスメント

について、それぞれ職員が認識すべき基本的

な心構えやハラスメントになり得る言動の例

などを定め、職員に周知しています。

また、全職員に対して、職員のハラスメン

トに対する知識の習得や意識の向上を目的と

したハラスメント防止研修を毎年度実施して

います。本年度は人事院や厚生労働省などの

動画を活用して研修を実施しており、繁忙時

における威圧的言動がパワーハラスメントに

エスカレートした事例や部下から上司へのパ

ワーハラスメントの事例などを基に、どのよ

うな言動がハラスメントとなり得るのか理解

を深めるための内容となっています。

また、各部長、所属長を対象とした所属長

研修においても、身体的な攻撃のほか、人格

を否定するような発言や長時間にわたる執拗

な叱責、他の職員の前で恥をかかせるような

言動など、具体的にハラスメントとなり得る

言動や、所属職員から相談があった場合の対

応方法など、職場におけるハラスメントの予

防かつ迅速な対応についての重要性について

理解を促進しています。

職場のハラスメントをなくしていくために

は職員一人ひとりがハラスメントを正しく認

識することが重要と考えており、今後も職員

がハラスメントについての事例などを学べる

機会を提供し、ハラスメントに対する知識や

意識を持続できるよう、ハラスメント研修を

繰り返し実施していきます。

○議長（田中博晃君）７番 岡君、再質問あ

りますか。

７番 岡君。

○７番（岡 弘悟君）答弁ありがとうござい

ます。

研修されているというのは前から知ってい

るのであれなんですけども、ハラスメントに

関する今回の質問で一番気になったのは、そ

の基準が曖昧さというのが一番気になるんで

す。

例えば、担当課の部長、課長級の方が部下

に対して何か、仕事のミスでもいいです、に

対して指導を行ったという場合に、部下から

とったらそれはハラスメントやという場合が

あるじゃないですか。でも、上司というのは

立場上、仕事のミス、もしくはそれについて、

もちろん指導という名で大きな声を出したり

するのはまた別ですよ、指導はしていかなけ

ればいけない、次にミスがないように。

その中で、受け手と言い手の違いというの
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を明確にしておかないと、上に立つ立場の方

は非常に仕事がやりにくくなりませんか。で

すよね。指導できないですよね。

ということは、ハラスメントというものを

突き詰めていくと、結局は何もできなくなっ

てしまうんじゃないかという心配があるわけ

です。明確な基準というか、ある程度の枠組

みはつくっておかないと、部下からハラスメ

ントやと言われて、いや違うよと言い合って

も、それはただの水かけ論になってしまうわ

けで。

その明確な基準というのを、やはり市がそ

れをちゃんと理解して、職員もちゃんと理解

しているんですかというところを聞きたかっ

たんです。研修を行ってちゃんと理解してい

ますというお答えだったんですけども、もう

一度、いま一度その部分についてお答えをお

願いできますか。

○議長（田中博晃君）総合政策部長。

○総合政策部長（井上稔章君）確かに議員お

っしゃられるように、指導であるのか、それ

ともハラスメントになるのかというのは、極

めてその基準が難しい問題だというふうには

認識しております。

例えば、受け手側が「指導してもらったん

だ」としっかり認識した上でそれを受け入れ

ているのであれば、それはハラスメントでは

ないという考え方もできるかとは思うんです

が、例えば、それを聞いていた周りが不快に

思うというようなことがあったとしても、そ

れはハラスメントになるというところでもあ

ります。

確かに、全職員がしっかりその状況を認識

した上でというのはなかなか難しいというふ

うには思っておるんですが、これ研修を何度

も繰り返すことでケースをしっかり学んで、

それに対して自分がハラスメントを行ってい

るのかそうじゃないのかというのを認識して

もらうというのを繰り返し行うしか今はない

と思っていますので、しっかりとした研修を

重ねていきたいというふうには考えておりま

す。

○議長（田中博晃君）７番 岡君。

○７番（岡 弘悟君）まあまあそのとおりな

んやけど、今回、市長がハラスメントの中の

一部であるパワハラ撲滅宣言をされましたよ

ね。新聞等の報道もありました。

○議長（田中博晃君）７番議員、カスハラで

す。

○７番（岡 弘悟君）カスハラですか、ごめ

んなさい。カスハラですね。

（「ハラスメント全体」と呼ぶ者あり）

○７番（岡 弘悟君）ハラスメント全体です

ね。その中でアンケートを取りましたよね。

僕そこで気になったのが、その基準なんです。

そのアンケートの中に、いや、これがパワハ

ラに、私はパワハラを受けましたとか、例え

ばほかのハラスメントを受けましたというア

ンケートの答えがあったときに、それが本当

にそうかどうかという基準がその方にあれば

いいですけど、ない場合はどこでそのアンケ

ートの基準を判断するのかというのが僕には

ちょっと理解できないんです。

先ほど質問いたしました明確な基準が皆さ

んに周知されているのであれば、集計を取っ

たときにある程度の数字は出てくると思うん

ですけども、その枠組みがぼやけたままでア

ンケートを取った場合、受け手と指導した側

との差異が大きければ大きいほどアンケート

って信憑性に欠けてくると思うんです。

だから、枠組みをしっかりしてアンケート

を行わなければいけないと思うんですけども、

実際その中身として、パワハラがあった、な

かったというようなアンケートの結果とかと

いうのはあったんですか。個別の話はいいで

す。あったか、なかったかだけ。
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○議長（田中博晃君）総合政策部長。

○総合政策部長（井上稔章君）今回取らせて

いただいたアンケートにつきましては、パワ

ハラを受けた、本人がパワハラを受けたと感

じたかどうか、やったと感じたかどうか。そ

れから周りの人がパワハラを受けたというの

を見たか、またはやっているのを見たかとい

うような設問になっております。

それは議員おっしゃられているように、あ

くまでもその受け手側、アンケートを書く側

の判断によるものというところになっておる

というのは十分認識はしております。その上

で、アンケートを取ったのは、職員があくま

でも働きやすい職場をつくりたい、そのため

には何をすればいいのかというのを考えるた

めのアンケートであります。

ですので、実際それがパワハラですとかカ

スハラ、セクハラであったかどうかというと

ころははっきりと分からないというのがお答

えになってしまうんですが、そういうふうに

感じたという職員がいてたというところは事

実としてございます。

以上です。

○議長（田中博晃君）７番 岡君。

○７番（岡 弘悟君）何か曖昧な答えになっ

てしまうんやけど、その曖昧さが僕は危険や

という話をしとるんです。じゃ、本当にハラ

スメントで悩んでいる方が行政の中で、アン

ケートを取られたのは行政の中なので、行政

の中でおられた場合、そのアンケートに答え

ても、そんな曖昧な基準の中の答えとして認

識されて、その後に、言うたら、集計を取り

ましたで終わってしまったら、書いた人は救

われるのかな。どうですか。

○議長（田中博晃君）総合政策部長。

○総合政策部長（井上稔章君）今回、ハラス

メント撲滅宣言を市長にしていただいたとい

うところの真意は、先ほども申し上げました

が、職員が働きやすい、市民の皆さまに行政

のサービスをしっかり提供できるような状況

をつくりたいと、これはカスハラも含めてな

んですけど、今までなかった内容になります。

そういう職場環境をつくりたいというところ

が目的となっています。

議員おっしゃられたように、何らかの思い

を込めてアンケートに回答してくれた職員が

いてるかもしれないんですけれども、そこは、

パワハラ、セクハラ、カスハラ、マタハラ、

いろんなハラスメントがあるんですが、同様

のアンケートをまた定期的に取らせてもらう

ことで、そう感じる職員がどんどん少なくな

っていくというようなのを追いかけていきた

いなというふうには感じています。

さらに、撲滅宣言をやるきっかけになった

のが規程の変更というのもございます。対象

を職員同士のハラスメントに関する規程はあ

ったんですが、カスハラですとか、それから

特別職、それから議員に対する、もしくは、

からのハラスメントというところの規程は規

程の中にはなかったものですから、それらの

案件に対しても相談できる窓口をつくるとい

うような取組みもしました。

さらに、基本的には本市の職員課、人事担

当部署での相談というふうに限定されておっ

たんですが、より相談しやすい状況をつくる

ということで、各セクションの部長に対して

も相談が可能、さらに、部をまたがった部長

に対しても相談しやすい部長に相談すること

ができるよというような制度にも変えて、相

談窓口を広げるような取組みもいたしました。

これらをすることによって、職員がより相

談しやすい、働きやすい職場につながればと

いうことで、新たな規程に変更したところで

ございます。

これらがどんなふうに職員に対して響いて

くるのかというところもしっかり検証しない
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かんので、アンケートに関しては定期的に取

っていきたいというふうには考えております。

○議長（田中博晃君）７番 岡君。

○７番（岡 弘悟君）アンケートも相談も一

緒なんよ。悩んどるから相談もするし、悩ん

でいるからアンケートにも書くわけ。ただ、

そこで判断基準がないわけやん。

さっきアンケートを取っていったら減って

いく方向にと。いや、減っていく方向になる

ためには、その場その場であった案件をきっ

ちり精査して、きっちりなくしていかなあか

んわけ。アンケートを取ったからいうて減ら

ないし、相談を受けたからいうて減らない。

相談を受けたからどうしていくかという話に

なって。

もちろん、それはもちろん考えてくれてい

るとは思うんやけども、そこを責める気はな

いんやけど、ただ、今回のアンケートにした

って、取った限り、やはりある程度内容は精

査していくべきやと僕は思うんです。だって、

これからまたアンケート取っていくんでしょ

う。

そうしたら、アンケート取って、ただの統

計やったら書いてもしゃあないやんってなり

ませんか。ただの統計取りたいだけやったら。

それが解決につながる糸口の一つのものであ

るんであれば書きますよ。ただの統計取るだ

けやったら、ああ減ったな、増えたなという

だけの話であって、そのアンケートが生きて

こないじゃないですか。

だから、僕さっきから言うてるのは、基準

が曖昧になっている部分をはっきりさせてほ

しいというのは、今あるアンケートの中で、

じゃ、それが本当にそうなのかというのをは

っきりさせなあかんという話をしとるんです。

そうじゃないと、ハラスメント撲滅できます

か。

それはアンケートを取って、相談窓口もつ

くって、いや、それは手法であって、手法は

すごくいいと思う。研修もね。でも、本当に

中心にあるものというのか、一番闇に隠れて

いる部分というのを、やはり人間同士の関係

性もあるし、そういう部分というのを、その

アンケートだけとかその部分だけで、いや、

これはハラスメントだよ、そうだよとかいう

話じゃなくて、そういうのも全部ひもといて

いかんと、すごくなくならへんと思うんです。

僕もちょっと、自分、会社、ちょっと従業

員、何人かいてるんやけども、やっぱりそう

いう問題って何回か出てきました。でも、そ

れって、相談受けたらやっぱり動かんと。動

かんとなくならないんよね。

だから、このアンケートにしても、今の相

談窓口、研修、分かりますよ。それはもうそ

の入り口であって。じゃ、やりましたと。や

りましたの次が、ほなどうしていくんですか

という話を聞きたいんです。

だから、曖昧にアンケートの中で、じゃ、

ハラスメントはありましたという人は、例え

ば12％いてましたと。ほな、その12％のうち

本当にハラスメントかどうかって、どないし

て認定しているんですか。どないして認定し

ているんですか、お答えください。

○議長（田中博晃君）総合政策部長。

○総合政策部長（井上稔章君）その12％の認

定は、いたすつもりも、いたしてもおりませ

ん。それを減らすという取組みをしたいとい

うふうに申し上げております。

○議長（田中博晃君）７番 岡君。

○７番（岡 弘悟君）そうね。だから、僕も

減らすようにしてと言うてるんよね。同じ方

向は向いとるんよね。

僕は市長が言うたハラスメント撲滅宣言と

いうのをすごく、ああ、すごくええことやな

と思って後押ししとるんです。そうしたら部

長も後押ししてくれますよね。



－41－

じゃ、ちゃんと精査してよ。何でできへん

の。何で。やったらええやん。そうじゃない

と、パワハラかどうか分からないですやん。

パワハラかどうか分からないですよ、それ。

その数字が増える減ったというのは、例え

ば自分が研修を受けて、ああ、これはパワハ

ラじゃないんだなと理解して減るかもしれん

し、実際ほんまにパワハラが減ったのかもし

れんし。逆に増えた場合は、研修を受けて、

ああ、やっぱりあれはパワハラやったんやと

思うかもしれんし。

でも、それはただ単に数字の変動であって、

中身を変えていくという、そのど真ん中の道

というんかな、その道はやはり上に立つ者が

きっちりと精査していかなあかん違うんかな。

そこが抜けていると思うんやけど、どうでし

ょうか。

○議長（田中博晃君）総合政策部長。

○総合政策部長（井上稔章君）ハラスメント

をなくするという思いは議員と同じ方向を向

いております。

今回、無記名の記載のアンケートになって

おりまして、個人が特定できないような部分

もございます。当然、悩みの相談というよう

なところで、実際にそういう特定できるよう

なことが書いてあるような場合については、

我々のほうでできる範囲の中では当然フォロ

ーはしていきたいなとは思っております。

以上です。

○議長（田中博晃君）７番 岡君。

○７番（岡 弘悟君）じゃ、そのアンケート

の仕方も、公表しないんでしょう。我々議員

にも公表してくれないんですよね、個人情報

の保護の関連で。してくれるんですか。

○議長（田中博晃君）総合政策部長。

○総合政策部長（井上稔章君）アンケートの

主な内容については、今回の総務経済委員会

の中でご報告させていただく予定にはしてお

るんですが、細かい自由記載の内容等という

のは現在報告する予定はございません。

○議長（田中博晃君）７番 岡君。

○７番（岡 弘悟君）そこまでは求めません。

だから、本当は求めたいんやけど個人情報と

言うのであればそうやと思うし、書いたご本

人も公表されるのを望んでないこともありま

すので、それはもう公表しないということを

名目上でアンケート取られている以上、我々

も見せろとは言いませんけども、個別の案件。

特に、今、部長おっしゃった、そこなんで

す。個別のところで見せれない部分をちゃん

としてほしいと言うとるんです。ほかのアン

ケートでマルとかバツとかの話じゃなくて、

個別、本当に悩んでいる方って多分そこに書

きはるでしょう。そこをきっちりと精査して

もらいたいんです。

アンケートを取る意味って、僕そうやと思

うんです。こちらから用意した答えでイエス

かノーかではなくて、やはり、いや、自分は

こういうふうに受け取ったんやけども、これ

はパワハラじゃないのかな、そういうところ

で悩んでいるとか、日常の業務でこういうと

ころがパワハラじゃないのかなと悩んでいる

というところを書いている部分というのは、

やはりきっちりと精査していくべきやと思う

んですけども、それについては精査していっ

てもらえるんでしょうか。

○議長（田中博晃君）副市長。

○副市長（小原秀紀君）このたびのアンケー

トにつきまして、そういった個別記載で、我々

が見て、客観的に見て、それはハラスメント

に当たるというような内容については、事例

としてちゃんと精査いたしまして、そういう

中で悩んでいる職員がいるということが分か

ってきますので、それについては相談窓口で

すとかそういうところをきっちりアナウンス

して、解決に向けて取り組んでいきたいとい
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うふうに思っております。

○議長（田中博晃君）７番 岡君。

○７番（岡 弘悟君）その辺よろしくお願い

いたします。

できたら、こういう問題というのは第三者

機関までの話になってくるんですよね。行政

とは別の方と第三者機関。ただ、今は先に行

政が調べるべきやと思うんです。行政が判断

して、いや、これはもう明らかにパワハラや

と言うたら、行政で認定するわけにはいかん

でしょう。パワハラだけちゃいますよ、セク

ハラもそうです。ハラスメント全般について

行政が認定するのはおかしな形で、第三者機

関というのも必要になってくるんです。

いや、だから、結局ハラスメントとかを扱

う部分については公益情報になるのかな。公

益情報の場合は実名が必要やったりとか、そ

の辺の扱いとかも難しくなってくるので、そ

ういう部分についてはやはり第三者機関とい

うのが必要になってくる場合もあると思うん

です。場合ね。

僕はそれがないことを祈りますけど、なっ

た場合は、行政としてはそういった機関、第

三者機関を立ち上げるというお考えはあるん

でしょうか。

○議長（田中博晃君）副市長。

○副市長（小原秀紀君）そういったハラスメ

ントの重要性ですとか、そういうものを勘案

して、第三者委員会につきましてはやはり必

要やと思っておりますので、客観性を担保す

る、あるいは調査の透明性を確保するとか、

そういうところもありますので、そういう中

で第三者委員会の設置についても検討してい

きたいと思っております。

ただ、設置条例とかが多分必要になると思

いますので、また議会のご理解も頂かなあか

ん場合もありますので、またそこら辺につい

ては今後検討を進めていきたいというふうに

思っております。

○議長（田中博晃君）７番 岡君。

○７番（岡 弘悟君）ありがとうございます。

だいたい僕の言いたいことはもうこれぐら

いなんですけど、ただ、本当に気になるのは、

今回のアンケート、初めてのアンケートやっ

たと思うんですけど、今回、大規模な。本当

に悩んでいる方は、僕ちょっと内容を見てな

いので臆測では言えないんですけど、本当に

悩んで書いている方がもしおられたとすれば、

やはりそこは、どんな理由であろうとちゃん

と調べてほしい。本当に。だから、そこはお

願いしたい。

今、職員、新しく１年から５年未満の方で

したっけ、も来られているけど、やはり上が

「やるんや」と、よりよい職場環境をつくる

んやということをここでやっとかんと、みん

な、あと、「ああ」となりますよ。ほんまやで。

ここで見せておかんと、今こらえている若い

子たちも、「ああ」と。

僕ら、ここに議場に入ったときに、ああ、

それでええんやとなってしまう。だから、駄

目。やると決めたらやる。これは。だから、

それに関してはきっちりと精査して、そして、

本当に悩んでいる方がおるんやったら、それ

についても真剣に議論をしていただきたい。

これは要望ですけども、もちろんしていた

だけるというお答えをもろてますので、だか

ら、それについてはどうぞよろしくお願いい

たします。

一つ目の質問を終わります。

○議長（田中博晃君）次に、質問項目２、世

界の飲み水を考えれば答えは見えるに対する

答弁を求めます。

上下水道部長。

〔上下水道部長（堤 健君）登壇〕

○上下水道部長（堤 健君）世界の飲み水

を考えれば答えは見えるについてお答えしま
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す。

まず、水が豊かな環境で育った我々は水の

重要性を理解しているが、その価値はほとん

ど理解していないのではないかとのおただし

ですが、水は生きていく上で重要であるとい

う認識は誰もが持っているものの、水が豊か

な日本において水は当たり前にあるものと捉

えられてしまい、世界規模で見た際の水の経

済的価値、社会的価値についての理解が十分

でないように思います。

人間が生活していく上で欠かすことのでき

ない水ですが、世界では約４人に１人が安全

に管理された飲み水を使用することができな

いと言われており、世界的に見ても水は重要

な資源です。

議員おただしのとおり、欧米では主に硬水

となりますが、日本の水は河川から海までの

距離が近く海までの傾斜が大きいことから、

地層のミネラルをあまり吸収しない軟水にな

ります。この軟水の特徴はまろやかな口当た

りで軽く飲みやすいため常用水に適しており、

料理などにも使いやすいと言われています。

市では昨年度より、安全でおいしい水道水

をアピールするため、市民会館２階ベランダ

に横断幕を設置し、イベントで硬水・軟水・

水道水の利き水チャレンジの実施やユーチュ

ーブでＰＲ動画の公開を行うなど情報発信に

取り組んでいますが、今後さらに情報発信に

取り組み、水の重要性や価値を理解してもら

うようＰＲしていきたいと考えています。

次に、水ビジネスについてですが、大量に

水を使用する企業を誘致できれば、水道経営

の安定につながります。今後、人口減少によ

り配水量が減るため施設のダウンサイジング

を進めていますが、現状で取水権や施設能力

に余裕もあるため、企業誘致室と連携しつつ、

企業へのプロモーションを進めたいと考えま

す。

○議長（田中博晃君）７番 岡君、再質問あ

りますか。

７番 岡君。

○７番（岡 弘悟君）ありがとうございます。

これたしか、議長、前、以前によく似た質

問されていましたよね。ちょっとかぶってい

るのかなと思ったんやけど。

これ僕、前々からずっと考えとったことな

んですけど、それこそさっき前段で話しさせ

てもらったお話がちょっと続くんですけど、

例えばお酒ってあるじゃないですか。お酒っ

て、もちろんビールもワインも。味変わるの

って、もちろん水も影響するんやけど、ワイ

ンは水を入れないんやけど、ブドウ、お酒で

味変わるのって日本酒、独特に変わるでしょ

う。日本酒って地方によって味が変わるでし

ょう。あれ水が違うんですよね。

簡単に説明しているのは「美味しんぼ」で

杜氏の心ってあるでしょう。あれ見てもろた

ら分かるんやけど。ユーチューブで見てくだ

さい。

水が違うと日本酒の味ががらっと変わる。

だから、日本って軟水でいろんな独特の水が

あるんやけども、すごく商品価値が高いんで

す。でも、我々日本人は水道水を飲めてしま

った時代に、僕らもそうなんですけど、この

議場でおる方はほとんどそうかな、一番最初

にお茶を売り出したときにびっくりしません

でしたか。えっ、お茶買うかと。お茶をペッ

トボトルで買うというそのカルチャーショッ

ク、すさまじかったですよ。えっ、家で沸か

したらええやんと思いませんでしたか。

次に水。ペットボトルの水が出だした。び

っくりしませんでしたか。えっ、そんなん買

うかと思いませんでしたか。

いや、それが、ごめんなさい、僕買います

んよ。お酒を割るのにちょうどいいので。水

道水やとちょっと味がしちゃうんで、お酒を
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割る用に２リットルのペットボトルとかをピ

ュっと冷蔵庫で冷やしているんです。あと冷

たい水が飲みたいので冷やすんですけど。

買いますよね、普通に。もちろん買わない

という方もいらっしゃるとは思いますけど。

だから、もう価値観がどんどんどんどん変わ

ってきて、日本人自体も水に対する考え方っ

て変わってきとるんですよね。

でも、やっぱり水が身近にあるから、海外

にももちろん飲料水もあってペットボトルも

あるから、特に海外旅行に行かれた方はちょ

っと気づいている方はいらっしゃるのかどう

か分からないですけど、硬水で硬度が高いほ

ど飲みにくいんです。カルシウムとかいろん

なミネラルが多いほど。

いっとき女性にも人気あったコントレック

スなんて、むちゃくちゃ飲みにくいんですよ

ね。でも、ヨーロッパの方は慣れているので

飲むんやけども、日本は水質自体がほとんど

軟水、沖縄は硬水なんですけど、ほぼ軟水で

非常に飲みやすい。

実は海外でも人気あるんです。非常に高い

んです、軟水は。軟水は高いんです。もちろ

ん輸入しているというのも、距離もあるし。

ヨーロッパとか欧米系は硬水が多いんです。

アジアは軟水が多いというか、特に日本は多

いんやけども。

そこで僕が一番気になったのは、30年後に

は人口が増えて、水に対して枯渇してくる、

飲み水が。気候変動も考えられる。もちろん

豪雨も降るからという意見もあったんやけど、

豪雨はあまり水の需要に対しては逆なんです。

洪水を引き起こしてしまうので、貯蓄とかい

う貯水とかいうのにあまり適していないんで

すけども、また、干ばつが起こったりとか。

その中で日本の水というものを考えた場合、

やはりビジネスチャンスになってくる。それ

は本市だけじゃなくて、多分、全国的に考え

るべきことやと思っているんです。それが当

たり前になってくる時代が来ると思うんです。

特にアジア圏の発展。欧米諸国といえばも

うほぼほぼ有名なところで水が取れますので、

スイスも取れますし、だから、そういったと

ころに何も参入しなくても、アジア圏のこれ

からの発展を考えたら日本は何ぼでもビジネ

スチャンスがあるんです。

特にインド、ベトナム。それに関しては、

その地域に関してはまだまだビジネスチャン

スがあって、恐らく企業自体も考えていると

思うんです。

そういった中で本市が本市の水を活用して

もらって。紀の川の水ですけど、県でもいい

です、本市だけじゃなくてもいい。紀の川の

水を活用して、そういったもので県政だとか

市政を潤していくという考えを今から持って

おかなければいけないと思うんです。

そういった考えの下に今後その水のビジネ

スを展開していこうと思えば、市でやるんじ

ゃなくて、大きなメーカーがどのような考え

を持っているか、そして今後どのような戦略

ビジョンを持っているかというのを、やはり

考えて突き詰めていかないと、先手を打たな

いと、営業をかけれないんです。待っていて

も来ない。

だから、そういった戦略ビジョンを立てて

いくという方法をこれからちょっと、時間を

かけていいので考えてほしいんですけども、

その点はいかがでしょうか。

○議長（田中博晃君）上下水道部長。

○上下水道部長（堤 健君）水についての

ビジネスをいかに展開していくかというおた

だしやと思うんですけども、今現在において

はなかなか、今、岡議員おっしゃったような

展開をしていくというのは難しいことではあ

るかとは思うんです。

ただ、先ほどお話のあった、日本のお茶と
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言われるものがペットボトルで、そんなもの

が、売れるようなものが、今は売れとるとい

うところから考えると、いわゆる日本のこの

水というものが非常に先で価値のあるものに

つながる可能性というのは非常に高いのかな

というふうにも考えられます。

うちのちょっとアピールにもなるんですけ

ども、全国的には水道水の安全を脅かしたＰ

ＦＯＡとかＰＦＯＳという問題も、橋本市の

水では非常に安全性も確保されておりますし、

市内外問わずして、蛇口から、もしくはペッ

トボトルでボトリングした水なんかを飲みや

すい、おいしいと。

市内の人、市外の人を問わず橋本市の水は

おいしいという話が言われている中で、これ

が、一つはシビックプライドの醸成にもつな

がったらええなというふうな思いもあります

し、今後も蛇口をひねれば出てくる安全でお

いしい水道水を安定して市民の皆さんに提供

できるように努めるとともに、チャンスがあ

れば、今余っている取水権を利用して、企業

へのプロモーションを進めたいというふうに

考えております。

○議長（田中博晃君）７番 岡君。

○７番（岡 弘悟君）本当に、価値観にこだ

わってしまうと、民間は価値観にこだわらな

いから成功するんですよね。もちろん失敗も

する。それはもちろんマーケティングもして

いるし。

価値観にこだわって、あ、それは違うよと。

さっきのカレーの話もそうです。日本のもの

やって日本人は思ってないですよね。カレー

はインドのものやと。もちろん、今、最近は

家庭のものになりましたけど、でも、発祥は

インドやなという。インド料理とは思ってな

いけど。

その辺も考えたら、価値観はどんどんどん

どん変わっていっている世の中で、そんなも

のは、絶対そんなん売れへんでとか、それは

そんなことならないよというのは、もう正直

な話、通用しない世の中になってきています。

何がどう転ぶか分からない中で、やはり橋

本市で豊富に使える資源は水ですよね。全国

的に見てもそういう市町村はたくさんあるの

で、さっきも言いましたけど、落ちるナイフ

はつかんどかなあかんのです。危険を冒さな

いかん。これずっと僕の口癖やけど。それを

しないとチャンスは生まれないんです、絶対。

ということは、今の取水規模でいうたら多

分、大企業に聞かれたときに足らないと思う。

取水権は持っているけど処理能力自体は低い

ので。そうしたら、普通の民間でしたら投資

するんです。うちはこんだけしかないからや

めるじゃなくて、じゃ、能力を上げて、ペイ

できるかどうか計算して、投資するんです、

普通の民間企業は。

僕らもそう。小さな工場をやってるけど、

今もう建て替え時期になっているんですけど、

建て替えるのにすごいお金かかるけど、投資

するんです。ペイできるかどうか、もちろん

計算しないといけないけど、今の仕事量と将

来の仕事量と考えて、ペイできるかどうかを

考えたときに、これぐらいの規模の投資はし

ていこうというふうに判断するわけですよね。

それをしていかないと、ビジネスチャンスも

生まれないし。

僕は行政がビジネスビジネスという必要は

ないと思う。ただ、ここで言いたいのは、本

市はこれから人口が減って、水の使用量自体

も、実際、節水型に変わっていますよね。ト

イレも洗濯機も水を大切にと。もちろん大事

やから。資源やから。

でも、運営側からしたら、節水型というの

は水を使ってもらえないというデメリットも

あるわけで、使い手からいうたら、ガソリン

と一緒で、１リットルで20キロ走る車と５キ
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ロしか走らない車、どっちが経済的かという

話と一緒で、だから、どんどん節水型になっ

ている。

人口も減っている、節水型になっている、

水を使ってもらえない、でも、維持管理費は

上がっている。ということは、どこかで手を

打たないと、その事業自体が行き詰まりです

よね。

じゃ、行き詰まる前に、じゃ、どうしてい

くのかと考えなければいけないときにもう来

とるんです、正直な話。正直な話、来とるん

です。来ているからこそ、こういったところ

に目を広げていかないと生き残れないから、

今回、一般質問をさせてもらっている。

だから、危険を冒してでも。どっちにして

も先行き成り立たないです、正直。実際ね。

成り立ったらいいですよ。成り立つんやった

ら全然。

ただ、僕、このまま人口が減って、節水型

がどんどん進んで、ほんで、特に件数は増え

るけども人口は減っていくこの状態で、どう

いった形で水とか下水道事業を今後考えてい

かなければいけないかといったら、そういう

ところに目を向けていかないとなかなか難し

くなってくる。だから、この一般質問をさせ

てもらったんですけど。

できれば、ちょっと真剣に考えてほしい。

なんでかというと、そのときに僕この議場に

はもうおれへんかもしれんけど、10年後、15

年後、世界で水不足が深刻化して。そんなこ

とにならんほうがいいですよ。祈っとるわけ

ではないけど、最悪の結果、シナリオは考え

とかなあかんから。

なったとして、日本に水があって、世界か

ら水のある国の水というものを輸出してほし

いという形になるかもしれない。今まで見向

きもされなかったものが実は本当は必要やし、

実はもう西洋のヨーロッパ、アメリカ、欧米

では普通に水を買うのが主流になっている。

でも、アジアでも今後はそうなってきます

よ。特にインドは水質がやはりあまりよくな

いので、人口の割合に対して飲み水がすごく

よくないというのは、インド国内でも問題に

なっとるんです。

もちろんこれから上下水道、整備もされて

いくだろうし、50年後にはほんまに日本より

も近代国家になっていると僕は思うけど、た

だ、その間にやはり飲み水も、やはり選んで

くる。豊かになってくると人間、水とか、生

活レベルを上げていく中でやっぱり水って大

事やから、ペットボトルの飲料水が飲まれる

と思う。日本もそうやったから。

日本も豊かになるにつれ、ペットボトルを

飲み出した。水もおいしい水を求めて、家に

ウオーターサーバーを置くようになっている。

実際そうでしょう。水道水が飲めるんです

もん。世界で水道水が飲める国って、だいた

い言われているのが９から12か国です。言う

たら、だいたい10か国。10か国のうちの日本

で、ペットボトルの水を買うて、家にウオー

ターサーバーを置いてる人も多分おられると

思う。わざわざですよ。

何でか。豊かになったからです。よりよい

ものを求めるから。アジアもそうなりますよ。

中国はそうやったように。10年前に、15年前

に、日本人は中国に対して、まだ日本よりも

まだまだこれからやから、ＯＤＡとかいろん

な施策を応援していた。今、見てください。

もう抜かれてますやん。

でも、これからアジアの国、どんどんどん

どんそうなってきます。ということはビジネ

スチャンスなんです。もちろん、日本もこれ

からも頑張ってもらわなあかんけど。違う、

頑張ってもらわなあかん違う、自分らが頑張

らなあかんのやけど。

ということは、ビジネスチャンスはそこに
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あるので、これからのアジアに向けて、日本

の水をどのように売り込んでいくかとか、本

市としてどのような形でそれを利用できるか、

和歌山県としてそれをどのように利用できる

かというのは、ほんまに大事な話やと思う。

だから、その辺を含めて、県とも連携して

考えていっていただきたいと思うんですけれ

ども、いかがでしょうか。

○議長（田中博晃君）上下水道部長。

○上下水道部長（堤 健君）非常に、最近

見た中では、今、議員おっしゃったような話

もあろうかとは思うんですけども、いきなり

市の水道行政をそこに振っていくということ

はなかなか難しいことやとは考えています。

ただ、今、取水権もしっかり持っておる中

で、まずはこの水をいかに売っていくかとい

う中では広域化、例えばかつらぎ町とか九度

山町に水を売っていくというところも考えて

いかなあかんでしょうし、その先に見据えた

中で、その結果がいわゆる将来的な水ビジネ

スにつながる可能性もあるかとは思うんです

けども、まずは今ある取水権を基に、やれる

ことを一歩一歩進めていきたいというふうに

感じておるところでございます。

○議長（田中博晃君）７番 岡君。

○７番（岡 弘悟君）ありがとうございます。

もうこれで質問は終わりますけども、本当

に、若い市役所の職員たちが多分ここに来ら

れる頃には、さっきも言いましたけど、いや、

そんな問題出ているかもしれないですよ、ほ

んまに。

だから、やっぱり、やっていく一つの段階

の議論があったというだけでも、やはり次に

つながっているので、やはり議論をしていっ

てほしいし、実際ビジネスチャンスを逃さな

いためにも企業に対してもっとアンテナ張っ

てもろうたら、どんどんどんどん、実際ウオ

ーターサーバーの会社、至るところに工場を

持っとるじゃないですか、実際。

そこの水を使っているかどうかは別として

も工場を持っとるわけで、橋本市も絶対ビジ

ネスチャンスは出てくると思うので、その辺

のアンテナも広げて。

早急にとは言いません。ただ、岡議員こん

なこと言うとったなというのは頭のどこかで、

後ろで若い子も聞いてくれているので、頭の

隅に置いといてもろたら、いつかまた役に立

つと思いますので、それでよろしくお願いい

たします。

以上で質問を終わります。

○議長（田中博晃君）７番 岡君の一般質問

は終わりました。

この際、11時35分まで休憩いたします。

（午前11時31分 休憩）

（午前11時36分 再開）

○副議長（南出昌彦君）休憩前に引き続き、

会議を開きます。

日程に従い、一般質問を行います。

順番３、８番 田中君。

〔８番（田中博晃君）登壇〕

○８番（田中博晃君）皆さま、こんにちは。

またよくなる昼またぎになってしまいまし

たが、少しお付き合いのほど、よろしくお願

いいたします。

今回は２項目挙げさせていただきました。

まず一つ目、地場産業の現状と課題共有。

企業誘致により誘致企業の求人を本市ホー

ムページや学校関係へ情報発信することで、

少しずつではあるが、市内で就職を希望する

人が増えている。また、誘致企業は給与面で

も近隣企業に比べ高い競争力を持っており、

今後操業を開始する企業には就職希望者が増

えると推測される。企業誘致を始めた頃、企

業に対し、「橋本市は給料が安い」と自虐的に

ＰＲし企業を集めていたのがうそのようであ
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る。

反面、今日まで橋本市の礎を築いてきた企

業や会社、特に地場産業は、給与面等での競

争力が弱く、求人を出しても集まる人材が少

なく、結果、外国にその労働力を求めるよう

になってきている。

また、外国から実習生が来てくれる企業は

まだましなほうで、私の代で畳むといった地

場産業を営む会社もある。子どもや身内が会

社の後を継ぐことが地域にとって最大の求人

対策だが、先行き不透明な時代となり、子ど

もたちに対し「跡を」と簡単には言えないと

も聞いている。

そこで、これからの問題点を本市はどのよ

うに考えているのか、課題として認識してい

るのかについて、その考え方と今後の対策を

問う。

２項目め。ＤＡＯの活用による経済活性化

について。

本市は国内では７例目、和歌山県内では２

例目となる地域おこし協力隊とＤＡＯの組合

せによる経済活性化の取組みを開始する。

デジタル化への挑戦、ＳＮＳを活用した関

係人口の創出やコアなファンをつくるなど、

私が以前から一般質問や行政視察を通じ、関

係部局に幾度も提案してきた内容であり、今

回の連携がそれらのスタートになることは素

直にうれしく、今後の自治体間競争で一方先

んじることができる可能性や、ふるさと納税

の商品開発、新しい返礼品開発にもつながる

と確信している。

そこで、関係人口や交流人口の創出とイノ

ベーティブな地域課題の解決を見据えた本市

の考え方、地域おこし協力隊に求めるもの、

また、それを活用した経済活性化について、

より具体的に示されたい。

以上、壇上からの答弁を終わります。明確

な答弁よろしくお願いいたします。

○副議長（南出昌彦君）８番 田中君の質問

項目１、地場産業の現状と課題共有に対する

答弁を求めます。

経済推進部長。

〔経済推進部長（三浦康広君）登壇〕

○経済推進部長（三浦康広君）地場産業の現

状と課題共有についてお答えします。

近年、市内企業からは求人を出しても人が

集まらないという相談が市役所にも寄せられ

ています。特に本市においては、あやの台北

部用地への企業誘致を進める中で、地元の既

存企業にとってはさらに厳しい状況にあると

推測しています。

本市に限らず、少子高齢化による労働力人

口の減少が進む中、2040年には日本全体で

1,100万人の労働力が不足するというシミュ

レーションが出されており、このままでは社

会の機能を維持していくことが困難となる危

機感も抱いています。

このような状況の中で、地元企業の人材確

保に向けて行政としてどのような支援ができ

るのか、地元企業がどのような取組みをして、

どのような課題があり、何を求めているのか、

まずは地元企業に対して聞き取りやアンケー

ト調査を実施する必要があると考えており、

同時に求職者に対しても、どのような希望を

持っているのか調査する必要があると考えて

います。

また、令和９年から導入される予定となっ

ている育成就労制度に備え、本年度、外国人

人材の受入れを支援する機関から情報を収集

するとともに、市内企業に対して、外国人人

材受入れのニーズ調査を実施することとして

います。

ただし、外国人人材の受入れに関しては、

外国人就労者と住民との文化の違いによる課

題も見込まれることから、各機関との連携を

取りながら慎重に進めたいと考えます。
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○副議長（南出昌彦君）８番 田中君、再質

問ありますか。

８番 田中君。

○８番（田中博晃君）答弁ありがとうござい

ます。今、部長の答弁を聞いていたら、一定

同じような課題共有はできているのかなとい

うふうに感じます。

ただ、やはり私たち、多分、議員皆さんそ

うやし市の職員皆さんそうやと思うんですけ

れども、やはり地元の企業から人が集まれへ

んのやというのは相当来てるんちゃうんかな

と。仕事があるのに人が集まらない、これが

今の橋本市、橋本市だけちゃうか、もしかし

たら地方と言われているところ全体の現状か

もしれないと思っております。

また、市内企業、特に誘致企業、企業誘致

のところなんかでも、例えば、初年度という

のかな、操業して初年度は採用枠が大きいの

で一定の人数は集まってくるんですけれども、

次年度以降といいましょうか、その後という

のはどうしても欠員のみの募集になってしま

ってというところがあります。

でも、この地域で、例えば高校生、仮に高

校生やとしたら、橋本市で働くよりも大阪で

働いたほうが給料ええんちゃうんかな、もし

かしたら奈良へ行ったほうがええんちゃうん

かなと、通勤時間とかは別にして。そういっ

た目で見えてきて、どうしても地元を見ても

らいにくいのが現状だと思っております。

先ほど答弁で部長のほうから、地元企業に

対して聞き取りやアンケート調査を実施する

必要があると考えているということなんやけ

ど、いや、もう考えらんとやってよというの

が正直なところで、やはりもう皆さん気にな

って気になって、でも、自分が親方１人でや

っている、家族だけでやっていて、なかなか

表出ていけない、自分から人を探しに行けな

いという現状もある中で、やはりこういった

アンケートというのはまず本当に大切やと思

うんですけれども、これはもうやっていただ

けるんですよね。いかがですか。

○副議長（南出昌彦君）経済推進部長。

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。

議員おっしゃるとおり、市内企業から、か

なりやっぱり雇用については困ってるんやと

いう声を、最近やっぱり切に願っているとい

うところが多いです。

役所としましても雇用対策については、こ

れまでやっぱりハローワークと県と連携しな

がらという答えが多かったので、ちょっとや

っぱり今年というか、この辺についてはしっ

かり取り組まなあかんなという、もっと、本

年度からちょっと後ればせながらなんですけ

ど、取り組むこととしております。

そんな中で、企業個々の状況は聞いておる

んですが、全体としての思いというところ、

やっぱり整理できてないところがございます

ので、アンケート調査、壇上でも述べさせて

もろたとおり、アンケート調査につきまして

はもう本年度準備をして、来年度できるよう

な形で本格実施していきたいというふうに考

えております。

以上です。

○副議長（南出昌彦君）８番 田中君。

○８番（田中博晃君）よろしくお願いいたし

ます。まあまあ、お金もかかることやし予算

要求もしていかなならんかもしれないので、

できるだけ早くやっていただいて、まず現状

を市としても理解していっとかんと、例えば

もう、僕は高野口で織屋出身ですけど、やは

り地場産業、繊維というのがあるんやけれど

も、実情はかなり人が集まらなくて厳しいと

いうことがありますので、できるだけ早い段

階で、まずは調査していただくことを希望い

たします。
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もう一個なんですけれども、答弁の中で、

求職者に対しても希望調査する必要があると

いうことでした。求職者が何を求めていると

いうのはすごい大切なことやし、仕事に対す

る希望であったり職に対する解像度、どうい

う仕事を求めているかというのは必要なんで

すけれども、不特定多数に実際できるのかな

という懸念だけはあります。

まずは高校とかという答えになるかもしれ

ないんですけれども、その辺りも、どんな調

査を考えていっているのか、もし今の段階で

具体的に案があればお示しいただきたい。

○副議長（南出昌彦君）経済推進部長。

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。

社会的動態を見ておりますと、やはり高校

を卒業して就職なり進学するときに、やっぱ

り橋本市を出て行かれる方、それをきっかけ

に、よそというか他市のほうで就職されると

いうところがやっぱり多いと考えられます。

このことから、まずは市内の学校なりを中

心に学生などのアンケートや聞き取りなりを

しつつ、本年度予算化しているんですけども、

橋本市で働いている人を紹介する冊子を作ろ

うと、冊子というか電子データでなんですけ

ど、作ろうと思っていますので、そういうの

を活用しながらしっかりとＰＲしようという

ふうに考えています。

あと、市内の18歳から20歳の方を中心に、

ある程度ピックアップしながら、今後アンケ

ート調査を実施するというふうにも考えてお

ります。

以上です。

○副議長（南出昌彦君）８番 田中君。

○８番（田中博晃君）よろしくお願いいたし

ます。

先ほど３番議員のＳＮＳのところの質問で

もあったんですけれども、この情報発信の大

切さ、ほんで、今、部長言われた、18歳世代

がどんどんどんどん市外へ出ていってしまっ

ている、この現状があります。

原因の一つに、まず学べるところが少ない、

働けるところが少ない。働けるところについ

ては、働けるのに知らないというのもあるか

と思いますので、やはりそこの情報発信、こ

れは３番議員が言われたＳＮＳと全く一緒で、

いかにターゲットを絞り込んで、そのはまる

ところに情報発信をしていくかというのをや

っていかんと、関係ないとこで情報発信やっ

ても誰も見てくれへんので、その辺りはほん

まに練り込んで練り込んでやっていただける

ようお願い申し上げます。

また、海外人材についても、市内でも複数

の企業がやっています。私も今回この質問を

するにあたって、市内でも、また市外でも、

実際に海外の方を雇っている企業にもお話を

伺ってきました。

そうしたら、仕事内容にはよるんですけれ

ども、相当な戦力になるところもあると。た

だ、これは日本人特有なのかな、ニュアンス

的な部分で伝える、僕らもそうなんですけれ

ども、相手が分かってくれているであろうと

いうところから伝えていく部分においては、

どうしても文化の違いがあって伝わりにくい

ところがあると。

また、これもさっきの３番議員の話でもあ

ったんやけど、やはり言葉の壁。実際この辺

に来ている方のほとんどは東南アジア系が多

いのかなというのがあって、そこに対応して

いない。それは市の発信、広報物だってもそ

うやし、例えば、うちの近所でも一時期もめ

たのが、ごみ出しの方法です。

どうしても文化の違いで、よその国やった

らまとめて放ってもええんやでというのがあ

ったとしても、例えば橋本市やったら、瓶、

缶は分けようねと。でも、貼り紙してあって
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も、それは実は日本語とかでしか書いてなく

て伝わらない。今はやり出してくれましたけ

れども、そういうのがあります。

実際に今、橋本市として外国人労働者を受

け入れている企業に対して、いいところ悪い

ところの調査というのかな、こういうところ

はええけれども、こういうところはやっぱり

懸念点があるとかという調査はされているの

かな。もし調査されているんやったら、分か

る範囲で、出せる範囲でそこを答弁いただき

たいんですけれども、いかがでしょうか。

○副議長（南出昌彦君）経済推進部長。

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。

現在のところ、織物業を中心に外国人人材

が働いているというところはつかんでおるん

ですが、企業のそこの情報というのを聞き取

った上で整理しているという状況には今はご

ざいません。

○副議長（南出昌彦君）８番 田中君。

○８番（田中博晃君）その情報って実は、も

しかしたらですけれども、地元の企業って一

番欲しいところかもしれないんです。自分と

こもこれから外国人に頼らざるを得ないとな

ったときに、どういった問題点があるのかと

いうのを会社としても理解しておかなあかん

し、仮に雇うとなったら地域の方々にも伝え

ていかなならんというところがあるので、そ

ういった部分も含めて、今後、最初の段階で

アンケート、来年に向けてというところがあ

りますので、そのときにはできる範囲で調査

いただいて、それもセットで伝えられるよう

に、少しでもいいです、伝えられるようにし

ていかないと、本当にこの橋本市を今まで支

えてきた企業が、もしかしたら将来どんどん

どんどん減っていくかもしれないというとこ

ろがあるんですけれども、その辺の調査をや

って伝えるということはいかがでしょうか。

○副議長（南出昌彦君）経済推進部長。

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。

最初の答弁でもさせていただいたとおり、

企業に対してアンケート調査とかというとこ

ろは今後実施していきますので、そこにこの

外国人人材に関する問合せも入れさせていた

だいて、情報というのをまずは吸い上げたい

なというふうに考えております。

以上です。

○副議長（南出昌彦君）８番 田中君。

○８番（田中博晃君）よろしくお願いいたし

ます。

もうこの質問についてはこれで終わるんで

すけれども、やっぱり労働力不足というのは、

もちろん大企業も含めてなんですけれども、

ほんまに手が足らんし、逆に、うちの娘は今、

大学４年生ですけれども、３年の時期でほぼ

ほぼ内定幾つも、ほぼほぼですよ、出ている

というのが現状です。

というのは、それだけ人が足らんから、大

手企業や都会の企業でもどんどんどんどん青

田買い的に人を押さえていっているというの

が現状ですし、それが進めば進むほど、この

橋本市をはじめとする和歌山県、特に田舎、

地方と言われる地域はどんどんどんどん手が

なくなっていって、結果的に、仕事があるの

に会社がなくなっていくというふうにもなり

かねないので、これからも、ここはもうほん

ま、市を挙げて、あれですよ、ただただ情報

をくれというところに渡すのではなくて、や

はり地元で頑張っている企業に対してはどん

どんどんどん手を差し伸べて、一緒に考えて

いくという形をつくっていっていただきたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。

一つ目を終わります。

○副議長（南出昌彦君）この際、８番 田中

君の質問項目２、ＤＡＯの活用による経済活
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性化に対する答弁を保留して、１時まで休憩

いたします。

（午前11時53分 休憩）

（午後１時00分 再開）

○副議長（南出昌彦君）休憩前に引き続き、

会議を開きます。

日程に従い、一般質問を行います。

８番 田中君の質問項目２、ＤＡＯの活用

による経済活性化に対する答弁を求めます。

経済推進部長。

〔経済推進部長（三浦康広君）登壇〕

○経済推進部長（三浦康広君）ＤＡＯの活用

による経済活性化についてお答えします。

本市では本年５月１日より、地域おこし協

力隊と分散型自立組織ＤＡＯを組み合わせた

先進的な取組みを開始いたしました。この取

組みは、議員おただしのとおり、全国でもま

だ数例しかなく、和歌山県内においても２例

目となるもので、本市としても大きな期待を

寄せているところです。

本市がＤＡＯに注目した理由の一つとして、

地方自治体における限られた人材などの資源

を補いながら、地域住民や外部人材を巻き込

んだ共創型の地域運営が可能になる点があり

ます。特に、ＳＮＳやデジタルツールを活用

した関係人口の創出は、従来の枠組みにとら

われない、柔軟で持続可能な地域づくりの鍵

になると考えています。

今回着任された隊員には、従来の移住・定

住促進や地域活動の支援といった役割に加え、

ＤＡＯの形成や運営における中核的な担い手

となっていただくことを期待しています。具

体的には、地域資源を生かしたプロジェクト

の立案・推進、デジタルコミュニティの運営、

さらには、ふるさと納税を活用した商品開発

や新たな返礼品の企画など、多様な分野での

活躍を見込んでいます。

今後は、ＤＡＯの運用に関する透明性や法

的な整合性にも十分配慮しつつ、地域内外の

プレーヤーと連携しながら経済の活性化につ

なげていくこととします。

○副議長（南出昌彦君）８番 田中君、再質

問ありますか。

８番 田中君。

○８番（田中博晃君）ありがとうございます。

ＤＡＯって多分聞き慣れない言葉だと思う

んですけれども、説明をどうしたらいいかな

と今ずっと考えとったんですけれども、最初

の部長の答弁にもあったんですけど、何とい

うの、例えば橋本市を核として、外部からい

ろんな意見をもらえる組織づくりというのか

な、が、これからこういうのが発信していく

よと。

橋本市、どこでもいいんですけれども、外

部、地域住民や外部の人、また、世界中から

様々な情報なりを頂いて、それをみんなでつ

くっていこうという考え方でええのか。難し

いな。というふうな感じかなと私は捉えてい

ます。

ですから、まだ、この制度というか、この

ＤＡＯというもの自体が始まったばかりなの

で、なかなか市民権も得られていないという

現状があります。

ただ、一つＳＮＳを取ったとしても、例え

ば私とかは結構、会派でもそうなんですけれ

ども、行政視察でＳＮＳについて調べに行っ

たりして、あるまちでは市の観光に特化して

発信していますよとか、あるまちではもう子

育て政策とか高齢者施策とか、そのまちの考

え方というのかな、それを発信している自治

体もあるし、実際その内容を動画にして、も

う見える化、可視化して伝えていっている自

治体というのは結構多くて、私は今回このＤ

ＡＯを通じた地域おこし協力隊の隊員に期待

するところは、そういった、まずは見えると
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ころを橋本市という真ん中から日本各地、も

う隣り合うまちとかじゃなくて、もう北海道

から沖縄までいろんなつながりを持っていけ

る一つの核になる、それの核の役割を隊員が

果たすのかなというふうに私は考えています。

私もそうやし、同僚議員も過去の一般質問

で、コアなファンをつくろうとか、趣味から、

趣味の世界から橋本市へ来るリピーターを増

やそうとか、例えば、かつらぎ町の役場が有

名なアニメの役場のモデルになったというこ

とで、ネットでも調べたら分かると思うし、

もっと言うたら、今この、先輩議員も前に質

問されていた、ここにあるポストがもしかし

たらあしたから聖地になるかもしれん、アニ

メとかで使われることで聖地になるかもしれ

へん的な。

要は、サブカルというのは、今まではある

意味、何というんでしょう、行政からしたら

「そんなものよう」と言われていたのが、完

全に市民権を得て、ある意味これが独立して

前へ進んでいく。それがそのまちにとって重

要な観光であり地域資源であり、結果、お金

を生む元になっているというふうに私は考え

ています。

今回、ＤＡＯを活用して、ＤＡＯというか

隊員、地域おこし協力隊の方を活用して、橋

本市のコアなファンをつくるという部分で考

えては、その一歩目をやっと橋本市は切れた

なというふうに認識しておるんですけれども、

まずは今回の、ＤＡＯを活用する、地域おこ

し協力隊を活用して積極的にＳＮＳを、まず

はＳＮＳからになると思うんですけれども、

そこに発信していくというのは、そういった

解釈では間違いないですか。

○副議長（南出昌彦君）経済推進部長。

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。

今回の発端といいますのは、ふるさと納税

の返礼品を増やしたいという中で、まず、Ｓ

ＮＳというよりはＮＦＴを開発するために、

今回、ＤＡＯというところを活用してという

ところの考え方に至ったというところでござ

います。

当然、そのＰＲ等についてはＳＮＳ等を通

じて行っていきたいというふうに考えており

ます。

以上です。

○副議長（南出昌彦君）８番 田中君。

○８番（田中博晃君）ＮＦＴが最初はスター

トやったんですね、ということは。やけど、

多分ＮＦＴというのは、まあまあ結構奥深い

といいましょうか、デジタル上である一つの

アイテム、通貨。通貨でもないな。一つしか

存在せえへんものであるからこそ価値がある

というふうな考え方で、県内やったら白浜町

でもやっていますし、まだまだ始まったばっ

かりで、どう転ぶか分からないものであると

思います。

今年の予算委員会かな、当時議長、１番議

員がＮＦＴについて質問されていたかと思い

ますが、今の答弁やったらＮＦＴがスタート

のＤＡＯになったというふうに聞こえたんや

けど、どうやろ、この地域おこし協力隊の仕

事内容からしたらＮＦＴもゴールの一つにな

ってくるのかなという、ゴールでもないけど、

一つになってくるのかなという解釈なんです

けれども、そこはやっぱりＮＦＴスタートの

ＤＡＯやったんですか、いかがですか。

○副議長（南出昌彦君）経済推進部長。

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。

きっかけとしましては、何か新しいふるさ

と納税の返礼品がないのかというところで、

ＮＦＴによる活性化というのができないかと

いうところから始まったのは事実でございま

す。
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事業者なり、支援事業者も入っておるんで

すが、そこと話する中で、やはりＮＦＴを目

的とするのではなくて、もっと広がりを見せ

た、地域活性とか、さっき議員がおっしゃら

れた、いろんなところにつながるといった、

こういうこともできるのではないかというと

ころを勉強させていただきましたので、そこ

も含めて、今後、地域の活性化のためにＤＡ

Ｏを使って、ＮＦＴをふるさと納税の返礼品

としながら進めていきたいなというふうに考

えております。

以上です。

○副議長（南出昌彦君）８番 田中君。

○８番（田中博晃君）分かるような分からな

いような分かるようなというか、要は、私は

ちょっと一定理解はしとるんですけれども、

例えば以前、同僚議員の中からメタバースの

話もあったかと思います。これは将来の話な

んですけれども、例えばメタバースという一

つの仮想空間の中で土地やアイテムというの

を、きっと購入することが起こるのかなとい

うふうに感じていますけど、何言ってるか今、

分かるかな。

例えば、今でもそうやと思うんですけれど

も、アバター一つとってもそうなんですけれ

ども、課金する人は課金して、自分だけのア

バターって作っていくんですよね。ＮＦＴも

実はそれも一つかなというふうに私は思って

います。

今しゃべったみたいに、これってＮＦＴっ

て一つだけ取り上げてもいろんなアイデアが

出てくるんですけれども、僕が今気になって

いるのが、橋本市という組織の中で、例えば

ＮＦＴでもいいしＤＡＯでもいいし、それら

に対する情報共有とか理解、これ職員になる

んですけれども、そういった部分ってどこま

でできているのかな。

恐らく今日来られている若い職員、何名か

おられますけども、もしかしたら分かる、分

かっているかもしれない。でも、やはり今か

らできていくものであるがゆえ、まだまだ分

からないというところもあるかと思うんやけ

ど、ただ、可能性ってとてつもなく秘めてい

るものでありますから、一定、職員たちがみ

んなある程度、全員じゃないですよ、理解で

きて、それを提案していくことが橋本市にと

ってすばらしいことにつながっていくという

ふうに感じておるんですけれども、いかがで

しょうか。

○副議長（南出昌彦君）経済推進部長。

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。

まずは地域おこし協力隊の使命である、Ｎ

ＦＴによるふるさと納税の返礼品の開発とい

うところが、実際ここはまず行っていかなあ

かん部分かなというふうに考えております。

先ほど申し上げたように、広がりを見せる

という取組みですので、その際には経済推進

部のほうから職員に向けて研修会を開くなり、

広がりを見せるために、理解がどれぐらい広

がるか分からんのですけども、一定ちょっと

庁内のほうに周知は行いたいというふうに考

えております。

以上です。

○副議長（南出昌彦君）８番 田中君。

○８番（田中博晃君）よろしくお願いします。

今、部長のほうからふるさと納税というお

話が出ました。ＮＦＴになるんですけれども、

そこを考えていったときに、まずはＮＦＴで

一つしかないものを作るというのも一つやし、

もっともっと近い入り口でいうたら、例えば

住民票とか市民証ということになってくるの

かなと。

ふるさと納税してくれた方に、例えば、何

だろう、デジタル市民証的なものを発行する

とか住民票を返礼品として配布することで、
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応援したいまち、例えば橋本市、ふるさと納

税してくれた方にもっともっと市に参画して

くれよと。あなたにこの会員番号じゃないけ

れども、ふるさと住民票を渡すさかいに、オ

ンラインで、例えばこういう案件について皆

さん意見もらえませんかとかというようなこ

ともアイデアとして今出てきたんですけれど

も、そういう方が増えれば増えるほど、つな

がり、遠く、別に橋本市で住んでなかっても

橋本市を好きな人、橋本市出身やけれども世

界どこで住んでいるか分からんけれども愛着

のある方にもどんどんどんどん広げていける

ものになるんですよね。

となったときに、ほんまにＤＡＯにしろＮ

ＦＴにしろアイデアっていっぱい出てくるし、

もちろん地域おこし協力隊員の得意分野とい

うのもあるんですけれども、橋本市がやっぱ

りこれだけ若い職員、優秀な職員がいっぱい

おる中で、本当に橋本市がめざすところ、Ｎ

ＦＴなりＤＡＯなりを活用してめざすところ

というのを一定決めておかないとあかんのか

なと思うんですけれども、そういった部分は

どういったお考えですか。

○副議長（南出昌彦君）総合政策部長。

○総合政策部長（井上稔章君）ただ今のおた

だしにお答えします。

市では現時点ではＤＸ推進計画をつくって、

デジタル技術の活用について行政経営を進め

ているところなんですが、今、議員から提案

いただいているＤＡＯの活用とかというとこ

ろまでは、今現状では踏み込めてないという

ところであります。

先ほど、ふるさと住民登録制度ですか、に

ついてのご意見も頂戴しましたので、今回は

新たにＩＴ分野の知識を持つ地域おこし協力

隊の隊員の導入というのが、今回、市では初

めてになりますので、この方の情報技術の知

識ですとかご意見なんかも伺いながら、地域

おこし協力隊で活動されている内容なんかと

しっかり協議しながら、内容を精査した上で、

どういった形で市に対してＤＡＯの制度なん

かを活用していけるのかというのを、しっか

り協議しながら勉強していきたいなというふ

うに考えます。

以上です。

○副議長（南出昌彦君）８番 田中君。

○８番（田中博晃君）ということは、今、総

合政策部長お答えいただいたんですけれども、

まだ隊員とは話もされていないということに

なるんですけれども、となったら、せっかく、

もちろん窓口は今回は経済推進部というのは

分かっているんですけれども、実はこれって

ほんまに様々なところの部署が使えるという

のかな、全部使えるんですよね。

これから話していきますとなった場合に、

部長がお話しして理解を進めていくのか違う

職員か分からないんですけれども、その部分

をきっちり詰めておかないと、経済推進部は

経済推進部で間違いなく、これもやってくれ、

あれもやってくれと進めていくと思います。

でも、片や違う部局で、いや、これ、うち

も使えたんちゃうのんとかとなってくること

もあるし、今の答えやったら、これから部長

が中心となって話を進めていってくれるのか

なというふうに思うんですけれども、それを

また下ろしていかなければならないというふ

うになるんですけれども、そういったところ、

総合政策部が窓口になるんですか。いかがで

すか。

○副議長（南出昌彦君）総合政策部長。

○総合政策部長（井上稔章君）ＤＡＯの活用

の方法というところが私自身もまだしっかり

理解できてないというところが、申し訳ない

んですが、あるところであります。この辺を

しっかり地域おこし協力隊の方とも相談しな

がら、３番議員の中でもお答えさせてもらっ
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たんですが、広報戦略委員会の幹事会なんか

もやっておるところでありますし、どういっ

た分野でＤＡＯが活用できるのかというのを

しっかり認識した上で、新たにどの、何とい

うんですか、セクションで進めるのかという

のも協議はしていきたいというふうには考え

ています。

○副議長（南出昌彦君）８番 田中君。

○８番（田中博晃君）よろしくお願いいたし

ます。

言うても３年しかないですやんか、地域お

こし協力隊なので。もう既に始まって１か月

ぐらいか経過してきた中で、やっぱり時間も

もったいない。恐らく経済推進部ではいろん

なことを考えていっていて、もしかしたら、

もうよその課は入られへんでというぐらいま

でがんじがらめにしていっている可能性もあ

るんですけれども、それだけこの制度という

のは、Ｗｅｂ３というのを活用して、ＮＦＴ

というのはいろんな意味で先が広いというか

将来しか見えないというか。

でも、恐らくここ二、三年でもう日本国中

全ての自治体が同じように参画してきて、せ

っかく橋本市が早い段階でここに目をつけた

のであれば、もっともっと話もしてというと

ころが必要だと思いますので、何とか戦略会

議ですか、そこでやっていただけるのならや

っていただくで、できるだけ早い段階で地域

おこし協力隊隊員とお話をやっていってほし

いと思います。

次の質問に入るんですけれども、今お話を

聞いていく中で、経済推進部は一定、方向性

って見えていると思うんですけれども、やは

り橋本市全体で考えた場合にまだまだ理解が

乏しいというか、分かりにくい制度なので、

分からないというのが正直なところやと思う

んですけれども、ここで一番大事なのが、経

済推進部、今回、窓口は経済推進部なので、

経済推進部の考え方と新たに来られる隊員の

考え方、方向性が一致しているのかどうか、

隊員の能力が本市が考えているものと合致し

ているのかというのが一番大切なんです。

そこが合致しないと、形上のふるさと納税

の新しい返礼品であったり、もしかしたら情

報発信という部分でＳＮＳを活用したりとい

うのはできるかもしれへんけど、実は結果的

に、３年たったら橋本市が思っている方向と

全然違ったやんとなるかもしれないんです。

そういった部分で、方向性、隊員と今、窓

口となっている経済推進部の方向性は話がで

きているのか、一致できているのか。できて

いるのなら、その新しい隊員はどういった方

面が得意なのかというのを、もし分かってい

たら教えてほしいです。

○副議長（南出昌彦君）経済推進部長。

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。

まず、今回の隊員の採用につきましては、

当然、募集要項とか仕様書に基づいて今回雇

わせていただいています。

ということから、使命というかそういうと

ころは一定、ＮＦＴを活用してふるさと納税

の返礼品をつくるというところが主なんです

が、ただ、それによる副産物、それによって

生み出せる副産物については両者まだ協議が

できていない状況です。

これにつきましては僕らも知識を蓄えなが

ら、置いていかれないように、柔軟に対応し

ていきたいと考えております。

以上です。

○副議長（南出昌彦君）８番 田中君。

○８番（田中博晃君）ありがとうございます。

ということは、その隊員は結構一定、知識

というのかな、いうのをお持ちなのか。得意

分野って、同じＤＡＯ、ＤＡＯやったらＤＡ

Ｏでいいんですけども、得意分野ってやっぱ
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りそれぞれ違いますので、それが橋本市の方

向性と一定一致しているのかどうかなという。

まだ話があんまりできていないという答弁や

ったので、その辺りはいかがですか。

○副議長（南出昌彦君）経済推進部長。

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。

方向性というのは、ＤＡＯを活用して地域

の活性化に資するというところでは方向性は

合っていると思います。ただ、その手法につ

いては、恐らくまだすりついてないところと

いうのはあると思いますので、先ほどちょっ

と答弁もれしましたが、地域おこし協力隊の

得意分野というのはもともと音楽のところが

得意分野で、それから事業者、支援事業者と

いうのがついておりまして、支援事業者の協

力を得ながら、Ｗｅｂ３を活用したＤＡＯと

かＮＦＴというところを活用していくという

ことになっておりますので、その辺ちょっと

僕らも勉強しながら取り組んでいきたいと思

います。

以上です。

○副議長（南出昌彦君）８番 田中君。

○８番（田中博晃君）ほんま、さっきも言っ

たとおり、時間、とにかく地域おこし協力隊

という制度そのものが３年という任期になり

ますので、早くしていかないと、ちょっとで

も後ろへずれたら今度、隊員もまた次を考え

て、次こういうのどうですかと提案をやり取

りしている間にあっという間に１年過ぎてし

まうと思うので、せっかくそのバック、横に

はそういう事業者もついておられるというこ

となので、できるだけ早く話を進めていって

ほしいなと思います。

今こうやってお話を聞いとったら、今、地

域おこし協力隊というのがどうしても担当課

主体で、何というの、募集してというのかな、

窓口になるんやけど、せっかくこの橋本市全

体を見た場合に、本来、地域おこし協力隊っ

て実はどこか１本で雇ったほうがええんちゃ

うんかなと。

そこに、この分野の人やから例えば経済部、

この分野の人やから例えば教育とかというふ

うになっていったほうが、もしかしたら市全

体に、今回来た人はこういう人なんですよと

いうのが伝わりやすいような気もするんです

けれども、そういった部分で、やはり地域お

こし協力隊を今後活用していく中で、担当窓

口というのはやはり一定の担当部局になるの

か、それとも窓口１本にして、一旦は総合政

策部なり政策企画課なりで雇って、それの情

報も発信しつつ窓口を決めるのか、その辺り

はどのようになりますか。

○副議長（南出昌彦君）総合政策部長。

○総合政策部長（井上稔章君）地域おこし協

力隊の今、何というんですか、活用というか

活躍してくださっているセクションは、基本

的に今現状は経済推進部になっています。

ですので、取りまとめとかその辺の活用と

いう内容については経済推進部を中心にやっ

てもらっておるというところであります。

それ以外の事例とか、地域おこし協力隊が

他のセクションでも必要だというような状況

にまたなってくれば、ちょっと総合的にも考

えていく必要があるとは思うんですが、今は

経済推進部で担当いただければというふうに

考えています。

○副議長（南出昌彦君）８番 田中君。

○８番（田中博晃君）もう質問はしないんで

すけれども、要は私が言いたいのは、せっか

くすごいいい人材が来ているのに、ほかの部

署に広がってないのかなという意味で、今言

われてもろうたんです。

もしかして、例えば窓口が仮に総合政策部

と仮定しましょう、そこがまず窓口として地

域おこしに入ってもらったら、その情報って
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一気にほかの課に流れるんやけれども、今、

経済推進部で来てもらったＤＡＯを使える隊

員の情報というのが、経済推進部でしかもし

かしたら活用できなくて、後から、いや、う

ちでもそんなんおるんやったら教えてほしか

ったとならんようにだけしてほしいという意

味で質問をしました。

とはいえ、せっかく橋本市が日本でもほん

ま数例目の可能性のあるＤＡＯというものに

着目したというのは、私にとってはすごい大

きいことやし、積極的に活用いただいて、ど

んどんどんどん橋本市を日本中に発信して、

ふるさと納税もばんばん増えるような活動、

活躍をしてほしいと思っておりますので、頑

張ってください。

終わります。

○副議長（南出昌彦君）８番 田中君の一般

質問は終わりました。

暫時休憩いたします。

（午後１時23分 休憩）

（午後１時26分 再開）

○議長（田中博晃君）再開いたします。

順番４、９番 堀内君。

〔９番（堀内和久君）登壇〕

○９番（堀内和久君）こんにちは。よろしく

お願いします。

傍聴席の皆さま、こんにちは。私を見に来

たわけではないのは分かっとんですけど、記

録に残らず、記憶に残るような質問をしたい

と思いますので、顔と名前だけでも覚えてい

ただけたら。よろしくお願いします。

一般質問するのは12月以来で久しぶりなん

ですけど、ちょっといろいろありまして、議

員の各位、皆さん、同僚議員にご迷惑かけと

ったらおわびするんですけど、私のポリシー

とけじめに基づいて簡単に説明いたしますと、

開示請求いたしまして、12月議会が終わって

から開示請求いたしまして、教育部長とのや

り取りでございます。

私のパソコンからメールを送り、教育部長

のメールに入る、ほんで教育部長から議会事

務局に入り、そこから広報広聴特別委員会に

渡していく手順の流れで市議会だよりができ

ます。

私が懸念するというかこだわっている、怒

っているところ、ここが問題なんです。私は

市民からよく言われるんです。「何で市議会だ

よりに載ってないの」とかよく言われる。だ

から、この場を借りて弁明したいのは一つだ

け、タイトル勝手に変えられたということ。

これ私文書、公文書に当たると僕は思いま

す。このけじめがつくまでは私は市議会だよ

りに載せるつもりはございません。しかしな

がら、議員バッジついているので質問する権

利はありますので、議場で、ユーチューブで

見ていただきたいと思います。

一生懸命やりますので、よろしく、真剣に

答弁ください。よろしくお願いします。

項目は四つございます。

一つ目、サマーボール2025について。

前年度の反省と今年度の取組みを伺います。

二つ目。近年よく耳にする話ですけども、

米不足での本市の対策について。

近年よく話題に上がる深刻な問題の一つが

米不足です。この事態を重く受けた政府は備

蓄米の放出を実行していますが、いきなりの

効果は、当時、５月の中旬ぐらいにこの一般

質問つくっとるので、当時というふうに言わ

せていただきます。国は国のできることを考

えているということで、成果があるかどうか

というのはちょっと今日に至るまで変動して

いると思います。

地方は大きなダメージを報道ほど感じては

いませんが、深刻な問題であるのは事実。地

方として、橋本市としての考えや何か対策が
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あるのであれば、お聞かせください。

三つ目、不法投棄の現状と対策について。

本市の不法投棄の過去の年数の報告から、

現状の把握はいかがですか。また、対策案に

ついてをお伺いいたします。

四つ目、本市のハラスメント撲滅宣言につ

いて。

３月21日、いきなりハラスメント撲滅宣言

をされました。私は市のＳＮＳと毎日新聞の

記事から認識しました。一連の流れと、本当

にこの形でよかったのか、さらに、アンケー

ト結果も踏まえて、過去からの現状と今後の

到達点についての市の見解を伺います。

明確な答弁よろしくお願いいたします。

○議長（田中博晃君）９番 堀内君の一般質

問項目１、サマーボール2025に対する答弁を

求めます。

経済推進部長。

〔経済推進部長（三浦康広君）登壇〕

○経済推進部長（三浦康広君）サマーボール

2025についてお答えします。

前年度の紀の川橋本サマーボールは令和６

年９月７日に開催し、約６万5,000人の来場者

が訪れ、一尺玉を含む約3,000発の花火の打ち

上げや市民ステージにおいて17団体によるダ

ンスや歌声が披露されるなど、皆さまのご協

力もあって、大きな事故もなく盛況裏に終え

ることができました。

反省点としては、一昨年に比べ市民ステー

ジと出店ブースの距離が近くなったことによ

り、市民ステージ前の観覧スペースが狭くな

ってしまい、人の滞留が生じたこと、また、

携帯電話の接続状況について、移動基地局の

設置により一定の改善は見られたものの、一

部エリアでは依然として不安定な状況が確認

されたことが挙げられます。

これらの反省を踏まえ、本年度の紀の川橋

本サマーボール2025では、市民ステージ前の

観覧スペース確保のため適切なブース数にな

るよう出展者募集を行っており、携帯電話の

接続状況についても各携帯電話会社と引き続

き協議を行い、移動基地局の増設に向けた調

整を進めているところです。

既に開催まで２か月を切った状況ですが、

本年度も安全かつ円滑な運営をめざし、多く

の皆さまに楽しんでいただけるよう着々と準

備が進んでいますので、引き続きご理解、ご

協力のほどよろしくお願いします。

○議長（田中博晃君）９番 堀内君、再質問

はありますか。

９番 堀内君。

○９番（堀内和久君）よろしくお願いします。

まずは、一番大切なのは部長と同じ認識や

と思うんですけど、事故なく現状維持での取

組みということがまず一番大事だと思います。

聞きたいことは少しだけ、二、三点、四つ

ぐらいお伺いします。

レイアウト、利便性は本当に、いろいろ検

討した結果、よかったと思います。ちょっと

附帯決議という言葉を出したらまた、ほじく

るんかいとなるんですけども、附帯決議から

今日まで来とるんですけど、今年度、令和７

年は、当時の約束事でいうたら公募するとい

う話、その昔でいうたら、民間にやってもら

わんともう市はとてもじゃないけどようせん

という話がもともとのルールで、前回、市が

受けた形になったと記憶しとるんです。間違

っていたらすみません。

公募はしたんですか。

○議長（田中博晃君）経済推進部長。

○経済推進部長（三浦康広君）本年度の取組

みについては、今回、公募は行っておりませ

ん。

○議長（田中博晃君）９番 堀内君。

○９番（堀内和久君）理由は別に聞かなくて

もいいですけども、きちんと行くんやったら
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やっぱり手順って踏んでほしいなと思うし、

その辺はちゃんと、本来の形というのは必要

なのかなと思います。

2025年は去年、昨年の2024のサマーボール

の質問のときの答弁で、予算がつくか分から

ないので来年のことは聞かんといてくれとい

うお話やったと思うんです。令和７年当初予

算で予算化されました、金額の大小は別とし

て。これやっぱり公募してちゃんとやってい

かなあかんのとちゃうんかなと僕は思うんで

す。

でも、市が本気度を持ってやる、市民のた

めに、来ていただいた、お越しになられた方

のために市がやると言うんやったら、それは

否定するものではございませんので、実行委

員長、大会長、この辺がしっかり足並みそろ

えていて、皆さんと意思疎通が取れとるんや

ったら、やってくれるのであれば。

花火を上げてほしいという観点からいうと、

ウィン・ウィンですので全然問題ございませ

んが、やっぱり当時の約束というのはちゃん

と守ってほしいなというのは意見として、要

望ではなく意見として添えておきます。

二つ目、お伺いします。トイレ、障がい者

トイレの増減についての整備はいかがでしょ

うか。

○議長（田中博晃君）経済推進部長。

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。

障がい者トイレにつきましては、2024年の

開催と2025年の開催の、2024年のときに増設

しまして特に問題なかったというところで、

本年度、25年につきましても同じ箇所数で実

施しようというふうに、現状のところ考えて

おります。

以上です。

○議長（田中博晃君）９番 堀内君。

○９番（堀内和久君）よろしくお願いします。

私はよそからよく聞くんですけど、やっぱ

りトイレをもうちょっと増やしてほしい、場

所も増やしてほしい、障がい者トイレをどな

いかしてほしいという声は、私、地元なので

よく聞きます。これは申し添えておきます。

実行委員会で決めることなので、議場で決

めることではないので、大会長、大会実行委

員長がこの空間におりますので、聞き及んで

くれれば幸いでございます。

三つ目、それぞれの役割。委託先とかいろ

いろ、外部委託に頼らざるを得ない部分とい

うのがあると思うんですけど、その辺につい

て、きっちり平等性を担保して公募をしてい

ただけますか。そういう意思はありますか。

○議長（田中博晃君）経済推進部長。

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。

いろんな発注事、花火しかり舞台ステージ

しかり、発注につきましては公募によってし

ております。

例えば、舞台につきましては毎年同じ事業

者に全てを委託しまして、その委託事業者の

中で出演者とかその役割を決めているところ

がございますので、それもできるだけ広く、

皆さんが入ってこれるように、何というんで

しょう、この人にもう任せたらこの人やと言

うんじゃなくて、できるだけ広く呼びかける

ような形で実施したいというふうに考えてお

ります。

以上です。

○議長（田中博晃君）９番 堀内君。

○９番（堀内和久君）もうそれはよろしくお

願いします。

やっぱり参加したいし土俵に乗りたい、私

もやりたいけどもできないというのは実在し

とると思いますので、経済推進部長の広き目

で図っていただけたら、最高の人が。どなた

でもいいんです、うまいこと行けば。交代で
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もええし。その辺はよろしくお願いいたしま

す。

次、ちょっと財政課長にお伺いするんです

けど、今回の予算の流れとかそういうのを考

えると、サマーボールの予算もうちょっとつ

けたったらわとか、当初予算等で、私は予算

のメンバーではないのであれなんですけど、

かんかんがくがくやったと思うんですけど、

いつも経済推進部、シティセールス課が中心

になって、当然そこに賃金が発生するのは私

は当然のことだと思います。年で一番忙しい

ときが来るので。

それ以外の、基本的にボランティアを公募

していますよね。ボランティアは公募して、

ポイントがつくとかそういうのは別として、

今回は職員ボランティアじゃなくて、職員に

は人件費発生がするんだというようなうわさ

を聞いとんですけども、それが事実か否か。

もしかかるのであれば、いくらお金はかか

るのか。この辺お答えできれば、よろしくお

願いします。

○議長（田中博晃君）財政課長。

○財政課長（三嶋信史君）今年度のサマーボ

ール、職員の応援体制については、土日の勤

務ということで、原則、代休の申請となると

認識しています。

ただ、公務として扱われますので、そちら

については、例えば代休申請して、その代休

取得ができない場合については精算されると

いうふうに認識しています。

その代休の金額の増える額ですけども、数

字は先日調査してあるんですけども、ちょっ

と今手元にございませんので、後ほど答えさ

せていただきたいと思います。

○議長（田中博晃君）９番 堀内君。

○９番（堀内和久君）数字は別に結構なんで

すけども、これがつくと数百万円要るという

ふうに認識しております。

これちょっとおかしいんとちゃうんかなと。

働いた人に対価を払うというのは当然の義務

やと思うんですけど、一般にはボランティア

を募集して、担当課以外の職員にも申し訳な

いけども市民参加型でみんなでやっていこう、

市職員もボランティアやっていこうと。ちょ

っとほんでこの辺だけは代休で精査できたら

いいんやけども、ここには賃金払おうと。

シティセールス課、経済推進部までは理解

できるんやけど、ちょっと大きい話になるの

かなと。こんだけ金ない金ないと、花火削り、

あれ削り、これ削りして、ああ、そこには出

すんやという話は、ちょっと僕は個人的に残

念やなと。みんなで参加型の祭りやったら、

ちょっと違うんかなと僕は思うんです。

当然、議員とか市長、副市長、教育長とか、

もう年収で決まっている人らは日勤とかそん

なの出せないので、管理職の皆さんもそれに

準じるのかなと思うんですけど、ちょっとこ

の辺が、市民にボランティアを募ってこの程

度なのかなと思ったら、ちょっと私は個人的

に残念です。

でも、答弁は結構です。好きにしたらいい

と思います、僕は。花火を上げてほしいと思

うので、別にやりたいようにやったらいいと

思います。ただ、帳面、数字というのはうそ

言わないので、どこかでしんどなると思いま

す。

でも、こんなことやっとったら市民参加型

の祭りがどういうふうに崩れてくるか。信頼

性、歩み寄り、協力し合う、市民協働参画と

いう定義そもそもが、僕は何かが狂ってくる

ような気がします。答弁は結構です。

一番聞きたいところを聞きます。

昨年の市長の答弁より、身の丈に応じた予

算、また、いろいろと、来年のことはまた来

年決めるので聞かんといておくれという話で

言うて、いろんなことをまた実行委員会で協
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議して、市民の意見も聞いた上でまた後ほど

報告しますというのが去年の、今の答弁やっ

たんですけど、これ何か報告って市会議員の

皆さんにあったのかなと。この辺が僕の懸念

するところなんです。おかしいんちゃうのと。

大会実行委員長がおられるので、実行委員

長の職責か副市長の職責か、どちらでも結構

なんですけど、お答えいただければいいんで

すけど、そういう議論があったのかなかった

のか、報告したのかしてないのか。

これがまず聞きたいのと、今年から熱中症

対策というのを無視した、という表現をあえ

てさせていただくんですけど、日にちが８月

に変わって、もう勝手にばんばん打っていま

すよね。来ていただいた方の体調管理という

のは一丁目一番地なのではないんでしょうか。

実行委員会ではどのような議論をしたら、

この日程で、こういうふうな勝手な発信にな

るのか。これは経済推進部長ではなくて実行

委員長に答えていただきたい。いかがですか。

○議長（田中博晃君）副市長。

○副市長（小原秀紀君）昨年度のサマーボー

ルの決算状況については委員会等で報告させ

ていただいたというふうに思っております。

今年度の内容につきましてはまだ報告はさせ

ていただいておりませんけれども、実行委員

会の中に議会の代表者の方が入っております

ので、そういう職責の方からの報告というも

のがあるのかなというふうに思っております。

日程につきましては、様々な事情がありま

して８月２日に決まったというような状況で

す。

○議長（田中博晃君）９番 堀内君。

○９番（堀内和久君）その様々な議論があっ

たことを伝えて、議会に報告するというのが

去年の僕の認識やったと思っとるんです。

議会議員、多分、総務経済委員長と議長が

出席しとるさかいに市会議員には報告したこ

とになっとるであろうというのが、ちょっと

協力とかスクラム組むとか、そういうふうな

定義でいうたら薄いんちゃいますの。附帯決

議に対して賛成反対で、当局にお味方した方

に対して失礼極まりないんと違うんかなと僕

は思うんです。

その程度やったらそれでいいんですけど、

一番気になるのが、一点が、うわさではこれ

まで選果場、ＪＡにこない言われてこないな

ったんよといううわさが飛んでいる。これに

ついてはいかがですか。

○議長（田中博晃君）副市長。

○副市長（小原秀紀君）それにつきましては

実行委員会でも報告がありましたけれども、

議員おっしゃるような理由が主な日程の変更

理由というふうになっております。

○議長（田中博晃君）９番 堀内君。

○９番（堀内和久君）もうこれ以上聞きませ

ん。最後です。

この日にしなければならない理由というの

を、365日、この日があかんと仮定したときに、

選果場が柿やどうのあかんときに、冬、春、

この辺もあると思うんですけど、そういう選

択の余地というのはなかったんですか。いか

がですか。

○議長（田中博晃君）副市長。

○副市長（小原秀紀君）例年９月の上旬にや

っておりますけれども、その日程でできない

ということが確定した段階で、庁内で様々な

日程について検討いたしました。

そういう中で８月２日、この日しかないだ

ろうということで実行委員会に諮りまして、

了解を得たというふうな経過となっておりま

す。

○議長（田中博晃君）９番 堀内君。

○９番（堀内和久君）それがそれで真実であ

るのであれば、もう結構です。残念です。終

わります。
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二つ目をお願いします。

○議長（田中博晃君）次に、質問項目２、米

不足での本市の対策に対する答弁を求めます。

経済推進部長。

〔経済推進部長（三浦康広君）登壇〕

○経済推進部長（三浦康広君）米不足での本

市の対策についてお答えします。

現在、米の価格高騰が国民生活に大きな負

担となっていることで、国では備蓄米を放出

し、店頭での販売価格の安定を図っています。

橋本市としての考えや、何か対策があるか

とのおただしですが、まず、米の価格や流通

量は市場経済により全国規模に変動するとと

もに、様々な事業者が各役割を担っているこ

とから、市として価格調整などを行うことは

困難であると考えます。

一方で、本市学校給食への市内産米の利用

については、令和６年度に調整し、令和７年

度４月に一旦実施に至っています。

また、生産側の状況ですが、市内の米農家

に確認したところ、農地や労働力の確保だけ

ではなく水利や苗の準備の問題など、仮に米

の買取り価格が上がったとしてもすぐに生産

量を増やすことは難しく、米の店頭での販売

価格は大きく上がってはいるものの、米農家

の収入は農業資材の高騰などもあり決して上

がっていないという声を頂いています。

これらの状況を踏まえ、本市としましては、

引き続きふるさと便やＥＣサイトの販売手数

料の補助により農家収入の増加を図りつつ、

農業用機械導入支援事業や農作業用道路整備

支援事業による農業基盤の整備なども進め、

併せて次年度に向けた農業振興条例に基づく

補助制度の検討についても、農家の皆さまの

意見を十分に聞きながら進めたいと考えてい

ます。

○議長（田中博晃君）９番 堀内君、再質問

ありますか。

９番 堀内君。

○９番（堀内和久君）さっきの１個目の一般

質問で、もし可能であれば、財政課長に答弁

を求めたやつはもう答弁もれではなくて、後

日もよくて、結構でございます。議事録に残

しておきたいと思います。

再質問させていただきます。経済推進部長、

よろしくお願いします。

国の問題なので市で価格云々というのはで

きないし触れることもできないのは、これよ

く分かるんですけど、農業には詳しい経済推

進部長なので、いろいろ僕も個人的にはお世

話になっとるんで言いたくはないんですけど、

やはりあなたぐらいの人やったら、もっと早

く動いたらもっと違う形があったのになとい

う期待値があったので、この質問をさせてい

ただきました。別に市を責めとるわけではご

ざいません。

機械導入とか道路整備基盤とかの補助のメ

ニューとかそういうのを今答弁していただい

たんですけど、半年以上前から米が米がと言

い出しとるのに、この補助金とか条例に基づ

いたこんなんを出してやっていくというのは、

今の答弁だとやっぱりちょっと遅いですよね、

はっきり言うて。

もっと早うにやってあげて、こんなものが

あるから、３月、12月の時点でこういう条例、

こんな補助金あるから、新しく打って出るか

ら、米を作ってくれよ作ってくれよと促して

ほしかった。

その判断が経済推進部長にもし、何という

かな、公務員ができないんやったら、その上

に乗っとる政治家からどんな命令系統があっ

たのかなというのが今回の一般質問の話なん

です、実際。

だから、聞きたいことはもう少しなんです

けど、嫌みを言うんですけど、高野山麓精進

野菜とかあんなんの時間はたっぷりあるのに、
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米農家さん、作るのを増やしてよとか、例え

ば１反やったら燃料代、耕作放棄地と一緒で

燃料代出すさかいにもうちょっと増やしてよ

と、米作る人、やりませんかとか、そういう

周知というのは、農林振興課内ではこういう

アイデアとか、半年前の話でなかったのかな

と。これが一番残念なんです。いかがですか。

○議長（田中博晃君）経済推進部長。

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。

昨年のもう早々の段階から米の状況という

のが悪いというのは分かっていました。給食

においても、それまでは県内産を確保できと

ったのに、そろそろ何か県内産が確保できな

くなってきたという状況を捉えて、本市とし

ましては、どうしようかというところで、ま

ずは県内産の米を給食に使わなあかんなとい

う取組みを米農家とも調整し、進めてきたと

ころです。

ところが、やっぱり生産の状況も相まって、

そこまで生産が至らなかったということで、

今年４月に給食で市内産を入れるのを実施し

ましたが、実質のところ１か月で済んだとい

うところです。これはなぜかというと、米の

価格高騰もありまして、実質ほかのところに

米が行ってしまうという状況になりました。

こういう状況を捉えて、橋本市で何ができ

たかというところなんですけども、まず、米

がどういう位置づけで橋本市おるんかという

ところが重要になってきます。結構、就農相

談というのは農業振興会で行っておるんです

が、就農に来た人に米農家になりたいんやと

いうふうな相談に来られたとしても、実はも

う、それだけやったらやめときというふうに

言うてます。

なぜかというと、和歌山県の経営モデル指

標でいいますと、米というのは１反、1,000

平方メートル作っても、収益、これ県のモデ

ル指標ですけども、マイナス7,000円。収入、

所得がマイナス7,000円という状況です。これ

をもって農家に対して米を作ってくれ、作り

なさいというところは実際のところしておら

ないというのは事実です。

一方で、野菜をブランド化したりとか柿を

たくさん売っていくとかというところについ

ては収益につながるということで、高野山麓

精進野菜とか柿のトップセールスとかという

のを行っている状況です。

なので、米の状況については難しいところ

なんですけども、実際のところ米の農家の話

を聞きますと、もうこれ以上作るのは精いっ

ぱいやという声も多々寄せられておりますの

で、何もしなかったかと言われますと何もし

なかったわけではないんですが、実質こうい

う状況になっているという状況になっており

ます。

以上です。

○議長（田中博晃君）９番 堀内君。

○９番（堀内和久君）結論から、数字データ

を持っとるんで経済推進部長の言うことのほ

うが正しいんでしょうけど、私はやっぱり残

念な気持ちです。

こんなときにこそ、今、給食センターとか

でも米を集めるのに、橋本市の休耕地をちょ

っとでも２割増し３割増し、今作っとる人に

どないか頼みに行ったりとか、何かできるこ

とというのをやったら、教育長と目が合うた

のであれですけど、答弁は求めないですよ、

橋本市産の米があったら全部給食にこれただ

で渡すわと、これありですよね。ありがたい

ですよね。

片やどこかで棚田サミットとかいうて外の

外交はやって、中途半端仕舞いになっとんか

な、今。どないなっとるんか俺よう分かりま

せんけど。

ほんで、高野山麓精進野菜、もうかってる
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のと。こんなこと言いたくはないけど、あれ

もこれもそれも一生懸命頑張っとるってして

くれとったら、別に高野山麓精進野菜の話な

んか出てこないんです。確かに部長の言われ

るように、米農家を推奨することがその人の

家庭、家族を養っていく定義において合うと

るんか間違うとるんかといったら、経済推進

部長が100％正しいです。

ただ、この社会情勢に、国がこういうこと

をやっていて、大臣がしょうもないこと言う

て、ほんだら地方が米が回って来えへん。橋

本市にできることって何よと真剣に模索して、

ちょっと作ったな、何割か増しになったな、

その分、給食センター、こども園に渡したろ

らとか、ほんで市民から感謝される。

一般の方には回らないかも分からないけど

も、そういうふうな取組みの熱いものを持っ

ておいてほしかったということなんです。ま

だ今からでも間に合うと思います。ご検討く

ださい。

二つ目を終わります。

○議長（田中博晃君）次に、質問項目３、不

法投棄の現状と対策に対する答弁を求めます。

総務部長。

〔総務部長（中岡勝則君）登壇〕

○総務部長（中岡勝則君）不法投棄の現状と

対策についてお答えします。

まず、現状ですが、市が把握している不法

投棄の件数は、過去３年間では、令和４年度

が30件、令和５年度が22件、令和６年度が13

件と減少傾向にありますが、これまでは広く

橋本市内で確認されていましたが、特に今年

に入ってからは山間地域での悪質な不法投棄

が増加しており、警察ＯＢを採用した環境監

視員によるパトロールを強化しています。

投棄された廃棄物については、廃棄物の処

理及び清掃に関する法律において、処理責任

は道路や土地等の管理者にある旨規定されて

いますが、清掃した住民やボランティア等に

協力する趣旨から、回収に際しては市の担当

課職員が対応しています。

不法投棄物は多種多様であり、ごみ処理場

で処理が可能な廃棄物は橋本周辺広域ごみ処

理場に搬入していますが、家電リサイクル法

の対象品やタイヤ等の処理困難物は専門の業

者に処理を依頼しています。また、必要に応

じて和歌山県警と連携の上、盗難品でないか

等の確認対応も行っています。

今後の不法投棄対策につきましては、これ

までも要望があった監視カメラの導入につい

て検討を行い、不法投棄が多い場所や投棄さ

れやすいと考えられる場所に設置が可能な貸

出用監視カメラの購入経費として、本６月議

会の補正予算案に計上しているところです。

今後も、行為者の特定や不法投棄の抑止に

は区・自治会との連携した対応が有効である

と考えますので、引き続きご理解ご協力のほ

どよろしくお願いします。

○議長（田中博晃君）９番 堀内君、再質問

ありますか。

９番 堀内君。

○９番（堀内和久君）ありがとうございます。

お礼しか言うことないです。

せっかくなので、途中で、前向きにしてく

れているので、もう質問取りやめようかなと

思ったんですけど、せっかく、総務部長とお

話しできる機会もあんまりないので、話した

いと思います。

聞きたいことは二つだけ。

前向きな答弁なんですけど、監視カメラ、

僕から言うたら監視カメラの暗視カメラ、夜

中の行動を、悪いやつというたら暗いところ

に来るので、これをやっぱり貸し出すために、

犯人を特定するため、これきっちり証拠とい

うのはしないとあかんと思うんですけど、何

でこのタイミングやったのかなと。
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もうちょっと前に、大分、部長にもお願い

お願いと３回も４回も行ったんやけども、担

当課は、上には上げとるんですけど、上げと

るんですけどと、行政の手順があったんでし

ょうか、やっぱり。もう仕方ないと思います。

終わりよければ全てよし。

その終わりというのは、次、ごみを放らせ

へんために。絶対的に捕まえたるんやみたい

なイメージを私は持っとるんですけど、これ

に対しての、部長は不法投棄を平気でする人

間に対してどんな思いでおるのか、ちょっと

勉強させてください。

○議長（田中博晃君）総務部長。

○総務部長（中岡勝則君）不法投棄につきま

しては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律

で罰則も設けられております。ということは

重大な犯罪であるという認識をもちろん持っ

ております。そのことからも、これまでも市

内で起こった事案については全て警察に通報

して、必要な情報提供というのも行っており

ます。

ただ、先ほど壇上でも答弁させていただい

たように、件数でいうと減ってきておるとい

うのが現状なんですが、ただ、犯罪を許さな

いということからすれば、警察にどれぐらい

の情報提供ができるかということになると、

議員も以前からご要望いただいていた暗視カ

メラというのが非常に有効であるというふう

に認識しておりますので、この６月補正とい

う形での予算計上にはなったんですが、そこ

に予算計上して議決いただいた後にはすぐに

対応できるように、今、担当課でも準備をし

てもらっておりますので、その辺を酌んでい

ただけたらなというふうに思いますので、ご

理解よろしくお願いします。

○議長（田中博晃君）９番 堀内君。

○９番（堀内和久君）今、答弁あったとおり、

今回予算計上してくれたので、議員の先生方

は議決してほしいなと願っています。私は賛

成します。絶対的にやっぱり犯人を特定する

ためには効果は絶対あると思います。

件数は減ってきているというけども、悪質

度が高くなっている。すなわち引っ越しのシ

ーズンと言うたら、春先と言うたらあれなん

ですけど、もうえげつない量です、拾いに行

くのも。

ほんで計画性がすごい。下見の準備に来と

るんやろな、何でこんなとこにこない放るん

やろうと、放り方の準備、段取りも完全なも

のです。やっぱり悪いことするやつはばかで

はできないということです。

だから、それを捕まえるということに対し

てこのカメラというのはあるんですけども、

台数に限りがあります。また、今後増やして

いくのかとか優先順位でどういうふうに設定

するのか、貸出しの定義というのはどのよう

に考えておられるのかを答弁いただいて、三

つ目の質問を終わります。

○議長（田中博晃君）総務部長。

○総務部長（中岡勝則君）以前、議員もご存

じのように、カメラの貸出しでいうと、県の

カメラを借りてということで対応していたん

ですが、そこには追いつかないということで

今回予算案を上げさせていただいています。

貸出しの運用につきましては、区・自治会

の皆さんとご協力いただきながらということ

で、区・自治会を主に考えておるんですけど

も、貸出しの期間等細かいところについては、

うちでも一旦考えはあるんですが、どういっ

た期間でどういった運用がいいのかというの

はもう少し調べて、効率的に貸出しできたほ

うがいいのかなというところもありますので、

議決いただいた後すぐ調達のところに移らせ

ていただいた上で、ルールも決めた上で、で

きるだけ早いところで運用できるようにした

いと思いますので、よろしくお願いします。
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○議長（田中博晃君）次に、質問項目４、本

市のハラスメント撲滅宣言に対する答弁を求

めます。

総合政策部長。

〔総合政策部長（井上稔章君）登壇〕

○総合政策部長（井上稔章君）本市のハラス

メント撲滅宣言についてお答えします。

近年、社会全体で、カスタマーハラスメン

トも含め、あらゆるハラスメント防止への関

心や問題意識が高まってきています。そうし

た背景がある中、本市においても、健全な職

場環境を維持することや安定した行政サービ

スを提供していくための対策を早急に講じる

必要がありました。

そこで、ハラスメントを一切許さないとい

う明確で強力な意思表示を組織内外へアピー

ルすることでハラスメントの抑止力につなが

ると考え、３月21日にハラスメント撲滅宣言

を実施しました。

撲滅宣言に合わせて、カスタマーハラスメ

ントに該当する具体的行為やカスタマーハラ

スメントの対応例などを掲載したカスタマー

ハラスメント対策基本方針などを策定し、職

員に周知したほか、カスタマーハラスメント

防止啓発ポスターを作成し、各窓口に掲示し

ました。

また、職員間のハラスメント防止等に関す

る規程を４月１日付で見直しを行い、これま

で一般職の職員のみを対象としていましたが、

一般職に加え、市長、副市長、教育長、橋本

市議会の議員を対象としたほか、市役所で働

く委託事業者なども対象に加えました。

また、ハラスメントに関する相談窓口とし

て職員課などが対応していましたが、相談窓

口を拡大し、各部に相談員を配置するよう見

直し、どの相談員にも相談できるようにする

ことで相談体制の充実を図り、職員に周知し

ました。

また、職場におけるハラスメント防止にお

いて、職場を監督する立場にある所属長の役

割は非常に重要であることから、所属長研修

を５月に開催し、各部長、所属長に対し、ど

のような行為がハラスメントに当たるのか、

どういう対応をするべきなのかなど、ハラス

メント防止に関する知識と理解を深めました。

なお、５月に実施したアンケートの結果、

ハラスメントと思われる行為を受けたと感じ

たことがある職員が一定数いることが分かり

ましたので、その結果を踏まえ、今後はハラ

スメントのない職場環境をめざし、理解と認

識を深めるための研修を継続的に取り組みた

いと考えています。

○議長（田中博晃君）９番 堀内君、再質問

ありますか。

９番 堀内君。

○９番（堀内和久君）ありがとうございます。

僕の二つ前の先輩議員が全体的なハラスメ

ントの定義についてをお伺いしてくれとるし、

アンケートも聞きたかったんやけどアンケー

トもほとんど聞いてくれたので、これは外し

て質問させていただきます。

根本的に、柔らかいソフトな答弁を頂いて

いますけど、私が聞いとるのはそういうこと

ではなくて、こういうふうなハラスメントを

なくしていこうというのはこれ当たり前の話、

日本国民全部当たり前の話、全ての地方公共

団体が発信すればいいと思う。

結果も100％なしになる努力をして、100％

なくなるということはないかもしれないけど

も、100％を目標にしていくというのは基本中

の基本で、そこまでは同じ整合性やと思いま

す。

私が聞きたいのは、今回何で３月21日やっ

たのかということと、何がきっかけでこのハ

ラスメントの宣言をしたのかということ。条

例をつくったり、今回、私は条例を考えてい
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ますけど、議会と二元代表制でいろいろ協議

して、お互いやっていこうと言うんやったら、

アンケートもそうなんです。

僕は職員課に言うたんですけど、市長、副

市長、教育長、市議会、委託会社、一般職員

と今こういうふうに分類されましたけど、そ

の答弁は間違っていると思うんです。市長、

教育長、副市長を一くくりとしてでしょう。

違いましたか。別々に言ってないでしょう。

虚偽の答弁してもろたら困るということ。

市議会はもう18人なので、市議会議員の皆

さんでいいと思うんです。一般職はこれでい

いと思うんです。委託会社やったらこのどこ

と分かれるかも分からないですけど、これ市

長と副市長、教育長は違いますよ。お勤めの

方からしたら一緒かもしれないですけど、市

民からしたら違いますよ。

選挙で選ばれた人と、選挙で選んだ人が指

名して、議会の議決でなれとる人でしょう。

そこはやっぱり違うと思う。別に市長を単体

にせいとは言えへんけども、やるんやったら

ちゃんとやってよという話をしとるだけです。

聞きたいのは何が根源かということなので。

ハラスメントについてお伺いしていきます。

これをすることでやっぱりメリットもある

と思うので、その宣言をすることには別に何

も問題ない。だから、どういった根源、どう

いった動機なのかということなんです。これ

が臨時で開かれた総務経済委員会の話とリン

クしてくる話で、私はそれを聞きたかったん

です。

なぜなら、僕は文教厚生建設委員会だから、

そこには出席していないし、当時、私の記憶

では、国城神社の大祭でした。オブザーバー

で聞きに行こうと思ったら、私はやっぱりそ

っち、公務というか呼んでいただいとるので、

そっちへ行きました。

ほんならなぜか、地元なので小林議員もお

られました、総務経済委員やのに。あ、もう

終わったんやと。ほんで市長も来られたので、

あ、もう臨時委員会、もうそんな早う終わっ

たんやというようなのが僕の感想やったんで

す。

その中の物事で、今、早いですね、ＡＩの

議事録すぐ出るのであれなんですけど、この

辺でどうしても私は納得いけへんことが何個

かあって、パート１の今日なんですけども、

朝日新聞の記事の弁明を臨時委員会でされた

んですけど、議会の半分にしか説明をされて

いない。この認識で間違いないと思うんです。

文教族は頂いていないので。

これは議会軽視なんちゃうのと。議会に説

明する。たしか総合政策部長は僕におっしゃ

いましたよね。教育現場で起こったことは教

育でやれと。だから、議会事務局とともに文

教厚生建設委員会で所管事務もしくは報告せ

よという話を教育部長にしに行きましたよね。

で、やっぱりハラスメントはこっちだから

こっちでやりますと。これどういうことです

か。お答えください。

○議長（田中博晃君）総合政策部長。

○総合政策部長（井上稔章君）まず、この撲

滅宣言に至った、きっかけと議員おっしゃっ

たと思うんですが、このきっかけに関しては、

令和６年に入ってから総務省からハラスメン

トに対する対策に関する調査がございました。

その中で、本市は職員と職員に対するハラス

メントの規程というのが明確にうたわれてい

るいるんですが、先ほど申し上げました特別

職ですとか議員、それから委託業者等に対す

るその規程というのがないままになっていま

した。これが公表されるに至った。

その公表を受けて、さらに６年12月に総務

省のほうから「地方公共団体における各種ハ

ラスメント対策の一層の徹底について」とい

うような通知文書が参りまして、早急に我々
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としましたら、職員ｔｏ職員の規程だけでは

なくて全体に対する規程もしっかり、何とい

うんですか、つくっていかにゃいかん、併せ

てカスタマーハラスメントについても、その

中にまた盛り込んでいくような形を取ってい

かなければならない、こういう流れを受けて

規程の改正に動いていたところであります。

きっかけとしましてはそういったところです。

それから、文教厚生建設委員会のお話と総

務経済委員会のお話がございましたが、私が

文教厚生建設委員会でというような話をした

わけではなくて、議員のほうから聞きたい内

容がどういった内容のものかというのを確認

させていただいたところ、小学校の校長先生

の話だというところでしたので、我々とした

ら知るところではないので、総務経済委員会

では実施できないという旨を申し上げたとこ

ろです。

以上です。

○議長（田中博晃君）９番 堀内君。

○９番（堀内和久君）そうしたら、総務経済

委員会の議事録を見たら、何で教育委員会が

入って、何で教育委員会が答弁してるの。お

答えください。

○議長（田中博晃君）総合政策部長。

○総合政策部長（井上稔章君）我々総合政策

部としてお答えできるような内容ではないか

ら、教育委員会に答弁を求めました。

○議長（田中博晃君）９番 堀内君。

○９番（堀内和久君）そうしたら、議員の皆

さんにご迷惑かけてというふうな話を前段で

井上総合政策部長、小原副市長あたりが述べ

とるんやったら、議長に頼んで全員協議会を

してもろて全議員に話すのが筋なんとちゃう

んですか。いかがですか。

○議長（田中博晃君）総合政策部長。

○総合政策部長（井上稔章君）その点に関し

ては、至らなかったところはおわび申し上げ

ます。総務経済委員会の委員長からもその辺

の説明について求められたところでありまし

たので、このようにさせていただいたところ

です。

○議長（田中博晃君）９番 堀内君。

○９番（堀内和久君）これ議場なので虚偽は

ないと思うけど、真実を語らんとおかしな話

になりますよ。

僕は質問する権利があるので行きます。今

度は総務経済委員会での話。すみません、議

員なので名前を出させてもらいます。阪本議

員の質問で、仕事始め式の云々とはリンクし

ていないのかというような話を多分しとると

思うんです。僕もこれ聞きたいんです。

仕事始め式に出とって、校長先生らもおっ

て、こういうことがあったので、某何々議員

がとかそういう話があったのと、ほんでそこ

からのタイミングとこの流れ、総務省からこ

うこう言われてこないするんやったんやと。

どっちがほんまかうそか分かれへんけど、ど

っちもほんまやと思うんです。

だから、どっちもほんまやったら、私が言

うとるのもほんまになるでしょう。だから、

教育で起こったことは教育で処理せいよとい

う話になったんでしょう。

だから、根源と動機を聞いて政策に還元し

ていけと僕は言うとるだけの話で、まだ文教

族、もう今、議長も替わってあれですけど、

元文教族はまだ説明を受けていませんよ。ど

ういうことやねんという話です。議会を軽う

見とるんですか。いかがですか。

○議長（田中博晃君）総合政策部長。

○総合政策部長（井上稔章君）決して議会を

軽く見ているというようなことではございま

せん。

説明を受けていないと言いますのは、恐ら

く朝日新聞に載った記事の件だというふうに

認識しています。この記事に関しては、地方
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議員による市内小学校校長へのハラスメント

があったという発言についてですが、市内小

学校での事案については、市長が得た情報に

よりましてハラスメントに該当すると市長が

判断したことによる発言でございました。

この発言は市議会議員の皆さんを指すよう

な事案ではございませんという報告をさせて

もらいましたので、申し訳ないですが、この

場をお借りして、そのようにお話しさせてい

ただきます。

○議長（田中博晃君）９番 堀内君。

○９番（堀内和久君）そうしたら伺いますけ

ども、説明した、仕事始め式とリンクしてい

ないのかということと、朝日新聞の間違った

記事、誤解を招く記事とは整合性はないとい

うふうに答えるんですね。いかがですか。

○議長（田中博晃君）総合政策部長。

○総合政策部長（井上稔章君）リンクしてい

る、していないというところについては、な

かなか答え方は難しいと思うんですが、市長

の思いの中で、ハラスメントをなくしたい、

職員を守りたいというのがあったというのは

事実ですので、そういう意味ではリンクして

いると申し上げることも可能だと思います。

○議長（田中博晃君）９番 堀内君。

○９番（堀内和久君）ああ、そうですか。や

っぱり、本音で語り合えれへんならハラスメ

ントはなくならないと思います。総合政策部

長は一番分かっとると思います。

ちょっと話を変えます。

議長をやけどさせて申し訳ないんですけど

も、議長になる前の田中博晃議員、同じ会派

で総務経済委員、僕は文教厚生建設委員。こ

れ、二人でどういうことやねんと、その当時

一生懸命調査していました。開示請求もした

と思います。これは法的根拠があるので言う

てもいいと思います。おわびします。

そのときに部長もしくは副市長と、たまた

まの協議をしとるとき、呼び出されたのか、

どっちが会いに行ったのか俺は知りませんけ

ど、これ以上話を大きくしたらえらい目に遭

うでと。これどういうことやねんという話で

す。どっちか言うてるでしょう。

調査して何が悪いの。真実を追求して何が

悪いの。当時、僕は文教厚生建設委員長です。

当事者の校長とも話をしました。学校教育課

長とも話をしました。某議員と言われる人は

誰かなと探して話もしました。学校で指導し

とる人とも話をしました。

この事実はどうなるんですか。事実を根拠

として質問していったら法的措置を取るんで

すか、僕のこと。答えてください。

○議長（田中博晃君）総合政策部長。

○総合政策部長（井上稔章君）えらいことに

なるという表現のところが私にはちょっと覚

えもないですし、理解はできていないところ

であります。

○議長（田中博晃君）９番 堀内君。

○９番（堀内和久君）議長を証人にするわけ

にもいかんので、覚えがないと言うんやった

ら、そない座っとったらいいでしょう。

でも、こんなこと平行線たどっていっても

ハラスメント撲滅なんかできませんよ。全職

員が見とるんですよ。アンケートも取って、

なしにしていこうねと。平木市長を筆頭に、

前議長、森下議長を筆頭に、両輪として、ど

この自治体よりも早くハラスメントなしの仲

のいい職場で、お客さま、市民が来たときに

明るい職場をつくっていこうねという形の目

標到達点がそこなんじゃなかったのというこ

とを言いたいんよ。

何かずるして、何か隠して、何か守って、

都合のいいところだけ隠して、ほんで議会議

員を誤解招くようなことをして、２分の１に

はすみませんな、この場をお借りして残りの

文教厚生建設委員にもおわびしますわと、そ
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んな失礼な話ありますか。

副市長、いかがですか。

○議長（田中博晃君）副市長。

○副市長（小原秀紀君）そのときに文教厚生

建設委員会、そちらのほうに調査をするとい

うような話があったんですけれども、教育委

員会のほうがそこでお答えする内容がないと

いうことでしたので、そういうことで総務経

済委員会のほうに回ってきたというふうに私

は理解しております。

その経過の中で、全員協議会とかそういう

話ではなしに、文教厚生建設委員会のほうで

駄目なので、取扱いができないので、総務経

済委員会のほうに移ってきたというのが私の

認識です。

○議長（田中博晃君）９番 堀内君。

○９番（堀内和久君）そうしたら副市長、失

礼ながら不幸なことですよ。真実が副市長の

ところに来てないということですね、その認

識でおるということは。僕の思うとる認識と

違うわけです。教育委員会に何回も足を運ん

で話をしましたよ。話をする材料はあったは

ずです。ほんで、それが裏づける根拠が今度、

その臨時委員会での話の小林議員の質問です。

これ新聞記事に載っとる市立小学校長に対

するハラスメントはなかったということで、

私たちは市民の人に問われたときは説明した

らいいんでしょうか。

これいいことを聞いてくれとるんです。ほ

んなら、「調査ができておりませんので、あっ

たということは申し上げられない」と教育部

長は答えとるんです。調査してないのに、こ

っちが答えれれへんから所管の総務経済委員

会へ行けって、調査していないのに総務経済

委員会やろって、これおかしないですか。

調査したけども話でけへんから差し戻して

くれへんかの日本語の間違いじゃないの。

誰も答えれれへんわ。もう一般質問やめよ

うか。

私、半年で充電しとんです、だから、いい

橋本市をつくっていこうよと言うんやったら

本音で語り合えへんの。これ何でこのタイミ

ングで若い職員入れるの。それがびっくりし

たんよ。こんなん聞かすもんちゃいますわ、

はっきり言うて。

総合政策部長は職員の中で一番てっぺんに

おられる。逆に言うたら扇の要や。その人が

誠実な答弁していただかないと、私らどうや

って議決に当たって、あなた方を信じて、市

民サービスを実行していく協力ができるんか

ということなんです。

たかがハラスメント、そんなふうに思っと

るように、僕、聞こえるんです。総務省から

こない言われとるから、上の上位法がどうや

からと違う。国なんかどうでもいいじゃない

ですか。米もそうやし。

橋本市がどう飛躍して、どうスクラム組ん

で、橋本市に住んでよかった、橋本市の教育

はいい、橋本市の子育てはいい、定住促進に

力入れる、ここが初めてリンクするんちゃう

んですか。

失礼、災害も頑張っとるということで、あ

れですけど、災害の少ないまちということで。

だから、ここで働く職場の人を安心・安全

に生かそうという一丁目一番地で決めるのが

この議場と違うのかと聞いとるんです、僕は。

これはあくまでパート１なので、僕は次、

はっきり言うときます。９月議会で関係各位

に了解もろて、何月何日にどんなことがあっ

て、この議論があって、話をしていいですか

と判ついてもろて、もう一回一般質問します

よ。

もう一回聞きます。教育で現場で起こった

ことやから文教厚生建設委員会でせいと言う

て、ほんでそういう調査がなかったから総務

経済委員会にしたんやと、これで間違いない
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んですね。

○議長（田中博晃君）総合政策部長。

○総合政策部長（井上稔章君）そのように認

識しています。

議員がおっしゃりたい、ハラスメントをな

くしていくというお気持ちは十分伝わってい

ますし、同じ方向を向いておりますので、そ

の点はご理解いただきたいと思います。誠実

に答弁させていただいております。

○議長（田中博晃君）９番 堀内君。

○９番（堀内和久君）いや、誠実に答弁して

いますよ。根底の部分はほんなら誠実なんで

すか。私ら個々にすり合わせしたところは、

ほんならあれですか、表の答弁と裏のすり合

わせは違うんですか。そんなことやっとった

ら誰もついてけえへんなりますよ、ほんまに。

何を語るんですか。アンケート結果に基づ

いて誰を救っていくんですか。教育委員会か

てしんどいでしょう。学校の校長先生といっ

たら教育長の所管でしょう。僕は誰か知って

いますよ。きっちり１回行きましょうか。行

ったところで誰も得しないじゃないですか。

でも、僕、一つだけ、ここで何でこうほた

えるかと言うたら、自分がもうどうなっても

ええわというぐらい何でこうほたえれるかと

いうのは、１個だけ理念があるんです。

何でかというと、この総務経済委員会で、

校長先生であろう方、当事者であろう方が、

もうこれ以上ほり返してほしくないんでとい

う答弁を教育委員会はしていますよね。

守るのはその人だけなんですか。そこの子

どもちゃうんですか。

たしか岡部長は僕と言いましたよね。総合

政策部長も言いましたよね、市長の応接室で。

子どもの不利益になるから、これ以上ほるな

と。変わってますやん、答弁。校長先生を守

っとるんでしょう。優先順位、校長、２番目、

３番目、子ども、ほんで地域、外部指導の人。

優先順位どないなっとるん。みんな一緒ちゃ

うん。

だから、真実を追求して、どっちがどっち

のほうが悪いと。だからハラスメントをなく

していこう、みんなでもう今回こんなもめた

けども、１個の輪になって行こうというのが

教育長の仕事じゃないんですか。通告してい

ないので答弁はいいです。

それが不誠実やと僕は総合政策部長に言う

とるんです。ちゃんと調査して答弁してくだ

さい。調査してないのに、こう聞いとるさか

い、この認識のつもりですと、逃げ道つくっ

た答弁してどうすんのという話なんです。

ユーチューブを見とる人が、それが逃げ道

に聞こえるかどうかの話です。私はそんなつ

もりで言うとるんとちゃうって、だったら今

から調査すると言うてください。子どもの不

利益にもなるし。どうぞ。

○議長（田中博晃君）総合政策部長。

○総合政策部長（井上稔章君）調査権限は我々

にないということを申し上げておるところで

す。

○議長（田中博晃君）９番 堀内君。

○９番（堀内和久君）ほんなら、調査権限な

いんやったら、何で学校教育課長から教育委

員会に相談行くんですか。ほんなら、調査権

限はこっちにあるということを総合政策部長

はおっしゃりたいんですか。それとも、市役

所にないというんですか、県にあるというん

ですか、お答えください。

○議長（田中博晃君）総合政策部長。

○総合政策部長（井上稔章君）規程の中では、

相談は教育委員会の中で実施されることにな

っています。

ハラスメントがあったかどうかというのは、

先ほどの７番議員のご答弁でも申し上げたよ

うに、ちょっと基準というのが曖昧になって

いるところは事実であります。認定されてい
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るかどうかというところについては、当然の

ことながら第三者委員会等を入れて今度議論

する話にはなってくるというふうに認識して

います。

そういう意味で、我々として、総合政策部

として、市として、教育委員会として、まず、

調査をした上で、事実が出てきたのであれば、

それに対して対応はさせていただくというふ

うに申し上げておるところでございます。

○議長（田中博晃君）教育長。

○教育長（今田 実君）今回のことについて

は、誰を大事にしているかという、さっき話

ありましたけれども、私たちは関係している

全ての人たちを大事にしていると、それは認

識しております。

中でも、やっぱり詳しいことは申し上げる

ことはできませんけれども、やっぱりそこで

学んでいる子どもたち、関わってくれている

方々、そしてそれを、教育に携わっている先

生方、みんなが幸せになるような形というの

をどうやったらつくっていけるか。

なかなか報告することができなかったとい

うことにつきましては、中身全て公表して報

告するということになれば、いろんなところ

で不利益が出てくるところがあります。それ

はぜひ私としては避けたかったところです。

しかし、どういうことが行われていたかと

いうことについては私たちは聞かせてもらっ

ていますし、校長とそれをどう解決していく

かということについては学校運営をどうして

いくかということに直接つながりますので、

そこを中心とした相談をした上で対応した、

それが私たちの取った行動です。

以上です。

○議長（田中博晃君）９番 堀内君。

○９番（堀内和久君）教育長、ありがとうご

ざいます。そういうことが聞きたかったんで

す。

だから、校長先生だけえこひいきしてない

よということを今言うとるけども、私から言

わせたら納得いかない。臨時委員会で校長先

生がこれ以上応じたくないということで調査

できないということを教育部長は言うてます。

間違いなく言うてます。

ほんで、全員が同じように平等に扱ってい

ますと言われたら、当該臨時教師、地域の役

員、子ども、子どもの親に僕は聞いてきたら、

ちゃんと調査してほしいと言うとるんです。

ほんなら、校長先生って退職前やったら、

例えば退職前やったら現職の公務員でしょう。

調査を拒否する権利はあるのか。

もう一個言わせてもろたら、何かその近し

い日にちに水筒にも何か変なの入っとって、

何か警察が現場検証でけへんようになってし

もたと、連続しておかしなことが起こっとる。

ほんで、橋本市のエース級の学校教育課長が

次のとこへ行っとるみたいな。おかしいんち

ゃうんと思って。

まあ人事のことは構へんです。でも、僕は

関係各位にこれ議場でしゃべりますよと了解

もろて今日来とるんです。ほんで、全員を守

りたかったっておかしくないですか。１人を

守りたかったという日本語に僕は聞こえるん

です。

今言うたことがみんなを守ることで、みん

なが不利益になっても事実を事実として公表

して、ちゃんと整理して、誰が悪いとかそう

いうことじゃなくて、おまえらもっと仲よう

せいよ、ちゃんとせいよということを教育者

のトップとして言っていただいて、ハラスメ

ント撲滅宣言のきっかけになったというのが、

これが一番のストーリーとちゃうんですかと

いうことをこの議会を通じて申し上げたいん

です。

これ以上ほたえたら、話大きなったらって、

こんなもん脅しですよ、はっきり言うて。言
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うてないというけど、ほんなら後で議長室で

話しようよ。言うてあったらどうするという

話です。

こっちかって覚悟持ってやっとるんです。

あなたは市役所のトップなんですから、これ

を言うことがハラスメントやったらおわびし

ますけど、あなたにしかぶつけるとこないん

です。ハラスメントの所管なんやから。その

上といったら副市長でしょう。副市長の横に

座っとったやろ。

そんなんと違うて、みんな平等に扱うて、

叱るところは叱って注意するとこはやって、

ちゃんと行政に準じとる者が平等に処罰を与

えて、橋本市に撲滅宣言していこうと、市長

と前議長を筆頭に両輪として条例化していこ

うやないかと。２人が載っとる写真を何で新

聞に載せてもらえへんのというのが僕は情け

ないんよ。

僕が間違っているかどうかというのは別に

市民の皆さんに判断していただいたらいいの

で、別に当局側とは、ちょっと僕は信頼でき

ないから。きっちり調査、ほんだらしていた

だけますか。いかがですか。教育委員会のお

二人、どっちですか。

○議長（田中博晃君）教育長。

○教育長（今田 実君）当時あったことにつ

いては報告を受けております。そのことに基

づいて今回対応してきておりますので、調査

というのはもう既に、教育委員会として必要

なところについては情報を持っております。

それで今回どういうふうな対応をするかと

いうことについては、ハラスメントという視

点ではなかったんですけれども、学校運営の

視点から対応させていただいたというのが現

状です。

○議長（田中博晃君）９番 堀内君。

○９番（堀内和久君）調査しないということ

なので、今田教育長の調査したい枠内は把握

したので、私の言う真実を追求していただけ

ないということになろうかと思うので、私の

知っている真実をパート２、パート３で、今

度は的がこっちに変わるので結構です。きっ

ちり精査して、今言うた言葉きっちりやらせ

てもらいます。

あなたの定義で、物差しで調査できとるじ

ゃなくて、市民、当事者たちが納得いくよう

に。子どもにヒアリングできないでしょう。

教育者ですやん。子どもファーストでええや

ろ。一番は子どもでええ、その次が、２番が

平たかったらそれでいい、やっぱりそういう

ふうに答えてほしかった。調査せえと言うん

なら何ぼでもしたろうよと言うてほしかった。

だから、僕が調査します。今度は９月議会

できっちり答えていただきたいと思います。

私が調査するので、そっち側は再度調査する

ということはやめてくださいね。

終わります。

○議長（田中博晃君）９番 堀内君の一般質

問は終わりました。

この際、２時40分まで休憩いたします。

（午後２時26分 休憩）

（午後２時40分 再開）

○議長（田中博晃君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。

日程に従い、一般質問を行います。

順番５、１番 森下君。

〔１番（森下伸吾君）登壇〕

○１番（森下伸吾君）皆さん、こんにちは。

私も２年ぶりの一般質問になりますので

少々緊張しておりますが、もしかんだら許し

ていただければというふうにも思います。

それでは、議長のお許しを頂きましたので、

通告に従い、一般質問を行わせていただきま

す。

まず、１項目めです。労働者不足に対応し
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たスポットワークの活用について。

人口減少と少子高齢化が進行する中、本市

においても地域企業の人手不足が深刻化して

おります。特に、企業誘致活動により新たな

企業が本市に進出しても、そこで働く労働者

の確保が喫緊の課題となっております。また、

昔からある地場産業においても労働者不足が

深刻化しており、地域経済の持続可能性が脅

かされています。

一方で、育児や介護中の市民、高齢者、副

業を希望する方など働けるのに働けていない

潜在的な労働力が地域内に多く存在していま

す。こうした方々の隙間時間を活用した柔軟

な就労の選択肢を広げるため、近年ではスポ

ットワークと呼ばれる短時間・単日単位の仕

事マッチングの仕組みが注目されています。

そこで、本市として民間事業者と連携し、

地域雇用の創出と企業支援を同時に行う可能

性について、当局の見解をお伺いいたします。

１。市内企業の人材不足の実態について、

どのような見解やデータを把握しているので

しょうか。

２。現在、民間では短時間・単日型の仕事

をアプリ等で仲介する事業者が複数存在し、

実際に高齢者や育児中の方が気楽に利用でき

る仕組みとして注目されています。こうした

仕組みを自治体が安心・安全な就労支援の形

で導入、または民間と連携して提供すること

で、眠れる労働力の活用や地域企業の支援に

つながると考えます。

自治体が公式で関与することで利用する企

業や市民にとって安心感があり、利用促進に

つながると考えますが、当局の見解はどうで

しょうか。

３。今後の自治体においては、従来の正規

雇用支援だけでなく、ライフステージに応じ

た多様な就業形態への対応が求められていま

す。本市としても、副業・兼業・スポット就

労などの多様な働き方を支援する方向性につ

いて、今後どのような政策を整理・強化して

いくか、お伺いいたします。

２項目になります。子どもたちが安心して

学習に取り組める環境づくりについて。

近年、子どもたちを取り巻く学習環境は多

様化しています。その中でも、自宅以外で安

心して集中できる学習場所の不足という課題

があります。

例えば、兄弟姉妹が多い家庭では、物理的

な空間や音の問題から、家庭内で十分に集中

して学習することが難しいという声を耳にし

ます。とりわけ受験期を迎える中学生や高校

生にとっては、静かで落ち着いた学習環境が

学力向上の鍵となります。

さらに、市内の図書館は現在のところ席数

が限られており、特に試験期間中や長期休暇

中には満席で利用できない子どもたちがいま

す。この状況は子どもたちの学ぶ意欲に水を

差しかねません。

こうした背景を踏まえて、市として、子ど

もたちが自由に利用できる学習室や地域に開

かれた自習スペースを、学校以外の公共施設

などを活用して整備すべきではないかと考え

ます。

子どもたちの未来を支えるのは、まさに今

の学びの環境であります。経済的な格差や家

庭事情に左右されず、全ての子どもたちが平

等に学ぶ機会を持てるよう、市として積極的

な取組みが必要だと考えますが、当局の見解

をお伺いいたしまして、私の１回目の質問に

代えさせていただきます。

○議長（田中博晃君）１番 森下君の質問項

目１、労働者不足に対応したスポットワーク

の活用に対する答弁を求めます。

経済推進部長。

〔経済推進部長（三浦康広君）登壇〕

○経済推進部長（三浦康広君）労働者不足に
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対応したスポットワークの活用についてお答

えします。

一点目の、市内企業の人材不足の実態につ

いてですが、８番議員の一般質問でもお答え

しましたように、近年、市内企業から求人を

出しても人が集まらないという相談が市役所

にも寄せられています。

また、近畿経済産業局のレポートでも、2040

年に日本で1,100万人の労働人口が不足する

というレポートもあり、今後さらに人材不足

となることが推測されますが、市としてこれ

らの人材不足の実態を調査したデータはあり

ません。

今後、担当課において雇用対策に向けた聞

き取りやアンケート調査を実施する予定です。

次に、二点目の、短時間・単日型の求人ア

プリの活用についてですが、橋本市内では商

工団体が令和７年４月に短時間・単日型の求

人アプリを運営する事業者と包括連携協定を

締結し、地域の中小企業、小規模事業者に対

し求人アプリの活用を通じた人手不足解消に

向けた取組みが始まっています。

また、農業においても、農作業や選果場で

の作業などのスポット雇用に求人アプリが活

用されています。

現時点ではまだ実績が少ないですが、商工

団体では求人アプリ活用を促すための事業者

向けセミナーを開催するなど検討されており

ますので、本市としてはこれらの団体と情報

共有しながら、どのように進んでいくかを見

守りたいと考えています。

三点目の、副業・兼業・スポット就労など

の多様な働き方への支援についてですが、近

年、「自身の都合のよい時間に働きたい」や「家

事や子育て、介護と両立しながら働きたい」

など、フルタイムでは働けないがスポット時

間でなら働けるという人が増えており、スポ

ットワークの登録者は全国で3,200万人いる

とされています。

副業・兼業・スポット就労は、働き方の選

択肢を増やすことで潜在的な労働力を確保し、

地域の人材不足を解消する一つの手段として

有効であると考えます。

ただ、雇う側としても、働き手のニーズを

うまく捉えることやスポット時間での業務に

対応するなど柔軟な対応が必要となることか

ら、労使相互の理解が必要となります。

いずれにしましても、多様な働き方への選

択肢を増やすことは市内企業の人材不足の解

消につながることになり有効であると考えま

すが、企業側、就労者側、双方のニーズや現

状が不明であることから、まずはハローワー

クや県が所持している情報を共有するととも

に、今後行うこととしているアンケート調査

を基に、導入に向けた実態把握に努めます。

○議長（田中博晃君）１番 森下君、再質問

ありますか。

１番 森下君。

○１番（森下伸吾君）ありがとうございます。

それでは、ご答弁を頂きましたので再質問を

させていただきたいと思います。

労働者不足に対応したスポットワークの活

用についてでありますが、先ほどご答弁にも

ありましたように、橋本市の商工会議所と民

間の事業者が提携して、今、スポットワーク

に取り組んでもらっているということであり

ますので、それは本当にありがたいことだと

思います。決してそれを、取組みを否定する

つもりはもちろんありませんし、どんどん進

めていただきたいと思います。

その点を踏まえて、私が今まだ疑問に思っ

ているところを質問していきたいと思います。

それでは、労働力人口についてデータを基

にちょっと質問していきたいと思いますので、

資料をお願いしたいと思います。

労働力についてなんですが、では現在、今、
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一体、日本の全体の労働力人口というのはど

れだけいるのかということなんですが、2024

年、令和６年の労働力調査、これ国の統計局

から公表されておりますが、日本全体で労働

力の人口は6,957万人です。日本人口が約１億

2,380万人ですから、だいたい56％がそれに当

たるということになります。

では、橋本市では一体どれだけの労働力人

口がいるのかということになりますが、県の

ホームページに公表されております2020年の

令和２年国勢調査によりますと、橋本市の労

働力人口は３万1,211人だそうです。

先ほどから部長のお話にもありましたよう

に、近畿経済産業局のレポートによりますと、

2040年に日本で約1,100万人の労働人口が不

足するというふうに言われております。です

ので、先ほどの日本の労働人口6,957万人であ

りますから、それを1,100万人で計算すると、

約15％が減るということになります。

それを橋本市の労働人口に当てはめますと

約15％減るということになりますから、約

4,680人が減る、不足するということになりま

す。ですから15年後、もう40年ですから15年

後には4,680人足らなくなるということが、こ

れで分かると思います。

では、その足らない分をどうするのか。先

ほどからも一般質問がありましたが、外国人

労働者を雇えばいいんじゃないかというよう

なお話もありますが、今現在、2024年の厚生

労働省の外国人雇用状況を調べてみますと、

外国人労働者数は今、約230万人だそうです。

前年に比べても25万人が増加しております。

国別で見ると、一番多いのがベトナムで約

57万人、24.8％、次いで中国、約40万人で

17.8％、フィリピンで約24万人で10.7％の方

が日本で働かれているということになります。

単純にこれも計算をしますと、日本の労働

力6,957万人を230万人で計算しますと、約

３％に当たる外国人労働者がいるということ

になります。それを橋本市の労働力人口で計

算しますと、今現在、約936人が外国人労働者

になるという計算になります。あくまでも計

算上ですが。

一方、現在、正規じゃなしに非正規の職員

の方がどれだけいるかということなんですが、

それも2024年の総務省の労働力調査によりま

すと、現在、非正規の職員、従業員数は2,126

万人、前年に比べて２万人が増加していると

いうことになります。

その方々がなぜ非正規で働かれているのか

というアンケート結果なんですが、その一番

多い理由が「自分の都合のよい時間に働きた

いから」というのが731万人で約35.5％、「家

計の補助、学費等を得たいから」というのが

366万人で17.8％、「家事・育児・介護等と両

立したいから」というのが227万人で11.0％。

ですから、２番目のお金目的というよりも

時間が融通が利くから、時間を大切にしてい

るということが第一の目的であるということ

がこれで分かります。

これも単純に計算しますと、日本の労働力

で割ったら、約30％が今、非正規ということ

になります。それを橋本市の労働力人口に割

り当てますと、約9,360人が今、非正規で労働

力として働かれているということになります。

ここまでまとめますと、現在、橋本市の労

働力人口は３万1,211人で、15年後には約15％

の約4,680人が不足します。現在、本市で外国

人の労働者は約900人おって、現在の本市の非

正規者は約30％で約9,360人になるというこ

とであります。

この点を踏まえて質問をさせていただきた

いと思います。

先ほどもありましたように、本市は15年後

に約4,680人の労働人口を補う必要がありま

す。そのためには、外国人労働者だけに頼っ
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て、果たしていけるものなのか、その点はど

うお考えでしょうか。

○議長（田中博晃君）経済推進部長。

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。

本市の状況を言いますと、確かに今の労働

力人口でいいますと、かなり足らんような状

況になると。さらに、併せて本市では企業誘

致も進んでおりますし、大阪に働きに出られ

る方もいらっしゃるというところで、さっき

８番議員の答弁でもさせていただいたように、

外国人雇用というところも取り組んでいかな

きゃいけないというところ、これは認識して

おります。

併せて、やっぱりワーク・ライフ・バラン

スとか働き改革の中で、スポット雇用ですと

か兼業とか副業とか、そういうものにも、い

ろんなことに取り組んでいかなあかんと、そ

ういうふうに考えております。

以上です。

○議長（田中博晃君）１番 森下君。

○１番（森下伸吾君）ですから、外個人だけ

でなく、あらゆるものにしっかりと取り組ん

でいかないと、この4,680人を補うことはでき

ないということになります。

先ほどの答弁の中にもありましたように、

正規従業員だけでなく、働きたいときに働く

スポットワークは有効であるというふうな答

弁を頂いていました。

その中でも本市として、商工会議所が取り

組んでいただけているので、今のところそれ

を見守りたい、市としては今のところ何もし

ないよ、独自の取組みをしないよという考え

でよろしいんでしょうか。

○議長（田中博晃君）経済推進部長。

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。

商工業者、商工会議所がアプリを導入しと

るので雇用に関して何もしないかというたら、

そうではございません。今年、来年で実施い

たします聞き取りアンケート調査においてし

っかりとした今の状況を吸い上げまして、施

策に生かしていきたいというふうに考えてお

ります。

以上です。

○議長（田中博晃君）１番 森下君。

○１番（森下伸吾君）なかなか具体的なお話

を頂けなかったのであれなんですが、話は聞

いておりました。商工会議所が提携している

アプリがある、アプリの業者との提携をして

いるということなので、実際にそのアプリを

私は入れてみて使ってみました。

求人をピックアップしたんですが、橋本市

だけの求人をピックアップするというのはす

ごく難しかったです。私はあんまりデジタル

弱いほうではないとは思うんですが、それで

も難しいということであれば、あまり慣れて

いない方にとっては難しいんじゃないかなと

いうふうにも思ったのが感想です。

求人数も調べてみました。少し前の６月８

日の求人は橋本市で４件ありました。そのう

ちサービス業１件、スーパー１件、美容室２

件。６月10日の求人は橋本市で９件。保育士

１件、工場作業３件、サービス業４件、美容

室１件です。

まだ今年度から始まったばかりの取組みで

実績が少ないと言うたらそうなんですが、こ

の４件、９件という求人数ではちょっと物足

りなさを感じると思いますが、その点は部長

どのようにお考えでしょうか。

○議長（田中博晃君）経済推進部長。

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。

確かに件数から見ると求人数は少ないなと

いう印象は持っております。ただ、ほんまに

この４月から民間によるそういうスポット就
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労に関する取組みが始まったばかりというこ

とで、それをまずは見守って、当然、市とし

てもしかるべきときにそういうことも検討し

ていかなあかんなというには考えております。

以上です。

○議長（田中博晃君）１番 森下君。

○１番（森下伸吾君）しかるべきときなんで

すけども、言うてもやっぱり、先ほど言いま

したけど、15年後です。もうそんなに猶予は

ないと思います、私も。ですので、果たして

それだけ待っていてもいいのかなというふう

に思います。

さらに、いろいろ使ってみて思ったのが、

このアプリ、この橋本市周辺の市民の方がど

れだけ登録しているのかという数、それも果

たして把握できるのかどうか。そこは民間業

者任せじゃないかなというふうにも思います

し、また、私も調べていて、自分の市、橋本

市を探しているんですが、ほかの市の求人も

もちろん出てきます。民間企業ですから。

じゃ、そっちのほうに、本市の労働者がそ

っちのほうに行ってしまうんじゃないか、逆

に取られてしまうんじゃないかというふうな

危惧も思いました。

さらに思ったのは、やっぱりアプリですか

ら、比較的年代の若い方の登録が多いのでは

ないかなというふうにも思いました。

ここで一つ提案をしたいのが、現在17団体

が導入しているシステムがあります。それが

マッチボックスという会社から提供されてい

る民間業者のシステムなんですが、それにつ

いてちょっとお話をさせてもらおうかなと思

います。

資料をそうしたらお願いします。

ちょっと小さいですが、これが17団体して

いるところのアプリ、マッチボックスから提

供いただいた資料なんですが、例えば登録者

数、さっき言いましたけども、どれだけの人

が登録しているかというのがこのアプリでは

分かります。

自治体Ｂというのがだいたい人口５万

2,000人ですからだいたい同じぐらいなんで

すが、登録者数が2,482というのが分かる、登

録者がそんなけいてるというのが分かります。

さらに、求人を募集する登録者業者も把握

できまして、先ほどのＢという欄を見てみま

すと186事業所が登録しているというのが分

かります。

さらには、どれだけこのアプリを通して事

業者から求人の方へ給料が支払われたかとい

うのも把握できます。このＢというところの

一番下がその払われた給料になりますが、こ

の市では２年間で約2,654万円が支払われた

ということがこれで分かります。

こういったように、はっきりした数字がこ

れでは出てくる、把握できると思います。で

すので、こういった、後から費用対効果をし

っかりと検証する意味でははっきりした数字

を使うべきだと思いますが、そういう意味で

はこういったデータというのは重要やと思い

ますが、その点いかがですか。

○議長（田中博晃君）経済推進部長。

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。

雇用に関して、どういう流れで人が動いて

いるか、どういう雇用を市内が確保している

のかということを把握することは重要である

というふうに考えております。

以上です。

○議長（田中博晃君）１番 森下君。

○１番（森下伸吾君）ありがとうございます。

ですよね。把握はやっぱり、そこはしっかり

と数字として把握しないと、どれだけの効果

があったとか目に見えないですよね。そこは

やっぱり、任せているだけではそこはちょっ

と不安な点もあると思います。
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さらには、事業主体が、もちろんマッチボ

ックスのほうは自治体になります。でも、も

う一つのほうは民間企業になります。例えば、

費用はマッチボックスのほうは初期費用が実

はかかります。でも、民間のほうはかからな

いということになりますが、この費用に関し

ては後でちょっと質問したいと思います。

さらには、自治体が主体となれば、募集す

る、登録してくれる求人を求めている方、そ

のアプリに登録してもらえるのを募集する方

法としても、自治体の広報やＬＩＮＥとかが

今ありますよね、ＳＮＳとか。そんなんで募

集することもできますけども、片や民間のほ

うは民間任せ。それに登録してくれる橋本市

民の方がいるかどうかというのはもう任せる

しかないですよね。ということもあります。

さらには、先ほども言ったように、あちら

のソフトというのはどちらかというと20代の

方が中心になっていますが、このマッチボッ

クスというのは実際、主体は20代から50代ま

で幅広く利用がされております。

さらには、求人の募集事業者として、募集

する側として負担となる手数料ですけども、

この手数料も民間のほうでしたら約30％かか

ります。ですので、例えば時給1,000円の募集

をするとなれば、30％ですから300円の負担が

かかってきます。逆に、自治体側のマッチボ

ックスであれば、時給1,000円であれば19％か

ら10％になりますから、190円から100円の負

担になるということになります。

この点を考えても、求人を募集する事業者

にとっても手数料負担はやっぱり大きなウエ

ートを占めると思いますので、こういう点を

考えても、どちらがその点、事業者にとって

は優しいかと言われると、やはり私は手数料

が低いほうが事業者にとってはありがたいん

じゃないかなというふうにも思います。

先ほども言いましたように、自治体が主体

となるスポットワーク事業を立ち上げるには

初期費用が必要になってまいります。ただ、

この国の新しい地方経済生活環境創生交付金、

昔はデジ田と言いましたけど、デジ田の交付

金などを活用することで、その初期負担を抑

えつつ実現する可能性があると思いますが、

そうなれば導入に向けての障害、ハードルが

下がってくると思いますが、その点は部長、

いかがでしょうか。

○議長（田中博晃君）経済推進部長。

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。

当然、導入するにあたって検討した場合に、

経費が安くなるということは当然その導入に

関するハードルが下がるというものだという

ふうには考えております。

今回の取組みというのは決して、このマッ

チボックスが駄目やとかタイミーのほうがえ

えんちゃうかということでは決してございま

せんで、この４月にほんまに民間が始めたば

っかりで、そこにもう市が間髪入れず、うち

もマッチボックスするんでということの取組

みがどうかというところもありますので、関

係機関等、調整を行った上で検討していかな

あかんのかなというふうには考えております。

以上です。

○議長（田中博晃君）１番 森下君。

○１番（森下伸吾君）その点も危惧しますの

で、やっぱり、最初も言いましたように、私

はもうどんどん商工会議所とその民間事業で

やっていただいて、進めていただいたらいい

と思うんですが、ただ、それを見守るだけで

果たしてどうかなというのはすごく疑問に思

います。

マッチボックスの内容を見ていても、言え

ば一般のいわゆる就労支援だと思いますけど

も、例えばこのマッチボックスの例を使って、

ある県では農業の専用のプラットフォームを
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開設して、農家と働き手の接点をつくる、そ

ういったアプリになっていることで、農家の

人手不足や担い手に充てているということも

ありますが、その点もあると思いますが、そ

の点いかがですか。

○議長（田中博晃君）経済推進部長。

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。

当然、産業といいましたら商工業もありま

すし農業もあります。当然、経済推進部です

ので、包括して市内の経済状況、経済を支え

ていく雇用の確保については一元化して考え

ていかなあかんなというふうには考えており

ます。

一方、農協のほうでも、先ほど壇上答弁で

もさせていただきましたとおり、アプリなり

を使ってそういう人材の確保というのをして

きたところもございます。これも実際、使わ

れている方というのは少ないというふうに聞

いております。

なので、その辺の状況をもう一回ちょっと

整理をしまして、検討したいというふうに考

えております。

以上です。

○議長（田中博晃君）１番 森下君。

○１番（森下伸吾君）農業に関してはＪＡが

そうやってやっていただいているけども、利

用者が少ないというのは、そこはやっぱりア

ピール不足といいますか広報不足なところも

あると思いますし、そこはやっぱり自治体が

主体となって、もっとアピールできるような

方法も考えないといけないんじゃないかなと

思います。

さらには、ほかの市を見ていますと、学生

と企業を結ぶようなプラットフォームをつく

って、さらにはインターンシップや体験入社、

トライアル雇用など、若者のための地元就職

を進めるためにこれを使っているところもあ

ると思います。そういうところもあります。

そういった面では可能性としてはどうですか。

○議長（田中博晃君）経済推進部長。

○経済推進部長（三浦康広君）ご質問にお答

えします。

やっぱり最初の段階で是非を答えることは

できませんので、そちらにつきましても検討

していきたいというふうには考えております。

一方で、学生につきましては本年度ちょっ

と新たに、橋本市にどういう企業があって、

そこで働いている人はどういう生活ぶりやと

か、どういうことを思って生活しとるんやと

いうような冊子というかデジタルデータで作

りまして、市内の学生に見ていただくような

取組みも行っております。

なのでその辺を、まずは予算がついた分を

しっかりさせていただいて、あとの部分につ

いては今後実施するアンケート調査等を踏ま

えまして検討したいというふうに考えており

ます。

以上です。

○議長（田中博晃君）１番 森下君。

○１番（森下伸吾君）もちろん取り組んでい

ただいていることはありがたいことだと思い

ますが、どうしても一方通行ですよね、お話

的にいうと。やっぱりそういうものを配って、

相手からどれだけの反応があるかというのが

目に見えてなかなか分かりづらいというのあ

りますよね。

ただ、やはりこのアプリに登録してもらえ

れば、どれだけの若い方がどれだけ登録して

くれて、どれだけ企業とマッチしているかと

いうのが目に見えて見えるというのはやはり

魅力的じゃないかなというふうにも思います。

ですので、もう先ほどからも何回も言うて

いますように、商工会議所と民間事業が提携

しているこのスポットワークをどんどん進め

ていただきたいと思うんですが、ただ、やっ
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ぱりそれを見守るだけじゃなしに、やっぱり

市としても何らかのアクションを起こしてい

かないといけないんじゃないかなと思います。

現在17団体がこのシステムを導入しており

ます。決してこのシステムが全てではないと

思います。ほかにももし良いシステムがあれ

ば、それを使ってもいいと思います。ただ、

やはり、さっきも言いましたように、15年後

に4,000人近くの雇用を生んでいくにはどう

するかということを真剣に考えていかないと、

もうあれよあれよという間にどんどん企業と

しても困っていく、企業誘致しても人は来な

いというようなことはもうせっぱ詰まってい

ることやと思いますので、市がその辺、主導

になって取り組むことで問題の解決につなが

って、市内業者の労働力不足の解消につなが

ることを期待して、まずはこれは１回目の質

問としたいと思います。

１項目めは終わります。

○議長（田中博晃君）次に、質問項目２、子

どもたちが安心して学習に取り組める環境づ

くりに対する答弁を求めます。

教育部長。

〔教育部長（岡 一行君）登壇〕

○教育部長（岡 一行君）子どもたちが安心

して学習に取り組める環境づくりについてお

答えします。

本市図書館では、夏季休暇の期間において、

教育文化会館５階の図書館自習席を利用して

自主学習する生徒・学生が多数来館し、自習

席が満席になることが度々あり、その対策と

して当会館４階の空き室を借り上げ、一定期

間、自習室として開放していました。

しかしながら、令和２年からの新型コロナ

ウイルス感染症拡大の影響を受け、当該施設

の開放を見合わせていたところです。

令和５年５月に新型コロナウイルス感染症

が５類感染症に移行したことに伴い、夏季休

暇に限らず休日の図書館利用者も徐々に増加

してきたことから、本年度からは学校の試験

期間の時期において、利用状況を見た上で教

育文化会館４階に自習室スペースを確保し、

開放しているところです。

加えて、夏季休暇の期間においても同じく

４階に自習室スペースを確保する予定です。

また、地区公民館では、専用のスペースを

設けていませんが、図書室や図書コーナーを

設置していますので、子どもたちが自主学習

に利用することがあります。

いずれの施設もほかに利用者がいますので、

利用上のルールを守っていただく必要はあり

ますが、子どもたちが安心して学習に取り組

める環境づくりに少しでも寄与できればと考

えています。

○議長（田中博晃君）１番 森下君、再質問

ありますか。

１番 森下君。

○１番（森下伸吾君）ありがとうございます。

それでは、再質問をさせていただきます。

私もこの質問をさせていただくにあたり、

そういう学生さんから、やはり図書館に行っ

て勉強したいんだけども席がいっぱいでもう

勉強できないというような声も伺っておりま

した。あらかじめそのことをお聞きしてから

質問してもよかったんですが、実際に今現在、

そうやって自習スペースを設けていただいて

いるということであります。

いや、これ知らんかったなというふうなの

が実感であります。もっとこれを周知しても

らいたいなというふうにも思うんですが、そ

の点はいかがですか。

○議長（田中博晃君）教育部長。

○教育部長（岡 一行君）お答えいたします。

臨時の自習室スペースは教育文化会館の貸

し出していない４階の空いている部屋を充て

ています。図書館とは別に自主学習ができる
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部屋を確保したときは、５階の図書館の入り

口に４階にも自習室がありますということを

案内表示をして、設置しているところでござ

います。

以上です。

○議長（田中博晃君）１番 森下君。

○１番（森下伸吾君）ありがとうございます。

図書館の入り口にそうやって、自習室があ

りますよというふうに貼っていただいている

ということでありますが、なかなかこれ、子

どもたちが入ってきて、そうやって実際に貼

り紙を見てくれるかどうかというのは分かり

ませんよね。だから、入ってみて席が埋まっ

ていたらもうあかんと思って帰るかも分かり

ません。

やっぱりそういう意味では、もっとこれは

ほかの方法で周知できないのかなと。例えば、

学校でそういったこともありますよというふ

うな周知もできないかなと思うんですが、そ

の点はいかがですか。

○議長（田中博晃君）教育部長。

○教育部長（岡 一行君）お答えいたします。

全ての学校での児童生徒への周知となりま

すと、限りある自習室のいわゆる席取りの競

争心をあおることや、本来の図書館を利用す

る方に対しても閲覧席を制限することが考え

られます。

催しや貸館、団体等の利用もありますので、

一定の座席数しか確保できない場合に、逆に

利用できない方を増やしてしまうということ

も想定されますので、ちょっと難しいかと思

うんですけども、慎重に考えたいと思ってお

ります。

以上です。

○議長（田中博晃君）１番 森下君。

○１番（森下伸吾君）確かに、ほかの利用者

の方ももちろんいらっしゃいますから、図書

館にはその方を差し置いてということはある

かも分かりませんが、ただ、やはり子どもた

ちがそうやって図書館に来て勉強するという

ときはだいたい限られていると思います。だ

いたい定期テストの前とかです。

私も５月ですか、ちょうど図書館へ行った

とき、ちょうど中間前やったと思うんですが、

そういうときには子どもたちがたくさん机へ

向かって勉強していました。席はいっぱいで

した。それを見て、あ、やっぱりないわとい

うふうに思ったんですが、そのときに私は貼

り紙あったのかどうか知らなかったんですけ

ど。

そうやって、ちょうど、いっぱいになると

いうのは定期テスト前というのが多いと思い

ますから、そういう意味ではそういうときに

何か、定期テスト前にちょっと自習室を増や

してあげようとか、そういった取組みもでき

なくはないのかなというふうに思いますが、

その点はいかがですか。

○議長（田中博晃君）教育部長。

○教育部長（岡 一行君）お答えいたします。

そこは市内の公立中学校の先生方と、中間

試験や期末試験の情報交換をいたしまして、

そういう時期に館の利用状況も考慮しながら、

できる範囲内で対応していきたいと考えます。

○議長（田中博晃君）１番 森下君。

○１番（森下伸吾君）できる範囲で。その点

がちょっと、できる範囲がどれだけなのかと

いうのがちょっとまだはっきり分からないと

ころでありますが、取り組んでいただけると

いうことですので、取り組んでいただきたい

と思います。

もちろん、図書館に来て、そうやって勉強

できる子どもたちはいいんですけど、やはり

橋本市内、大きいですよね。そうなると、橋

本市の図書館まで来れない子どもたちももち

ろんいると思います。

そうなると、例えば隅田地域とか高野口地
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域とか紀見地域とか、そういうところで図書

館に遠い場所であれば、やはり例えば地区公

民館とかそういうところで勉強できるスペー

スがあるよというふうなことも、スペースを

つくってあげるのも一つじゃないかなと思い

ますが、その点はどうお考えですか。

○議長（田中博晃君）教育部長。

○教育部長（岡 一行君）お答えいたします。

先日、中央公民館と地区公民館の館長会議

がありまして、その日に子どもたちへの自習

スペースの提供についてみんなで話合いを行

いました。ほかの利用客や貸館の場合を除き

まして、可能な限り対応していきたいという

ことで協議しております。

以上です。

○議長（田中博晃君）１番 森下君。

○１番（森下伸吾君）可能な限り。ここも可

能な限り対応してもらえるということで、可

能な範囲がちょっとよく分かりませんが、対

応していただけるということですよね。その

辺ありがたいと思います。

やはりこういう、やっていただいていると

いうのは、やはりそういう声がやはり上がっ

てきているということですよね。皆さん方も

聞いていただいているということですか。そ

の辺はどうでしょう。教育委員会とかでも、

どうでしょうか。

○議長（田中博晃君）教育長。

○教育長（今田 実君）このご質問ありがと

うございます。本当に、児童は来る機会とい

うのは少ないんですが、中学生、高校生がこ

ういったスペースを使っていただいて学んで

いただいているというのはすごくうれしいこ

とだと思っております。

できるだけ応えていきたいという思いで先

ほどから部長からの答弁をさせてもらってい

るところなんですけれども、これ以外にも、

学校においてそういう時間帯をつくって、こ

こで勉強できますよ、また、そこに地域の方

が来ていただいて教えてくれたりもしますよ

というような取組みもしております。

ですから、こういうテスト期間中にそうい

う学びの場を提供して、その雰囲気をつくっ

ていくというのを、今、こういった社会教育

の場だけでなくて学校教育の場においても、

社会教育の力を借りながらやっていっている、

そんなこともお知りおきいただけたらありが

たいと思います。

また、この場を借りてそういったことにご

協力していただいている方々には御礼を申し

上げたいなと思います。

子どもたちが、自分が学びたいときに、い

ろんな支援を受けながら学ぶことができると

いうことを知ること、それがものすごく大事

なことだと思いますので、これからも啓発を

していきたいと思います。

○議長（田中博晃君）１番 森下君。

○１番（森下伸吾君）ありがとうございます。

いろいろ本当に取り組んでいただいておると

思います。

我々もいろんなところに視察に行かせてい

ただきますと、いろんな公共施設を見せてい

ただくことも多いんですが、そういうところ

に行くと、必ずそういうところで空きスペー

スで子どもたちが勉強しているようなところ

をよく見かけます。やっぱりそういったスペ

ースがあれば、子どもたちがそこで勉強する

んだなということを実感させていただいてい

ることがあります。

ですので、やっぱり子どもたちが、自分が

学びたい、勉強したいという気持ちにどれだ

け大人が応えてあげられるかということが大

事だと思いますので、ここは市として積極的

な取組みをさらに進めていただくことを期待

しまして、私の一般質問を終わりたいと思い

ます。ありがとうございます。
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○議長（田中博晃君）１番 森下君の一般質

問は終わりました。

この際、３時35分まで休憩いたします。

（午後３時23分 休憩）

（午後３時35分 再開）

○議長（田中博晃君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。

日程に従い、一般質問を行います。

順番６、２番 板橋君。

〔２番（板橋真弓君）登壇〕

○２番（板橋真弓君）皆さま、こんにちは。

多分、今日最後の一般質問になると思いま

す。どうか最後までよろしくお願いいたしま

す。

ただ今、議長のお許しを頂きましたので、

通告に従い一般質問をさせていただきます。

今回は三点。

まず、一つ目、ＩＣＴ教育の家庭学習の在

り方について、「置き勉」のその後。

ＩＣＴ教育の進展により、児童生徒１人１

台のタブレット端末が日常的に活用される中、

教科書や水筒などを含めた荷物の重量増が懸

念され、登下校時の身体的負担の軽減が求め

られています。

平成30年12月議会において、先輩議員が置

き勉について一般質問し、置き勉を認める答

弁を頂きました。しかし、近年では、ＩＣＴ

端末の持ち帰りや気候変動による対策など、

状況は大きく変化しています。

児童生徒の学習環境の改善と家庭学習の質

の向上を両立するため、置き勉の明文化や教

材の精選、Ｗｉ－Ｆｉ環境の整備など、重層

的な支援体制の構築が必要であると考えます。

現状と今後の具体的対策、さらに、先進事

例を踏まえ、橋本市としての取組方針につい

て見解をお伺いします。

二つ目、病後児保育の体制強化について。

共働き家庭や独り親家庭の増加に伴い、子

どもが病気回復期にある際の受皿として、病

後児保育の重要性が高まっています。

本市でも事業が実施されていますが、施設

の利便性や人材確保、制度の認知度など課題

も多く見受けられます。そこで、市民病院の

機能を活用し、病後児保育施設を病院内に整

備することを提案します。

医師、看護師の連携や診療データの活用な

ど、病院内に併設されていることで子どもの

安全性がより確保され、利用しやすい環境に

つながると考えられます。今後の方針、課題、

具体的な検討状況についてお伺いします。

三点目、外国人児童生徒への教育支援体制

強化について。

近年、橋本市内でも外国籍の子どもたちの

増加が見られ、教育現場では日本語指導や生

活支援の必要性が高まっています。特に日本

語能力が十分でない児童生徒にとって、早期

の言語習得支援は学習意欲や学校生活への適

応に直結する重要な課題であると考えます。

浜松市、可児市、川崎市などの先進自治体

では、初期日本語指導教室の設置や指導員派

遣、地域との連携による支援体制の整備など、

実効性の高い取組みが進められています。

本市においても、教育委員会と地域資源が

連携した重層的な日本語教育支援の体制構築

が求められています。今後の受入環境の整備

とともに、当事者や保護者への多言語支援の

強化を含めた本市の見解と今後の方針をお伺

いします。

以上３項目を私の壇上からの最初の質問と

させていただきます。ご答弁のほどよろしく

お願いいたします。

○議長（田中博晃君）２番 板橋君の質問項

目１、ＩＣＴ教育の家庭学習の在り方につい

て、置き勉のその後に対する答弁を求めます。

教育長。
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〔教育長（今田 実君）登壇〕

○教育長（今田 実君）ＩＣＴ教育の家庭学

習の在り方について、置き勉のその後につい

てお答えします。

平成30年12月議会で置き勉についての一般

質問では、児童生徒の身体的負担を考慮し、

教科書や学習用具の必要性を見極め、使用頻

度の低いものは学校に置くことを認め、家庭

学習に必要な教材のみを持ち帰らせるよう工

夫している旨を答弁しています。

また、文部科学省も、児童生徒の身体的負

担軽減、持ち帰り教材の確認といった教員の

負担軽減、そして忘れ物や紛失の防止といっ

た観点から、各学校の地域の実情に応じて柔

軟に置き勉を実施するよう求めています。

今回、置き勉に関する明文化についてのご

提案を頂いています。文部科学省からは重量

の上限値は明確に示されていませんが、アメ

リカカイロプラクティック協会や小児科学会

では、荷物の重量は体重の10％から20％にす

べきとの見解を示しています。

児童生徒への負担は、学年や体型、通学距

離、その日の気象状況によって大きく左右さ

れるため、一律の線引きは困難ですが、教員

が判断する際の一定の目安を示してまいりた

いと考えています。

児童生徒の学習環境の改善と家庭学習の質

向上を図る一環として、１人１台端末の持ち

帰りについては試行的な取組みを一部の学校

や学年で始めてはいますが、本市では全校的

な取組みは現時点で実施していません。

これについては、本年度中にＧＩＧＡスク

ール構想第２期に基づく端末の更新を予定し

ており、現在策定中の（仮称）橋本市新しい

学校づくり推進計画の中に、令和８年度以降

は端末を持ち帰り、児童生徒の家庭学習に活

用していくことを盛り込みたいと考えていま

す。この端末の重量は約1.47キログラムで、

国が求める1.5キログラム以下という基準を

満たしています。

なお、自宅にＷｉ－Ｆｉ環境がないご家庭

に対してはモバイルルーターを貸し出すこと

としており、令和７年度中に需要数調査を行

う予定です。これにより児童生徒一人ひとり

の学習進度や理解度に応じた学習を自宅でも

継続してできるようになり、学習の可能性が

より大きく広がるものと考えています。

また、議員ご指摘のとおり、デジタル教科

書やオンライン教材、課題などを自宅で利用

できるようになれば、紙の教科書やノートな

どを毎日持ち帰る必要がなくなるとの指摘も

なされています。

しかし、本市では全てを電子端末上の教材

に置き換えることが必ずしも最善であるとは

考えていません。紙には紙のよさ、端末には

端末のよさがあり、それぞれのよさが最大限

に生かされるよう、紙媒体と端末の併用を進

めていきたいと考えています。

このような場合においても、紙の教科書や

教材、そして端末の全てを持ち帰るのではな

く、その都度、家庭学習に必要なものを選択

して持ち帰ることを基本にしたいと考えてい

ます。

今後は、家庭学習における学習効果の向上

と情報格差の解消、ＩＣＴのスキルアップな

ど様々なメリットが期待されますので、児童

生徒の自主的な学習を促し、学校と家庭の連

携も強化したいと考えています。

○議長（田中博晃君）２番 板橋君、再質問

ありますか。

２番 板橋君。

○２番（板橋真弓君）ご答弁ありがとうござ

います。

先輩議員が７年前に置き勉について質問し

ていただいたんですけれども、学校現場では

置き勉はある程度定着していると思いますが、
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タブレット端末の持ち帰りに合わせて、荷物

の総重量について軽量化に向けた目安、基準

を設ける考えはありませんか。

保護者にも分かりやすい置き勉の考え方や

基本的な方針をある程度統一し、文書化する

考えはありませんか。

○議長（田中博晃君）教育長。

○教育長（今田 実君）壇上からの答弁でも

申し上げましたが、文部科学省においても具

体的な数値まで示しているところはございま

せん。また、学年や体型、通学距離、その日

の気象状況においてもかなり左右されるとこ

ろがあります。

しかし、先ほども申し上げたとおり、アメ

リカカイロプラクティック協会や小児科学会

が示している見解等を参考にしていくことが

大事かなと思っております。その辺りを教員

が判断する際の一定の目安としていけたらと

思っているところです。

また、タブレット端末の持ち帰りを実施す

る際には、これまでの持ち物に、先ほど申し

上げたように、約1.5キログラムがプラスされ

ます。ですから、教員もそのことを加味した

上で、これまでと同じような形で子どもたち

が負担なく登下校できるような形を考えてい

かなければならないと思っております。

また、保護者に対してもその辺り協力を求

めていかなければならないこともあるかなと

思いますので、そのときが来ましたら、学校

とも協議をしながらこの辺りは進めていきた

いと思います。

○議長（田中博晃君）２番 板橋君。

○２番（板橋真弓君）ありがとうございます。

ある程度の目安として体重の15％から20％を

目安というようなお答えだったと思います。

実際に子どもたちの荷物総重量というのは

どれぐらいの重さ、１年生なんかやったらち

ょっとふらつきながら歩いていたりとかとい

うようなところも見受けられたりしますので、

実際の重量調査を実施して、教科書の重さと

かタブレット、タブレットは今、1.5キログラ

ムと言われたんですけども、具体的なデータ

を示してほしいと思いますが、その点はいか

がでしょうか。保護者の方もその点、実際、

家で測ったりしないと思いますので、お願い

します。

○議長（田中博晃君）教育長。

○教育長（今田 実君）議員からご質問を頂

いてから、そんなに多くの数ではないんです

けれども、ちょっと調査をしてみました。そ

の結果ですけれども、教科書、ノートに加え

て水筒や体操服等の荷物を含めた重量の平均

を取ってみました。

小学校低学年で約3.5キログラム、中学年で

約3.6キログラム、高学年は少し重くなって

5.7キログラム、中学生では6.9グラム。これ

はもう本当に平均ですので、ここに全部が入

っているかどうかは分からないんですけれど

も、一定調べたところ、その程度でありまし

た。

この数値というのは、先ほど申しましたカ

イロプラクティック協会や小児科学会が示し

ている上限である体重の20％と比較したら、

この値は全て上限の範囲に収まっている状況

です。

しかし、端末を持って帰るとなると、これ

に1.5キログラムをプラスする、もしくは、今

まで持って帰っていたものをマイナスしてい

かなあかんという状況も出てくるかなと、そ

んなふうに思います。というのは、20％を少

し超えるぐらいに、単純に足すと超えるから

です。

ちなみに、持ち物の具体的な重量も申し上

げると、一定の幅はあるものの、ランドセル

が約1.2から1.4キログラムぐらいのが多いか

なと思います。また、タブレット端末は1.5
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キログラム、教科書１冊については、小学校

低学年で１冊250グラム、中学年で350グラム、

高学年では500グラム。

高学年が重いのは上下と分かれているのが

１冊になっていたりするんです、高学年とか

は。だから倍ぐらいの重さになっていたりし

ます。というのは、学びを継続的にできる、

また、振り返られるというのが高学年には求

められているので１冊になってあったりする

ということをお知りおきいただけたらと思い

ます。

また、中学校では、そこにまた少しプラス

されるような重さになっていくかなと、そん

なふうに思います。

また、ノートは百数十グラム。水筒は物に

もよりますが、大きいのを持ってきている子

やったら２リットルぐらいのを持ってきてい

る子もいますので、そういった子もおるけれ

ども１キログラム前後、そして、筆箱という

のも最近たくさん持っている子もおったりも

するというのもあって400グラム。調べてみる

と、そういった数字が出てきておるところで

す。

○議長（田中博晃君）２番 板橋君。

○２番（板橋真弓君）調査、ありがとうござ

います。平均は20％の上限の範囲内というこ

とで、タブレットが加わると、タブレットの

ある日ない日みたいな形で、これから総重量

を調整していただけるということが、多分一

定の目安になってくるのかなというふうに思

います。

担任の先生とか学校の先生方はその点も考

慮して、いろいろ工夫していただいていると

は思いますので、ただ、夏場はちょっとやっ

ぱり、暑いと普通に持って帰るのも、今日な

んてすごい暑かったんです、朝から。そうい

うときの配慮というのもちょっとお願いした

いなというふうに思います。

次に、置き勉による忘れ物の紛失のリスク

について、どのようにお考えですか。

○議長（田中博晃君）教育長。

○教育長（今田 実君）文部科学省から令和

30年に出ています児童生徒の携行品に係る工

夫例の中にもその辺りのことが指摘されてい

ます。ですから、物がなくなるというリスク

というのはある、その辺りのことは工夫して

いかなくてはならないよというのが示されて

いるんですけれども、なかなかその辺り、低

学年によったら物の管理をするということの

難しさもあったりもします。

そして、高学年になってくるとその辺りは

できたとしても、本当になくなるというリス

クもあったりもしますので、教室の管理とか

そんなのが必要に、教員としてはなってくる

というようなことが考えられるかなと思いま

す。

ですから、全てゼロにするということはで

きないと思いますけれども、そういったこと

も含めて、学級経営の中で、また、授業の中

で、その意味とか、ほんで自分自身の物の管

理のこととかというのは併せて指導していか

なければ、これも継続していかなければなら

ないことかなと、そんなふうに思います。

○議長（田中博晃君）２番 板橋君。

○２番（板橋真弓君）ありがとうございます。

なかなか紛失というのは、私自身も物の管

理ができているかと言ったら、なかなか大き

な声では言えないんですけれども、やはり整

理整頓とか物を大切にするとかというのも教

育の一環だと思いますので、先生方にはご負

担をおかけするかとは思いますけれども、し

っかりと取り組んでいただきたいと思います。

次に、Ｗｉ－Ｆｉルーターの貸出制度の継

続を今後どのようにされるのかということを

お聞きしたいです。よろしくお願いします。

○議長（田中博晃君）教育部長。
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○教育部長（岡 一行君）お答えいたします。

新型コロナウイルス感染症の影響で臨時休

校や学級閉鎖等を行った際に、児童生徒の学

習を継続するために、ネットワーク環境が整

っていない世帯に対してモバイルルーターを

貸し出していました。

今後、ＧＩＧＡ端末の持ち帰りをはじめＩ

ＣＴを活用した家庭学習を実施していくにあ

たりまして、再度、ネットワーク環境が整っ

ていない世帯数を調査いたします。その上で、

ルーターの必要数や最適な機器を精査した上

で制度設計を検討したいと考えております。

以上です。

○議長（田中博晃君）２番 板橋君。

○２番（板橋真弓君）しっかり調査していた

だいて、令和８年度になりますか、実施に向

けてよろしくお願いいたします。

続いて、タブレット端末を活用した家庭学

習の教材というのはどのようなものになりま

すか。また、紙ベースの教材も併用されると

いうことですけれども、その点についてのお

考えを教えてください。

○議長（田中博晃君）教育長。

○教育長（今田 実君）タブレット端末を活

用した家庭学習については、自学自習できる

というよさがあります。ですから、アダプテ

ィブドリル、子どもの状況に合わせて自分で

学んでいけるというドリル、そういったもの

とか、あとオンライン教材やそんなのを活用

して今日の復習をしてみたり、そして、今日

学んだことをまとめ直しをしてみたりとか、

そういった活用が考えられます。

また、次の学習のための情報収集なんかに

も、学校だけでなく家でも活用することが考

えられるかなと思います。

また、紙についてもすごく大事な部分があ

ります。やっぱり書くことの大事さというの

はあります。私も現場でおったときの実践か

らいうと、やっぱり早く、そして丁寧に書け

るというのは、学びを定着させる上ですごく

大事な要素であったと、そんなふうに思って

おります。やっぱりそれは書きながらでない

と身についていきません。

ですから、単なるドリルとかそんなのもあ

るんですけれども、やっぱり自分の考えを書

くような宿題というのもありますので、です

から、効果が上がる使い方というのは、これ

は学校それぞれで研究テーマとして取り扱う

中で、今、例として話はさせてもらいました

けれども、そこからどういった形で子どもた

ちに力をつけていくかというのは、それぞれ

の学校での研究テーマをしっかりこれからも

準備していけるようにということで指導して

いきたいと思います。

○議長（田中博晃君）２番 板橋君。

○２番（板橋真弓君）ありがとうございます。

やっぱりＩＣＴ、タブレット、せっかく１

人１台ありますから、うちの孫も吹田市なん

ですけども、今、小学校２年生で、毎日帰っ

てきたら宿題もう何かやり続けて、もう夢中

になってやっているので、早く橋本市の子ど

もたちもそういう状態になればいいなという

ふうに思っております。

ＩＣＴの活用と置き勉の工夫、子どもたち

の学びと心身の負担軽減の両立を図っていた

だけるということで安心しました。令和８年

度にはタブレット端末の持ち帰りによって子

どもたちの家庭学習のさらなる充実が促進さ

れることを願って、一つ目の質問を終わりま

す。

○議長（田中博晃君）次に、質問項目２、病

後児保育の体制強化に対する答弁を求めます。

健康福祉部長。

〔健康福祉部長（犬伏秀樹君）登壇〕

○健康福祉部長（犬伏秀樹君）病後児保育の

体制強化についてお答えします。
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橋本市内では、あやの台保育園において病

後児保育事業を実施しており、過去３年間の

利用実績は、令和４年度延べ５日、令和５年

度延べ26日、令和６年度延べ36日となってい

ます。

現在、職員の退職により事業を休止してい

るところですが、令和６年度の開室時の利用

方法等は、日曜・祝日及び年末年始を除く午

前７時から午後６時まで開室しており、定員

は２名で保育士と看護師が配置され、利用料

金は１日2,000円となっています。

利用にあたっては、利用登録を行い、前日

までに予約の上、かかりつけ医師などを受診

し、医師連絡票への記入後、園へ登園するこ

ととなっています。

市民病院の機能を活用し、病後児保育施設

を病院内に整備するとのご提案についてです

が、議員おただしのとおり、病院内に病後児

保育施設を併設することで、子どもの安全性

がより確保され、利用しやすい環境につなが

るものと考えますが、看護師、保育士の確保

や保育施設としての改修が必要となることな

どから、市民病院での病後児保育の実施は考

えていません。

今後について、保育士や看護師の人材確保

や休止中の事業再開などの課題がありますが、

一方で、現在、和歌山県において病児・病後

児保育事業の広域化・ＩＣＴ化が進められて

おり、その一環として、民間病院などの施設

に対し、事業の説明、周知・啓発をしていく

と聞いていますので、県の動向も注視しなが

ら、病後児保育事業の体制について検討して

いきたいと考えています。

○議長（田中博晃君）２番 板橋君、再質問

ありますか。

２番 板橋君。

○２番（板橋真弓君）ご答弁ありがとうござ

いました。

結論的には、市民病院内で病後児保育は実

施できないということですけれども、どうし

て実施できないのか、その理由を教えてくだ

さい。その現状について教えてください。

○議長（田中博晃君）病院事務局長。

○病院事務局長（池之内正行君）ただ今のお

ただしにお答えさせていただきます。

まず、建物の構造上の問題もございまして、

例えば、現在休止をしております５階東病棟

の一部を活用するとした場合に、入院患者と

別の動線の確保が必要になってくるわけなん

ですけれども、これが非常に難しいと。

動線の確保を考えた場合に、５階でなくて

１階のほうがいいのではないかというふうに

も思うんですけども、こちらも、仮に１階に

スペースを確保できたとしても、１日当たり

約500人の外来患者との動線を切り離すとい

うことは困難であるというふうに考えており

ます。

患者さん、病気のお子さんの安全性の確保

の観点から、この動線の確保というのは必須

条件になってくるというふうに考えておりま

す。そのため、実施するのであれば、病院施

設と保育施設の入り口は別々にする必要があ

ると考えておるわけなんですけども、建物改

修もしくは別棟を建設するにあたっては多額

の費用も必要となってきます。

加えて、看護師、保育士の確保におきまし

ても、現在、市民病院には職員の労働環境の

向上を目的とした託児所を委託運営しており

ますが、これとは別に保育施設を設けて、そ

こに新たに人的リソースを投資することは効

率的とも言えません。

また、現在の託児所内での運営に関しまし

ても、病後児を預かるだけのスペースも確保

することができないという状況でございます。

病院事業というのは医療法上、原則非営利

目的ということで、この病後児保育の趣旨か
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らいけば非営利目的というところでそれに沿

っているような形にはなってくるのかという

ふうには思うんですけども、市民病院でこの

病後児保育を実施するにあたりましては、経

営上、先ほども述べさせていただきましたが、

多額の投資をした上でそれを補うための収益

確保が前提となるというふうに考えておりま

すので、現状、実施できないというふうに判

断しております。

○議長（田中博晃君）２番 板橋君。

○２番（板橋真弓君）現在２名預かるのに看

護師１人、保育士１人みたいな状況なので、

病院の中やったら看護師がたくさんいてるの

かな、子どもが来てないときはそっちへ回れ

るのかなと素人判断で思っていたんですけれ

ども、なかなか厳しいということがご答弁で

分かりました。

病後児保育を実施するための基準、今ちら

っと言ったんですけれども、明確な基準とい

うのがあると思うんですけれども、それにつ

いて教えてください。

○議長（田中博晃君）健康福祉部長。

○健康福祉部長（犬伏秀樹君）病後児保育事

業の実施にあたっての基準でございますけれ

ども、まず、実施場所について、病院や保育

所などに付設された専用のスペース、または

専用施設というのが必要となっています。

また、職員の配置についてでございますけ

れども、病後児の看護を担当する看護師とい

うのを利用児童概ね10人につき１名以上配置

するということとともに、病後児が安心して

過ごせる環境を整えるというところから、保

育士を利用児童概ね３人につき１名以上配置

する必要がありまして、これらの職員という

のは常駐というのが原則となっております。

以上です。

○議長（田中博晃君）２番 板橋君。

○２番（板橋真弓君）10人につき１名以上配

置ということで、共働き家庭というのは確実

にこれから増えていくと思いますし、子ども

ってやっぱりたくさん、病気をもらってきや

すいというか、そのときに預けれる場所があ

るということはちょっとやっぱり安心なのか

な、若い方たちにとっては安心なのかなとい

う思いもあります。

橋本市において病後児保育のニーズという

のは今どのようになっているんでしょうか。

また、利用者のニーズに応える規模の施設の

配置というのはできているんでしょうか。

○議長（田中博晃君）健康福祉部長。

○健康福祉部長（犬伏秀樹君）ニーズという

ことでございますけれども、第３期の子ども

子育て支援事業計画、こちらを策定する際に

各種のニーズ調査というのを実施してござい

ます。

その調査項目の中に「病後児のため保育施

設等を利用したいと思ったか」という設問が

ございまして、それに対して、「病後児を他人

に見てもらうのは不安」という理由によって

「利用したいと思わない」というご回答が６

割程度ありました。一方、「できれば病後児保

育施設等を利用したい」とのご回答というの

は２割程度でした。

また、和歌山県が以前行いました広域化・

ＩＣＴ化に関する説明会、こちらの資料にお

きまして、橋本市の病後児保育施設というの

は全国平均より多く、１施設あればニーズを

充足している状況であるという旨がその資料

で示されてございます。

以上のことからも、本市における病後児保

育については、現状の１施設、定員２名とい

うのは、規模的にニーズに応えるものになっ

ているのではないかなというふうに考えてお

ります。

以上です。

○議長（田中博晃君）２番 板橋君。
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○２番（板橋真弓君）現状、なかなか、預け

るのは不安という声があるというのはちょっ

と驚きました。なかなかやっぱり、保育所と

いえども、子どもが病気になったときに預け

れるかというのは、そこが、ああ、そういう

ニーズなんやなというのはちょっと思ったん

ですけれども。

でも、実際、今、４月から休止というので

ホームページも見させていただいたんですけ

ども、園が今、職員が退職したということで

休止しているとのことでしたが、どの点が基

準を満たしていないのか、看護師が見つかる

のかどうか、その点をお聞かせください。

○議長（田中博晃君）健康福祉部長。

○健康福祉部長（犬伏秀樹君）病後児保育を

担当されていた看護師が退職されたとのこと

で、先ほどご質問いただきました、その基準

におけます看護師の配置という点が満たせな

くなったというところで休止届というのが提

出されているというところでございます。

状況というところなんですけれども、現在、

園においては看護師の確保に向けて求人案内

等を行っていただいているというふうに伺っ

てございます。

以上です。

○議長（田中博晃君）２番 板橋君。

○２番（板橋真弓君）病児保育も含めて、こ

れから市民ニーズは上がってくると思うんで

す。なので、一日も早く看護師を人材確保し

ていただきたいというのと、あと、これから

の引き続きの、ＩＣＴで広域でされるという

県の動向もあるかとは思いますけれども、市

としても前向きな取組みをこれからもお願い

したいと思います。

以上です。二つ目を終わります。

○議長（田中博晃君）次に、質問項目３、外

国人児童生徒への教育支援体制強化に対する

答弁を求めます。

教育長。

〔教育長（今田 実君）登壇〕

○教育長（今田 実君）外国人児童生徒への

教育支援体制強化についてお答えします。

外国籍の子どもたちへの教育支援は、多文

化共生社会の実現に向け、日本の学校教育が

果たすべき重要な役割の一つであると認識し

ています。こうした児童生徒は多様な文化

的・言語的背景を有しており、その一人ひと

りが教育を受ける権利を等しく保障され、安

心して学校生活に適応し、学力を伸ばし、将

来の自立へとつながるよう、きめ細かな支援

が求められています。

本市においても、長期滞在を経て帰国した

児童や外国籍の新たな転入者の増加が見られ、

とりわけ日本語による日常的なコミュニケー

ションが困難な児童生徒への支援の必要性が

高まっています。

今後、企業誘致等の進展に伴い、さらに多

くの外国人労働者とそのご家族が来日される

ことが見込まれており、より丁寧な対応が求

められています。

議員ご指摘のとおり、浜松市、可児市、川

崎市では、日本語指導のための教室が設置さ

れ、初期段階において日本語を学習する機会

を設けているとのことです。しかし、いずれ

の自治体も人口規模や外国籍の割合が大きく、

本市と比較しても全く異なる状況です。

本市においては、現時点では特別の教室こ

そ設置していませんが、児童生徒の学年、日

本語の理解状況、保護者・本人の希望等に応

じて、一定の期間、通常の授業時間の一部を

特別に日本語指導の事業として教育課程を編

成し、県の加配教員や本市の非常勤講師によ

る基礎的な日本語指導を行っています。

また、学習面や生活面においても支援が必

要となることから、支援者が学級に入り込ん

で支援を行い、子どもたちが早期に学校生活
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に慣れるよう取組みを進めています。

さらに、県教育委員会による支援の一環と

して、県立伊都中央高校を会場に、きのくに

学びの教室が開設されています。中学校まで

の内容を改めて学びたい方や日常生活に支障

を来している方を対象に、生活に必要なやさ

しい日本語などを学べる場となっており、転

入されたご家庭には積極的に情報提供を行っ

ています。

一方で、常に母語に対応できる人材の確保

には課題があることから、翻訳ツールなどの

ＩＣＴ機器を必要とする学校に整備し、学校

と本人・保護者との円滑なコミュニケーショ

ンの支援にも取り組んでいます。

今後とも関係機関と連携しながら、外国籍

の子どもたちが安心して学べるよう、受入環

境の整備に努めてまいります。

○議長（田中博晃君）２番 板橋君、再質問

ありますか。

２番 板橋君。

○２番（板橋真弓君）ご答弁ありがとうござ

いました。

現在、個別にきめ細かく対応されていると

のことですが、現在、日本語指導や支援が必

要とされる児童生徒は何名いますか。

また、日本語指導に向けた指導体制、具体

的には、通訳や日本語支援員の配置状況や教

材などの支援内容についてお聞かせください。

○議長（田中博晃君）教育長。

○教育長（今田 実君）まず、現在、日本語

指導や支援を行っている児童生徒は８名在籍

しております。指導体制については、県から

配置された常勤の加配教員が１名、市の非常

勤講師が５名、計６名で対応しているところ

です。

また、その教材についてですが、児童生徒

の日本語理解度に応じて個別に準備しており

ます。その中では、小学１年生の教科書を使

ったり文部科学省の「かすたねっと」という

ポータルサイトを活用したり、和歌山県国際

交流センターが運用する情報サイト等で紹介

されている様々なサイトを使いながら、教材

を作っているところです。そして、その教材

に基づいて日本語指導を行ってもらっている

ところです。

以上です。

○議長（田中博晃君）２番 板橋君。

○２番（板橋真弓君）ありがとうございます。

本市では、外国人が日本で生活する上で役

立つ日本語を学ぶための教室として、やさし

い日本語教室というのを実施しています。今

後、企業誘致等で増えるであろう外国人児童

生徒の教育環境の整備に向けて、指導員の増

員、多言語対応の強化、教員に向けてやさし

い日本語研修などはお考えですか。

○議長（田中博晃君）教育長。

○教育長（今田 実君）先ほどのご質問に対

する答弁の中にもあったんですが、今、必要

とされる子どもたちが８名ということで、だ

から、人数的にはやっぱり個別にその児童生

徒に合った形での指導をしていくことが大事

かなと思っておるところです。

ですから、必要に応じて教員というのは配

置していきたいと思っておりますが、なかな

かその来られたご家族、また子どもたちに合

った母語をしゃべることができる人材の確保

というのはかなり難しいところです。ですか

ら、先ほど壇上からの答弁もさせてもらいま

したが、通訳ツールなどを使いながらやって

いきたいと、そんなふうに思います。

ですから、今のところそういった研修とい

うのはせずに、個別の対応をしっかりやって

いきたいと、そんなふうに考えております。

○議長（田中博晃君）２番 板橋君。

○２番（板橋真弓君）ありがとうございます。

やっぱり母語対応となると、なかなかそのス



－94－

キルが高い教員が必要になってくると思いま

す。

そこでちょっとご提案したいというか、本

市も既にそういった取組みをやっておりまし

て、そこをちょっと紹介したいと思います。

モニターをお願いします。

外国人のための地域日本語教育支援という

ことで、現在、橋本市の外国籍の外国人の数、

先ほど３番議員が、これ567人ということで、

どういうお国から来られているかというよう

なことも示しております。

これ去年の資料ですけれども、ベトナム人

200人、ミャンマー人83人、韓国人、中国人、

ネパール人ということで、ほとんどやっぱり

東南アジアというかアジア系の方が増えてき

ているということです。

それぞれの立場といいますか、永住者であ

ったり技能とか技術者であったりとかという

ことで、それの分布もこのようになっており

ます。結構、定住されているような方が増え

てきつつあるということがこの表からも分か

ると思います。

地域の日本語教育というのは何で必要かと

いう背景と目的なんですけれども、外国人住

民が増加ということで先ほど見ていただいた

ように578人、先ほど３番議員は656人とおっ

しゃいました。15年後には、先ほど１番議員

が約900人になるということで、増えていくと

いうことは予測されます。

自治体による支援体制の強化が求められる

ということで、多言語に対する日本語教育の

必要性が高まっていると。母国語をしゃべれ

る人が少ないということもありまして、ここ

でちょっとご紹介したいんですけれども、現

在、生活者としての外国人のため、日本語教

育空白地域解消推進事業、文部科学省が行っ

ている事業です。

これはそれに採択されまして、令和６年度

から３年間ということで、毎年申請はしない

といけないんですけれども、国の補助率が

100％ということで、どんなことをやっていた

だけるかというと、アドバイザー派遣であっ

たり日本語教室の立ち上げということで、今

年２年目ということで、日本語教室が既に出

来上がっております。

それが出来上がっていった経緯というもの

なんですけれども、橋本市に登録日本語教員

という国家資格を持つ方が、そういう人材が

おられまして、これは本当によかったなと思

うんですけども、令和３年から入門やさしい

日本語認定講師として橋本市でやさしい日本

語の普及活動をされていました。

その方が中心となって昨年度より、先ほど

申しましたように採択されまして、地域日本

語教育スタートアッププログラム採択状況と

いうことで、ここにたくさんあるんですけど

も、「新」ということで去年です、これ。橋本

市も名のりを上げました。

それの主な内容というのが、この図にあり

ますように、地方公共団体による取組みとい

うことで、日本語教育を行う人材の育成とい

うことと、あと教室を開設する、それから今

後その教室を開設していくというような運び

になっております。専門家チームによる３年

のサポートがあります。

ということで、いろいろと利用できる、最

終、ＩＣＴ教育の教材をそのまま提供してい

ただけるであったりとか、いろんな利点があ

ります。この３年間のうちにしっかりと地盤

を固めたいということで。

その団体というのは、はしもっと日本語と

いう、その教室の名前です。やさしい日本語

を使った生活者としての外国人のための日本

語教室ということで、現在行っております。

この４月から週２回、第２・第４日曜日と

いうことで、はしもっとに、高野口公民館で
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30人、隅田地区公民館で20人ということで、

今現在もう６月になっています。今度は盆踊

りをやるというような企画になっておったり

します。

ここで取り上げているのは、やさしい日本

語ということなんです。難しい言葉や専門用

語を使わずに、簡単な言葉や短い文で分かり

やすく伝える日本語ということで、利点とい

うのは、日本語を母国語としない外国人や子

ども、高齢者にも理解しやすくて、防災情報

を伝えるときとか生活情報なんかの大切な内

容を正確に伝えることができるという利点が

あります。

文化庁の調べなんですけども、76％の外国

人の方が情報発信ツールというか言語として、

やさしい日本語を希望するというようなデー

タが出ております。

ちょっとお勧めというか、「やさしい日本語

で「学校のお知らせ」作成ハンドブック」と

いうのがありまして、これ福岡県の取組みで

自治体国際化協会というところが出している

んですけども、家庭へのお知らせ、入学式で

あったりとかいろんなお知らせなんですけど

も、日本の文章ってすごく固いので、そうい

うすぐに使えるようなツールになっていまし

て、例文集が載っております。

具体的にはちょっと私も出してみたんです

けど、そのままＰＤＦとかで出して、ワード

に落としたら、そのまままた日にちとかいろ

んな情報を打ち込むだけで結構いけるし、絵

入り、図入り、写真入りとかという形で、す

ごく丁寧にされています。学校現場でも活用

できるんじゃないのかなというふうに思いま

す。

やはり、学校で教えるというか教員の方は

専門性も要るかとは思うんですけれども、日

常で生活者として、隣に引っ越してきはった

とかというような形になったときに、よりよ

いコミュニケーションが取れるようなツール

であるというふうに私も学びましたし、とい

うふうになっております。

ということで、今、多少ご理解いただけた

かと思います。政策企画課が主となって、今

その教室を立ち上げていただいておりまして、

私間違っていませんでしたでしょうか、また

後でお聞かせください。

学校現場で外国人の保護者に対する支援と

して、何か工夫されていることとかというの

はありますか。今お示しした、やさしい日本

語を使って学校だよりとかお知らせとか暮ら

しの情報提供などができる、コミュニケーシ

ョンが取れるということで、活用してはいか

がでしょうかという質問です。よろしくお願

いします。

○議長（田中博晃君）教育長。

○教育長（今田 実君）先ほどからの答弁の

ちょっと繰り返しになる部分はあるんですが、

ご容赦ください。

翻訳ツールというのはかなり便利で、これ

は本当に現場で有効活用していただいている

のかなと思います。

それと、とにかく保護者と円滑なコミュニ

ケーションを取るというのが一番大切なこと

ですので、そこに関わっている教員が、その

人たちに合った形で翻訳して渡したり、向こ

うの例えば英語に訳して渡したりというのも

してくれている部分もあったりもします。

けれども、全てそうやって対応することが

できるわけではありませんが、翻訳ツール、

そして翻訳して渡す、そして中には子どもの

ほうが早く理解してくれるご家庭もあります

ので、子どもにその辺りをおうちの人に説明

してもらう、そのご家族に合った形での対応

をしているというのが現状であるかなと、そ

んなふうに思います。

また、ご提案いただいているやさしい日本
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語、今、示していただいたものとは違う県な

んかでも出してくれているのがあったりした

ので、私も見せてもらったら参考になるよう

なところはあるかなと思います。

保護者の理解を助ける一助になるかなと思

いますので、支援を頂ける場面では活用して

いくことができたらと、そんなふうに考えて

おりますが、まだ数がそんなに多くないので、

本当にその人たちに合った形でのコミュニケ

ーションを取っていくことを、これからもそ

れは大事にしていきたいなと、そんなふうに

思います。

○議長（田中博晃君）２番 板橋君。

○２番（板橋真弓君）いろいろツールという

かが出てきていると思います。やさしい日本

語は本当に、私は英語とかあんまりしゃべれ

ないんですけど、外国語も全然分からなかっ

たりするんですけども。

本当に、橋本市にこうして来ていただいた

外国人の方とコミュニケーションが取れると

思うんです。やっぱり日本に来たからにはや

っぱり日本語だんだん上達していただきたい

ですし、子どもは吸収力が早いのですごく早

くなじんでくるとは思うんですけども、そう

いうことで、やっぱり、翻訳ツールも必要で

すし、もうほんま細かいところになってきた

らその辺が分からなく、伝わらない場合なん

かはそういうツール、翻訳ツールがすごく便

利になると思います。

いろいろ検索していただいて、一番いい形

で、やさしい日本語なんかを利用していただ

けたらなというふうに思います。

次に、今ご紹介したはしもっと日本語なん

ですけれども、はしもっと日本語教室の情報

提供、きのくに学びの教室の情報提供はされ

ているということだったんですけれども、は

しもっと日本語教室の情報提供を学校の現場

でしていただけたりするような機会というの

はあるんでしょうか。

○議長（田中博晃君）教育長。

○教育長（今田 実君）現在のところ情報提

供というのはしてはいなんですけれども、こ

れ聞かせていただきましたので、機会を捉え

て情報提供していくようにしていきたいと思

います。

○議長（田中博晃君）２番 板橋君。

○２番（板橋真弓君）ありがとうございます。

ぜひとも、ボランティアで研修を受けたサポ

ーターの方たちも入って、その日本語教室、

はしもっと日本語には参加されています。２

人に１人ぐらいとか３人に１人ぐらいとかボ

ランティアの方がサポートで入って、仲よく

楽しく進めておりますので、どうかよろしく

お願いいたします。

最後になりますが、多文化共生に向けて相

互理解と交流を図る場づくりが重要だと考え

ます。日本で生活する外国人の方が地域の生

活になじめるように取組みが地域で始まって

いるということで先ほど説明したんですけど

も、この地域の取組みに対する支援体制の強

化について、今後どのようにされていくのか

という本市のお考えをお聞かせください。

○議長（田中博晃君）政策企画課長。

○政策企画課長（辻本真吾君）お答えいたし

ます。

地域日本語教育ですが、先ほど議員がご紹

介いただきましたとおり、現在、生活者とし

ての外国人のための日本語教育空白地域解消

推進事業として、地域日本語教育スタートア

ッププログラムを実施しております。内容は

先ほど議員のご紹介いただいたとおりでござ

います。

その中で、はしもっと日本語の開催に至っ

ております。その中で議員も積極的にご参画

いただいておりまして、ありがとうございま

す。
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今後の日本語教育等の取組みに対する支援

体制につきましては、ニーズや役割などを踏

まえて決定していきたいと考えております。

以上です。

○議長（田中博晃君）２番 板橋君。

○２番（板橋真弓君）ありがとうございます。

多文化共生に向けて、外国人児童生徒が一日

も早く学校になじめるように、また、これか

ら橋本市に在住される外国人住民の皆さんが

地域社会の一員として安心して暮らし、活躍

できるまちづくりのために、さらなるご支援

の充実を要望いたしまして、私の一般質問を

終わります。

以上です。ありがとうございました。

○議長（田中博晃君）２番 板橋君の一般質

問は終わりました。

○議長（田中博晃君）お諮りいたします。

本日の会議はこの程度にとどめ延会し、明

日６月17日午前９時30分から会議を開くこと

にいたしたいと思います。これにご異議あり

ませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（田中博晃君）ご異議がありませんの

で、そのように決しました。

本日はこれにて延会いたします。

（午後４時32分 延会）

地方自治法第123条第３項の規定により、ここに署名する。

議 長 田 中 博 晃

副 議 長 南 出 昌 彦

６ 番 議 員 髙 本 勝 次

1 6 番 議 員 土 井 裕美子
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